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□社会福祉法人明桜会 

1. 法人使命及び基本理念 

【法人使命】 

全ての知的障害を有している人々が、一人のかけがえのない人として豊かな生活を送ること

ができる地域社会をこの法人を立ち上げた明石地区手をつなぐ育成会やその他明石を中心に

活動する福祉諸団体と共に育んでいく 

 

【基本理念】 

・ 私達はご利用者一人ひとりの基本的人権を尊重します 

・ 私達はご利用者と喜びや怒り、哀しみ、楽しみ等を共有します 

・ 私達はご利用者の成長を喜びとします 

・ 私達はご利用者の僅かな変化も感じとれる視点と感性・センスを磨きます 

・ 私達はご利用者の意欲を高め、障害の軽減と自己実現に向けた支援に努めます 

・ 私達は一人ひとりの生活歴や背景、障害の状況等を理解し、本人の意思を尊重しながら

可能な限り地域社会で生活できるよう支援に努めます。 

・ 地域社会と常に連携を取りながら、障害に対する理解を広げます 

 

これらの法人使命と基本理念を踏まえ法人に与えられた社会的役割を果たしていくため以下

の事業を推進した。 

 

2. 方針 

～法人使命の具現化～ 

(1) 年間を通して自治会へ参加し地域ニーズに沿った活動に取り組んだ事業所（地域の草刈

りや公園清掃、挨拶運動など）、明石市から業務受託し「みんなの給食」を開始した事業

所、まちづくり協議会へ参画し「地域交流農園ぴあファーム」の営みを行った事業所など、

複数の事業所において地域住民と関わる機会を作りだす動きが出てきている。コロナ禍

において対面で集う機会が激減している中、事業所の特性に応じた地域活動を行えた事

は成果として挙げることができる。しかし、職員にとって地域ニーズに沿った活動を創る仕

事は抽象的で意義が見出しにくく、その動きは管理者の裁量によるところが大きくなる傾

向が見られた。そのため、管理者主任を対象に「明桜会が目指す地域社会、専門職とし

て必要とされる価値観について」の研修会を実施し共通理解を図った。次年度以降、地域

を知る機会を設け、さらにコミュニティーの中での活動を推進していく。 

 

～基本理念の遵守～ 

(2) 職員やご利用者等に向けて広報誌МОＫマガジンを定期的（年4回）に配布し基本理念の

浸透を図った。その人の望む暮らしの実現やご利用者の目線に立った支援について、
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様々な情報を発信し具体的な行動変容につながるよう促した。併せてチーム及び事業所

の活動においても、意思決定支援の強化やアセスメント力向上など、基本理念の遵守に

おいて求められるスキルを明確に示し研修会等を実施した。その際、研修を企画実施す

る側の中間管理職において、基本理念に対する理解力に差異が生じていることが顕著と

なり課題として残った。また、新型コロナウイルス感染拡大に伴いご利用者のサービス利

用自粛が続き、個別ニーズを叶えるには至らない事も見受けられた。 

 

～ガバナンスの強化～ 

(3) 運営企画室が主となり第1期アクションプランを策定し、事業、組織、経営の視点から中期

的な目標を示した。また、組織の核となる管理者を中心にその共有を図ることが出来た。

定期的に実施した管理者会議においては、殆どがオンライン形式となり一方的な情報発

信に終始することが多かった。結果、各事業所において課題となっている事項の抽出や

解決に向けた議論を十分に行えず、相乗効果を図るには至らなかった。次年度以降、情

報発信、課題抽出など目的に応じた場を意図的に設けるとともに、近種の管理者間等で

相乗効果を図る仕組みを整える必要がある。事業所の運営体制強化を図る上で課題とし

て顕著になった中間管理職の育成については、キャリアパス制度等の活用を進め職位に

沿った役割と行動を促していく。 

 

～感染症対策の強化～ 

(4) 新型コロナウイルス感染対策については、一人一人の具体的な予防対策につながるよう

分かりやすい情報発信を繰り返し行い、事業所感染対策委員会を中心に集団感染等を

想定した研修等を実施した。結果、通所事業所において1件の集団感染が確認されたが

短期で終結することが出来た。また、社会情勢や感染状況に応じて何度もマニュアルを

見直したことで法人全体の標準予防対策の向上を図ることも出来た。しかし、感染対策の

長期化によって生じる支援者の精神的負担については、十分なケア体制を整えることが

出来ず課題として残った。また、感染拡大の波が来る度、職員やご利用者等に対して通

院や検査を促し、休業となるケースも相次いで発生した。その事に伴う応援派遣体制の

調整、労務管理、在宅支援の確保等に追われ、ご利用者支援に影響がでる場面もみら

れた。緊急事態宣言、まん延防止等措置が解除され社会全体が日常生活を取り戻す動

きとなっている中で、感染拡大防止といえども入所系のご利用者の行動制限を継続せざ

るを得なかった事も今後の課題として残った。 

 

3. 重点事業 

～個別ニーズ実現に向けた地域生活の基盤強化～ 

(1) ご利用者の様々なニーズに沿ったサービスを提供するため、新たに2か所のグループホ

ーム（第8、第9やまゆりの家）開所に向けた動きを整えた。第8やまゆりの家は「高齢化し
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ても住み慣れた街で生き生きと暮らす」第9やまゆりの家は「自分に適した暮らし方を見つ

ける」というコンセプトを打ち出しご利用者の確保を行った。また、行政機関と協働し地域

住民を対象とした説明会を実施し理解啓発を図るとともに、新たにグループホームから2

名の単身生活移行を進め個別ニーズ実現のための地域生活基盤づくりにも努めた。次

年度以降、引き続き地域に対する理解啓発を進めるとともに、個別ニーズに沿った支援を

推進していく。 

 

～大地の家（ご利用者）居室の個室化～ 

(2) 大地の家のご利用者を対象とするグループホーム（第10やまゆりの家：定員7名）の開所

に向けオーナー様や設計士と協議を重ねてきた。また、近隣住民や自治会等への説明会

を実施しその理解啓発にも努めた。併せて、コロナ禍であったが、ご利用者やご家族への

説明も行い地域移行に向けた理解と周知を図ることが出来た。今後、行動障害のある

方々の地域移行を前提に行政機関等と密に連携を図っていく必要がある。 

 

～ご利用者及びご家族の高齢化対策～ 

(3) 新型コロナウイルス感染拡大により、対面式による研修会等を企画実施する事が難しく

具体的な活動が行えなかった。そのため、ご利用者を対象に「将来の暮らしの場」に関す

るアンケートを実施し高齢化に伴うニーズ把握に努めた。アンケート結果から、親亡き後

の漠然とした不安は依然として大きいものの、将来希望する暮らしの場としてグループホ

ームや単身生活を希望される方が多数いることが明らかとなった。これは福祉サービス

以外の資源調整を必要とするご利用者が多数いるという事でもあるため、今後は各事業

所において「ご利用者が望む将来の暮らし方」をご家族等と共有しその準備を整えていく

必要がある。 

 

～経営基盤の安定～ 

(4) 新型コロナウイルス感染拡大の波によりサービスの一時休止やご利用者の通所自粛等

が生じ減収となる事業所も見られたが、管理者間等で適宜協議し在宅支援提供体制の

構築、補助金の申請等を柔軟に行った。結果、大きな減収に陥ることなく比較的安定した

経営状況を維持することが出来た。定期的に経営会議を実施し法人及び各事業所の経

営分析や対応を協議し経営基盤強化に努めているが、有益な加算取得等に関して管理

者と実務者との間で十分な共通理解が図れていない事があり課題として残った。次年度

以降、経営上有益な加算、根拠となる必須記録等の共通理解を図る必要がある。また、

請求に至る齟齬をなくすため事務課とも共有する仕組みを整える必要がある。 

 

～働き方改革の継続～ 

(5) 令和4年4月から改正育児・介護休業法が段階的に順次施行されることによる準備を進め
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働きやすい風土づくりに努めた。また、ワークライフバランスを進めるため、事務の効率化

につながる新たな記録ソフト導入を検討し次年度実施予定という段階にまで至った。しか

し、子育てや介護により変則勤務が困難となっている職員に対する具体的な取り組みを

行うには至らず課題として残った。 

 

～リスクマネジメントについて～ 

(6) 延期となっていた研修を開催し、実際のケースを元に要因分析から検証に向けた手法を

学び法人全体に事故防止を促した。また定期的な「気づきのキャンペーン」のアンケート

をとおして、危険への気づきの意識をカテゴリー別に要因分析を行い全体共有を促した。

今後においてもリスクマネジメントが個々の生活に応じた安全・安心となるように推進して

いく。 

 

～人材確保について～ 

(7) 年間を通して計画的に採用活動を行い、7名の新卒内定者を確保することができた。また

永続的な確保のために担当者個人の動きから、確保チームの立ち上げ・役割分担を行い、

個々の強みを活かしつつ幅広いターゲット層へのアプローチの土台つくりを行った。一方

で担当割り振りを行うことで求職者や内定者との密接な関係性の構築が不十分になり、

年度末に内定辞退を出してしまったこともあったため、次年度以降の課題として取り組ん

でいく。 

 

～人材育成について～ 

(8) キャリアパス導入初年度の動きとして、役職者には職務行動計画、役職者行動評価表を

用いて各階層の役割と職務の共通認識を図り、特に支援現場で核となる副主任に対して

は、外部講師を導入して課題抽出力及び具体的行動計画の作成についての研修とフォ

ローアップを年間を通じて実施した。また、支援力向上のために、各自事業所の中堅職員

が年間を通して育成指導に役立つツールの作成を行った。企画からスケジュール・内容

まで参加者の主体性に重点を置き、能動的な動きを養う取り組みになった。計画では、成

果物の発表や支援現場へのフィードバックまでを行う予定であったが感染拡大状況を踏

まえ次年度に持ち越して取り組むこととしている。 

 

～広報発信について～ 

(9) 収束する事のなかったコロナ禍において、戦略的かつ計画的な取り組みを実施するまで

には至らなかったが、これまでに培ったSNS媒体を中心に広報発信に努めた。各事業所

の活動状況や根付き始めた地域活動への参加等を発信した。また法人PRコーディネート

と協働し、コットンベールにて啓蒙イベントを開催し、法人の取り組みと合わせ障害理解に

ついて考えた。今後は各事業所が主体的に地域に向けた活動や発信を行い、PRコーディ
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ネートが法人全体の情報発信を担う役割分担を行う事で、更なる広報発信につなげて行

きたい。 

 

～防災について～ 

(10) 法人防災マニュアル及び各事業所非常災害対策計画を作成・見直しを行い、管理者およ

び各事業所防火管理者への周知を行った。訓練については各事業所において訓練を実

施したが、組織的・計画的な訓練には及ばなかった。今後はこれらマニュアルをベースに

した事業継続計画（ＢＣＰ）作成し、それに沿った訓練等を計画的にしていく必要がある。 

 

～地域貢献～ 

(11) 障害者スポーツ及び文化の推進 

明石市立総合福祉センター新館事業やスペシャルオリンピックス日本・兵庫明石プログラ

ム事務局を受託し、各機関と連携を図りながら障害者スポーツの推進を行った。コロナの

感染拡大時期には制限もあったが、障害のあるなしに関わらずスポーツを通してインクル

ーシブ社会に向けての主体的な取り組みや、障害のある人自身の生きがいにもつなげる

事が出来た。 

 

(12) 明石市の福祉力向上に対する貢献 

今年度もコロナ禍の影響が続き活動やイベントへの参加が自粛となってしまったが、その

中でも出来る事を関係者で検討し、社会福祉法人連絡協議会（通称ほっとかへんネット）

においては企画立案から参画し2点の事を実施した。高齢・児童・障害福祉施設ご利用者

及び支援従事者に対する新型コロナウイルスワクチン優先接種に関する国・県への要望

について(依頼)を明石市感染対策特別本部長に行い感染対策強化を陳情した。社会福

祉法人連絡協議会（通称ほっとかへんネット）を通じて明石市介護サービス事業者連絡会、

明石市保健福祉施設協会、明石保育協会、明石市障害者当事者等団体連絡協議会、特

定非営利活動法人明石障がい者地域生活ケアネットワークと協力をして明石市立商業高

校に福祉科設置の請願書を提出した。結果、設置へと繋がった事は福祉人材育成、地域

社会への活性化に繋がる貢献ができた。 

 

4. 理事会及び評議員会及び諸会議等の開催について 

法人事業計画に基づき以下の会議を開催した。 

 

≪理事会≫ 

-第111回- 

1 開催日時 令和3年6月7日（月曜日） 

  午後1時40分から午後2時40分まで 
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2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 4名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 福田和臣 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

監事 由岐透 

職員出席者 2名 

職員 岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

 報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の業務報告について 

審議事項 

第1号議案 令和2年度事業報告（案）について 

第2号議案 令和2年度決算報告（案）について 

・社会福祉充実残額の算定結果について 

第3号議案 監事監査報告について 

第4号議案 夏期賞与の支払いについて 

第5号議案 理事、監事候補者の推薦について 

第6号議案 評議員選任・解任委員会の開催について 

第7号議案 評議員選任・解任委員の選任について 

第8号議案 評議員候補者の推薦について 

第9号議案 定時評議員会の招集について 

第10号議案 グループホームの開設について 

第11号議案 基本財産の取得について 

 

-第112回- 

1 開催日時 令和3年6月23日（水曜日） 

  午後15時00分から午後15時20分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 4名 
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理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 公家裕 鳥居健一 

監事出席者 2名 

 松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 2名 

 岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

審議事項 

第1号議案 理事長の選定について 

第2号議案 業務執行理事の選定について 

第3号議案 （仮称）貴崎市営住宅10号棟グループホームについて 

(1) スケジュールについて 

(2) 設計士の選定について 

(3) 改修工事施工業者の選定について 

 

-第113回－ 

1 開催日時 令和3年8月26日（木曜日） 

  午後1時30分から午後3時10分まで 

2 開催場所 オンライン会議 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 6名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 福田和臣 公家裕 山下孝光 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 1名 

監事 黒田清隆 

職員出席者 5名 

職員 宮﨑泰生 三村寛裕 吉田透 岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

 報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の業務報告について 

(2) 第1四半期事業報告について 

(3) 第1四半期会計報告について 
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(4) 新型コロナウイルス感染症発生報告について 

審議事項 

第1号議案 基本財産の取得（寄附）について 

第2号議案 定款変更について 

第3号議案 土地の具体的用途について 

第4号議案 市営住宅を活用したグループホームについて 

第5号議案評 議員会の開催について 

 

-第114回- 

1 開催日時 令和3年11月25日（木曜日） 

  午後1時30分から午後2時35分まで 

2 開催場所 オンライン会議 

3 出席者 

理事総数 6名 

理事出席者 4名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 公家裕 鳥居健一 

監事総数 2名 

監事出席者 2名 

監事 松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 2名 

職員 岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

 報告事項 

(1) 理事長及び業務執行理事の業務報告について 

(2) 運営協議会について 

審議事項 

第1号議案 上半期事業報告について 

(1) 大地の家の個室化に向けて（現状報告） 

(2) これからのグループホーム事業について 

(3) 課題の抽出と方向性について 

(4) その他法人内事業所及び各チームの動きについて 

 第2号議案 第1次補正予算案について 

(1) 上半期会計報告について 

(2) 冬期賞与の支払いについて 
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第3号議案 評議員会の開催日時・開催場所・議案について 

 

≪理事会の決議の目的である事項の提案について≫ 

1 提案日 令和4年3月2日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 令和3年度第2次補正予算について（案） 

・期末手当の支払いについて 

第2号議案 令和4年度事業計画について（案） 

第3号議案 令和4年度管理者人事について（案） 

第4号議案 令和4年度予算について（案） 

第5号議案 経理規程の一部改正について（案） 

第6号議案 職員処遇改善臨時特例交付金手当の支払いについて（案） 

第7号議案 給与規程の一部改正について（案） 

第8号議案 身体拘束等の適正化のための指針の制定について（案） 

第9号議案 虐待防止対応規定の制定について（案） 

第10号議案 定時評議員会の開催日時・開催場所・議案について 

4 理事会の決議があったものとみなされた日 令和4年3月10日 

 

≪評議員会≫ 

-第48回- 

1 開催日時 令和3年6月23日（水曜日） 

  午後1時30分から午後14時15分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 6名 

 生島淳伍 飯貝昭弘 木下宣明 牧山榮子 竹内信六 金田文太郎 

理事出席者 3名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 鳥居健一 

監事出席者 1名 

 由岐透 

職員出席者 2名 

 岡平ゆかり 金尾良信 永井照行 大西圭介 
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4 議題 

審議事項 

第1号議案 令和2年度事業報告（案）について 

第2号議案 令和2年度決算報告（案）について 

第3号議案 監事監査報告について 

第4号議案 理事、監事候補者の選任について 

第5号議案 グループホームの開設について 

第6号議案 基本財産の取得について 

 

-第49回- 

1 開催日時 令和3年12月10日（金曜日） 

  午後1時30分から午後14時15分まで 

2 開催場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

評議員総数 7名 

評議員出席者 6名 

 生島淳伍 飯貝昭弘 木下宣明 牧山榮子 竹内信六 金田孝行 

理事出席者 3名 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 鳥居健一 

監事出席者 2名 

 松田千尋 黒田清隆 

職員出席者 2名 

 岡平ゆかり 前田央依 

4 議題 

 報告事項 

(1) 運営協議会について 

審議事項 

第1号議案 令和3年度上半期事業報告（案）について 

(1) 大地の家の個室化向けて（現状報告） 

(2) これからのグループホーム事業について 

(3) 課題の抽出と方向性について 

(4) その他法人内事業所及び各チームの動きについて 

 第2号議案 令和3年度第一次補正予算（案）について 

(1) 上半期会計報告について 
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(2) 冬期賞与の支払いについて 

 

≪評議員会の決議の目的である事項の提案について≫ 

1 提案日 令和4年3月2日 

2 決議事項を提案した理事 理事長 日下孝明 

3 提案事項 

第1号議案 令和3年度補正予算（案）について 

第2号議案 令和4年度事業計画（案）について 

第3号議案 令和4年度予算（案）について 

4 評議員会の決議があったとみなされた日 令和4年3月25日 

 

≪監事監査≫ 

1 監査日時 令和3年5月28日（金曜日） 

2 監査場所 大地の家地域交流ホール 

3 出席者 

監事 由岐透 仲地典子 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 鳥居健一 

職員 岡平ゆかり 前田央依 

 

≪運営協議会≫ 

1 参加者委員総数 10名 

委員出席者 7名 

 免田小知代 有馬幾子 岡野恵子 海藤弘子 稲田恵子 今井サチ子 

四方成之 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

理事 鳥居健一 

職員 金尾良信 吉田透 岡平ゆかり 前田央依 吉田有希 

 （リモート）山崎正幸 奥山智子 永井照行 宮﨑泰生 三村寛裕 寺田

俊哉 大西圭介 室本早知 渡辺貴美 

2 開催日 令和3年11月11日（木曜日）午前10時00分から午前12時25分まで 

3 開催場所 大地の家交流ホール 

 

≪経営会議≫ 
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1 参加者 

主担当 岡平ゆかり 

理事長 日下孝明 

業務執行理事 小松正和 

アドバイザー （株）経営開発センター代表取締役社長 野崎悦雄氏 

職員 鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 三村寛裕 金尾良信 山崎正幸 奥山智

子 永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 前田央依 

2 開催日 *5月26日 7月28日 10月27日 

3 開催場所 明石市立木の根学園事務所棟 *マークはオンライン会議 

 

≪運営企画会議≫ 

1 参加者 鳥居健一 宮崎泰生 吉田透 岡平ゆかり 三村寛裕 

2 開催日 4月13日 5月11日 6月8日 7月13日 8月13日 9月1日 9月14日 10月

12日 10月15日 11月9日 11月12日 11月19日 12月14日 1月11日 *3

月28日 

3 開催場所 大地の家交流ホールまたは明石市立木の根学園事務所棟 *マークは

オンライン会議 

 

≪管理者会議≫ 

1 参加者 

主担当 鳥居健一 

職員 宮崎泰生 岡平ゆかり 吉田透 三村寛裕 金尾良信 山崎正幸 奥山

智子 永井照行 寺田俊哉 大西圭介 室本早知 渡邊貴美 

2 開催日 *4月20日 *5月10日 6月15日 8月17日 *9月21日 11月16日12月21日 

*1月25日 *3月15日 

3 開催場所 明石市立木の根学園事務所棟 *マークはオンライン会議 
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■
事
業
所

事
業
所
名
　
（　
　
法
人
事
務
課
　
　
　
）

①
大
地
の
家
個
室
化
に
向
け
て
の
検
証
と
新
規
事
業
支
援
　
　
　
※
法
人
重
点
方
針
（1
）（
2）

②
財
務
　
経
費
削
減
努
力
と
適
切
な
収
益
確
保
　
　
※
法
人
重
点
方
針
（4
）

③
労
務
　
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
　
　
　
※
法
人
重
点
方
針
（5
)

④
人
事
　
新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
実
施
と
人
事
考
課
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
　
※
法
人
重
点
方
針
（7
）（
8
）

⑤
事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
参
加
、
課
内
勉
強
会
・法
人
内
勉
強
会
の
開
催

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
事
業
展
開
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
下
記
記
載
の
通
り
確
実
に
ゆ
っ
く
り
進
む
こ
と
は
で
き
て
い
る
。
1点
だ
け
財
務
に
関
す
る
収
益
確
保
の
点
に
お
い

て
大
き
な
反
省
が
あ
っ
た
の
で
残
し
て
お
く
。
施
設
の
実
施
指
導
に
お
い
て
加
算
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
点
を
指

摘
さ
れ
、
2年
分
の
夜
勤
職
員
配
置
体
制
加
算
を
返
還
し
な
い
と
い
け
な
い
事
態
が
起
き
た
。
こ
の
対
応
に
時
間
も
労

力
も
使
っ
た
上
、
最
終
的
に
は
収
支
差
額
の
減
額
に
つ
な
が
り
法
人
に
損
失
を
与
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
顛
末
書
を
提
出
し
た
が
、
今
後
同
じ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
加
算
申
請
を
行
う
時
に
複
数
チ
ェ
ッ
ク
と
行
政
に
も
確
認

を
と
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
の
工
夫
や
体
制
に
つ
い
て
も
見
直
す
こ
と
と
し
た
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
大
地
の
家
個
室
化
に
向
け
て
の
検
証

と
新
規
事
業
支
援

※
法
人
重
点
方
針
（1
）（
2）

●
20
21
年
度
は
法
人
の
重
点
指
針
（１
）に
基
づ
き
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
新
規
事
業
に
つ
い
て
の
必
要
な
支
援
－
補

助
金
申
請
、
指
定
申
請
事
務
等
を
行
う
。
ま
た
、
法
人
重
点
方
針
（２
）に
基
づ
き
大
地
の
家
の
個
室
化
に
向
け
て
、
定

員
減
に
よ
る
運
営
費
の
試
算
や
人
員
配
置
の
検
討
、
実
施
に
伴
う
問
題
の
検
証
等
、
現
場
サ
イ
ド
と
協
力
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

結
果 ②

経
費
削
減
努
力
と
適
切
な
収
益
確
保

※
法
人
重
点
方
針
（4
）

●
20
19
年
度
、
20
20
年
度
、
各
事
業
所
の
経
営
努
力
は
上
向
き
に
数
字
に
反
映
さ
れ
て
い
る
事
業
所
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
事
業
所
の
経
営
意
識
は
高
ま
っ
て
い
る
。
今
年
度
も
四
半
期
ご
と
の
経
営
会
議
の
開
催
、
毎
月
の
予
算
執
行
状

況
の
報
告
を
行
い
、
予
算
管
理
の
重
要
性
を
伝
え
る
。
ま
た
、
契
約
、
購
入
決
済
に
関
し
て
も
合
い
見
積
も
り
の
意
図

を
伝
え
経
費
削
減
努
力
を
す
る
よ
う
促
す
。
法
人
契
約
の
も
の
も
見
直
し
を
か
け
ら
れ
る
も
の
は
か
け
る
。

●
補
助
事
業
、
助
成
事
業
の
申
請
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
各
事
業
所
を
支
援
す
る
。

結
果

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

（１
）に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
新
規
事
業
に
つ
い
て
の
必
要
な
事
務
や
補
助
金
申
請
、
指
定
申
請
事
務
等
を
事
業
所
と
協
力
し
て
行
っ
た
。
ま
た
（
２
）

に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
る
が
、
打
ち
合
わ
せ
等
に
事
務
員
が
出
席
し
、
定
員
減
に
よ
る
運
営
費
の
試
算
や
人
員
配
置
の
検

討
、
実
施
に
伴
う
問
題
の
検
証
等
、
現
場
サ
イ
ド
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
突
如
、
寄
付
物
件
の
話
が
あ
り
新
規
事
業
の
展
開
が
見
込
ま
れ
た
た

め
租
税
特
別
措
置
法
の
適
用
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
や
農
地
転
用
の
手
続
き
を
進
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
準
備
を
進
め
る
中
で
土
地
の
交
換
契
約
の
話
が
持

ち
上
が
り
、
事
業
計
画
の
内
容
を
さ
ら
に
大
き
な
事
業
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
い
い
意
味
で
様
々
な
方
の
協
力
が
得
ら
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で

き
て
い
る
。
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結
果 ③

働
き
方
改
革
へ
の
対
応

※
法
人
重
点
方
針
（5
)

●
20
19
年
度
、
20
20
年
度
と
年
休
取
得
率
は
上
が
っ
て
い
る
。
20
21
年
度
も
年
2回
事
業
所
別
に
年
休
の
取
得
状
況

を
確
認
し
、
取
得
率
を
算
出
し
管
理
す
る
。

●
20
19
年
度
は
平
均
時
間
外
勤
務
も
減
少
し
た
が
、
20
20
年
度
は
感
染
対
策
業
務
の
影
響
で
増
加
し
て
い
る
。
2
0
2
1

年
度
は
毎
月
時
間
外
勤
務
の
状
況
を
確
認
し
一
覧
管
理
す
る
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
管
理
職
者
に
確
認
作
業
を
行

う
。
●
業
務
の
効
率
化
に
向
け
て
の
検
討
作
業
に
加
わ
り
、
記
録
に
関
す
る
ソ
フ
ト
導
入
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
20
20
年
度
中
新
た
に
創
設
し
た
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
に
関
す
る
規
程
や
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く
一
般

事
業
主
行
動
計
画
の
周
知
、
実
施
状
況
の
確
認
を
行
う
。
ま
た
、
令
和
4年
4月
1日
女
性
活
躍
推
進
法
の
改
正
に
伴
う

女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を
行
う
。

結
果 ④

新
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
実
施
と
人
事
考
課

制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な
運
用

※
法
人
重
点
方
針
（7
）（
8）

●
20
20
年
度
中
に
変
更
し
た
人
材
確
保
と
人
材
育
成
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
人
事
考
課
制
度
の
運
用
に
つ
い

て
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
各
チ
ー
ム
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

結
果 ⑤

事
務
職
員
の
能
力
向
上
の
た
め
の
研

修
（オ
ン
ラ
イ
ン
）参
加
及
び
課
内
勉
強

会
の
開
催

●
労
務
・財
務
・法
人
運
営
、
担
当
業
務
の
研
修
会
（オ
ン
ラ
イ
ン
）へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
課
内
勉
強
会
を
開

催
し
、
事
務
職
員
の
育
成
を
図
る
。
必
要
に
応
じ
て
法
人
内
勉
強
会
も
企
画
す
る
。

●
20
19
年
度
、
20
20
年
度
と
会
計
、
給
与
・労
務
の
複
数
担
当
制
を
推
進
し
て
い
た
が
、
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た
。
同

時
に
各
事
業
所
の
事
務
体
制
に
も
課
題
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
20
21
年
度
は
法
人
全
体
の
事
務
体
制
を
見
直

し
、
強
化
す
る
方
法
を
模
索
す
る
。

結
果

法
人
事
務
課
職
員
は
各
担
当
分
野
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
を
う
け
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
課
内
勉
強
会
、
法
人
内
勉
強
会
と
い
っ
た
形
で
の
企
画
は
で
き
な

か
っ
た
。
今
期
は
法
人
全
体
の
事
務
体
制
を
見
直
す
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
事
務
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
状
況
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
や
中
止
も
あ
っ
た
が
、
経
営
会
議
を
開
催
し
た
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
か
ら
力
強
い
発
信
も
あ
り
、
ま
た

初
め
て
主
任
職
が
出
席
し
た
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
に
い
い
刺
激
を
与
え
ら
れ
た
。
予
算
管
理
の
重
要
性
は
徐
々
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、
決
裁
行
為
や

合
い
見
積
を
と
る
意
味
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
期
、
補
助
事
業
や
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
現
場
サ
イ
ド
か
ら
の
要
望
は
少
な
か
っ
た
が
申

請
し
た
事
業
所
の
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
た
と
思
う
。
適
切
な
収
益
確
保
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
所
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響
に
よ
る
収
支
差
額
の
差
は
出
て
い
る
が

法
人
全
体
と
し
て
は
か
ろ
う
じ
て
確
保
で
き
た
。
加
算
の
返
金
が
な
け
れ
ば
目
標
値
の
5%
を
達
成
で
き
た
の
で
こ
の
件
は
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。

20
21
年
度
も
コ
ロ
ナ
対
策
の
影
響
も
あ
っ
て
年
休
取
得
率
は
高
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
か
か
る
子
育
て
支
援
、
母
性
健
康
管
理
措
置
も
法
人
全
体
に
周
知

し
、
引
き
続
き
有
給
制
度
を
実
施
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
妊
婦
さ
ん
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
職
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
え
た
。
時
間
外
勤
務
に
つ
い
て
は
通
所

型
よ
り
も
入
所
型
に
多
く
、
特
定
の
職
員
に
圧
倒
的
な
時
間
外
勤
務
が
多
い
状
況
に
あ
る
が
、
常
に
コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
変
則
勤
務
で
回
す
入
所
型
施
設

は
人
員
不
足
を
伴
い
、
な
か
な
か
そ
の
差
を
う
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
記
録
ソ
フ
ト
の
導
入
に
つ
い
て
は
選
定
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
検
討
を
続
け
て
く
れ
て

い
る
。
一
般
事
業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
お
よ
び
女
性
活
躍
推
進
法
の
改
正
に
伴
う
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の
計
画
策

定
を
行
っ
た
。

新
し
い
試
み
な
の
で
ス
ム
ー
ズ
な
運
用
と
い
う
よ
り
も
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
チ
ー
ム
と
連
携
し
大
き
な
問
題
な
く
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

結
果

緊
急
事
態
宣
言
発
出
等
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
た
が
感
染
が
少
し
落
ち
着
い
た
１
２
月
に
臨
時
家
族
会
を
開
催
し
今
後
の
取
り
組
み
（個
室
化
、
Ｇ
Ｈ
）に
つ
い

て
説
明
が
で
き
た
。
翌
1月
に
は
Ｇ
Ｈ
対
象
者
家
族
へ
の
説
明
を
行
う
事
が
で
き
利
用
確
認
が
で
き
た
。

感
染
症
対
策
を
継
続
し
て
実
施

し
、
ご
利
用
者
の
生
活
の
質
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

②
手
指
消
毒
、
館
内
消
毒
、
衛
生
物
品
管
理
、
体
調
不
良
者
の
対
応
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
手
順
に
則
り
感
染
症
対
策
を
継

続
す
る
事
で
、
施
設
全
体
の
標
準
予
防
策
維
持
向
上
に
努
め
ま
す
。
防
護
服
の
着
脱
等
、
定
期
的
に
見
直
し
訓
練
の
実

施
を
要
す
る
も
の
は
感
染
対
策
委
員
会
が
随
時
企
画
実
施
し
、
ご
利
用
者
の
生
活
の
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
発
出
等
感
染
拡
大
が
続
き
4波
、
5波
、
6波
が
続
い
て
き
た
が
感
染
症
対
策
を
緩
め
る
事
な
く
手
順
通
り
行
い
館
内
で
の
感
染
者
発
生
を
抑
え

る
事
が
で
き
た
。

結
果

事
業
所
名
　
（　
障
害
者
支
援
施
設
　
大
地
の
家
　
　
）

具
体
的
な
方
法

・そ
の
人
の
望
む
暮
ら
し
の
実
現
に
向
け
て
、
大
地
の
家
の
個
室
化
と
そ
の
人
に
あ
っ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の
実
現
に
努
め

ま
す
。

・ご
利
用
者
及
び
職
員
の
手
指
消
毒
等
を
徹
底
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
た
手
順
に
則
り
感
染
症
対
策
を
行
う
事
で
、
施
設
全

体
の
標
準
予
防
策
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

・私
は
誰
の
た
め
に
何
を
す
る
か
と
い
う
事
の
共
通
認
識
を
深
め
る
た
め
、
意
図
や
目
的
を
伝
え
る
O
J
T
や
内
部
研
修
等

を
計
画
的
に
実
施
し
、
職
員
の
支
援
ス
キ
ル
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

・市
内
の
セ
ー
フ
テ
イ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
大
地
の
家
の
短
期
入
所
事
業
は
原
則
３
６
５
日
稼
働
し
て
い

き
ま
す
。

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
予
定
し
て
い
た
活
動
が
十
分
に
実
施
出
来
な
か
っ
た
。

ご
利
用
者
の
全
て
の
ニ
ー
ズ
に
は
応
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
感
染
が
拡
大
す
る
中
で
も
職
員
が
出
来
る
こ
と
を
検
討
し
、
ご

利
用
者
の
満
足
度
を
上
げ
る
工
夫
が
で
き
た
。
ま
た
、
感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
危
機
意
識
を
高
く
持
ち
、
有

事
を
想
定
し
た
対
応
に
努
め
た
。

・短
期
入
所
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
下
に
お
い
て
長
期
利
用
希
望
者
に
限
定
し
た
こ
と
で
稼
働
率

は
昨
年
と
同
様
に
下
が
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
感
染
対
策
を
中
心
に
努
力
し
た
結
果
、
ご
利
用
者
か
ら
感
染
者
を
出
す
こ
と
な

く
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
止
に
繋
が
っ
た
。

結
果

①
法
人
内
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
担
当
者
や
相
談
支
援
事
業
所
・家
族
会
等
と
意
思
疎
通
を
図
り
、
大
地
の
家
の
個
室
化
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
研
修
や
視
察
等
を
段
階
的
に
実
施
し
ま
す
。

大
地
の
家
の
個
室
化
に
向
け
た
動

き
を
構
築
し
ま
す
。
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③
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
抽
出
し
、
夢

や
希
望
に
寄
り
添
え
る
職
員
を
育
て

ま
す
。

④
施
設
の
重
要
指
針
を
委
員
会
と
し

て
位
置
づ
け
る
事
で
、
健
全
な
組

織
体
系
を
構
築
し
ま
す
。

⑤
短
期
入
所
の
サ
ー
ビ
ス
情
報
発
信

に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

結
果 ⑥

働
き
方
改
革
を
進
め
、
障
害
者
雇

用
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

結
果 ⑦

ご
利
用
者
・ご
家
族
の
高
齢
化
に

対
す
る
動
き
を
構
築
し
ま
す
。

結
果

引
き
続
き
緊
急
事
態
宣
言
発
出
等
感
染
拡
大
に
よ
り
通
所
利
用
す
る
事
を
停
止
し
た
。
そ
の
た
め
、
50
名
が
長
期
に
渡
り
館
内
で
生
活
す
る
こ
と
が
続
き
、
利

用
者
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
対
応
す
る
職
員
の
時
間
外
勤
務
が
増
加
し
又
体
調
不
良
者
の
対
応
で
時
間
外
が
増
加
し
た
。
職
員
の
体
調
不
良
で
休
む
事

が
頻
発
し
交
替
職
員
の
時
間
外
が
増
加
し
た
。

①
年
間
２
回
実
施
さ
れ
る
個
別
支
援
計
画
作
成
時
に
、
ご
利
用
者
の
夢
や
希
望
を
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の

こ
と
の
実
現
に
向
け
た
個
別
支
援
計
画
を
立
て
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
す
。
②
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
内
部
研
修
を
前
期
・後

期
で
実
施
し
ま
す
。

①
虐
待
防
止
②
医
療
、
感
染
、
通
院
対
策
③
知
っ
て
も
ら
う
④
危
険
察
知
の
4つ
の
項
目
を
施
設
の
重
要
指
針
と
し
て
定

め
、
各
委
員
会
が
目
的
を
持
っ
て
主
体
的
な
動
き
を
構
築
し
、
健
全
な
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。
全
委
員
会
共
通
の
認
識

を
「利
用
者
目
線
で
考
え
る
」こ
と
と
し
、
利
用
者
フ
ァ
ー
ス
ト
の
視
点
で
施
設
運
営
を
行
い
ま
す
。

①
虐
待
防
止
に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
内
部
研
修
を
年
/１
回
実
施
　
②
医
療
、
感
染
、
通
院
対
策
に
つ
い
て
は
、
感
染
予
防
（手
洗
い
・消
毒
）の
徹
底
、
職

員
の
身
近
な
方
の
陽
性
報
告
（体
調
不
良
報
告
）を
確
実
に
行
う
こ
と
で
利
用
者
が
感
染
す
る
こ
と
な
く
ク
ラ
ス
タ
ー
を
防
げ
た
。
③
知
っ
て
も
ら
う
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
広
報
チ
ラ
シ
等
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
延
期
と
し
た
。
　
④
危
険
察
知
に
つ
い
て
は
、
の
ど
詰
め
リ
ス
ク
の
あ
る
方
へ
の
食
事
提
供
方
法
・

食
堂
の
レ
イ
ア
ウ
ト
改
善
に
取
り
組
み
男
性
、
女
性
の
食
事
場
所
を
分
け
て
感
染
リ
ス
ク
を
抑
え
た
。

緊
急
事
態
宣
言
発
出
等
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
る
た
め
、
各
機
関
へ
対
す
る
周
知
活
動
や
見
学
会
が
実
施
で
き
ず
、
結
果
稼
働
率
ア
ッ
プ
に
は
つ
な
が
ら
な

か
っ
た
。

引
き
続
き
緊
急
事
態
宣
言
、
ま
ん
延
防
止
等
が
発
出
さ
れ
て
い
た
が
感
染
対
策
を
行
い
臨
時
家
族
会
、
臨
時
役
員
会
を
実
施
し
て
情
報
共
有
と
施
設
か
ら
の

現
状
報
告
が
出
来
た
。
(臨
時
役
員
会
7月
29
日
　
　
　
臨
時
家
族
会
5月
9日
、
10
月
29
日
)

大
地
の
家
の
短
期
入
所
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
広
報
誌
を
知
っ
て
も
ら
う
委
員
会
で
年
2回
作
成
し
、
相
談
支
援
専
門
員
・

各
保
護
者
会
・特
別
支
援
学
校
・行
政
機
関
等
へ
配
布
し
ま
す
。
(感
染
収
束
後
の
稼
働
率
向
上
に
繋
げ
ま
す
)

・全
職
員
が
定
時
で
退
勤
で
き
る
勤
務
体
制
を
整
え
ま
す
。
(各
勤
務
の
業
務
を
見
直
し
整
理
)

・障
害
の
あ
る
方
を
雇
用
を
安
定
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、
定
期
的
に
業
務
を
振
り
返
る
機
会
を
設
け
、
抱
え
込
ま
な
い
職

場
環
境
を
作
っ
て
い
き
ま
す

家
族
会
に
対
し
て
・成
年
後
見
制
度
・介
護
保
険
制
度
等
の
勉
強
会
を
年
２
回
企
画
実
施
し
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、
ご
利
用

者
・ご
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
（後
見
支
援
セ

ン
タ
ー
の
協
力
、
実
際
に
後
見
人
を
し
て
い
る
方
か
ら
の
説
明
）

結
果

結
果

①
計
画
作
成
時
に
は
、
ケ
ー
ス
担
当
・サ
ビ
管
等
が
集
ま
れ
る
機
会
を
設
け
て
、
支
援
内
容
の
振
り
返
り
等
を
実
施
し
て
い
る
。
ご
家
族
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
面
談
等
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
電
話
で
の
説
明
を
実
施
。
次
年
度
に
つ
い
て
は
面
談
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。
（ワ
ク
チ
ン
接

種
３
回
目
が
終
了
し
て
い
る
た
め
）

②
ニ
ー
ズ
整
理
を
通
じ
て
、
生
育
歴
を
見
つ
め
直
し
、
そ
の
方
に
大
地
の
家
で
で
き
る
支
援
が
な
に
か
な
ど
検
討
で
き
る
機
会
を
作
っ
て
い
る
。
作
成
し
た
シ
ー

ト
を
見
直
し
た
際
に
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
能
力
に
応
じ
た
現
状
や
課
題
な
ど
の
視
点
が
弱
い
た
め
、
次
年
度
に
つ
い
て
は
そ
の
部
分
を
含
め
た
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
を
新
た
に
作
成
し
て
い
く
。
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⑧
館
内
美
化
・設
備
の
保
守
点
検
を

強
化
し
ま
す
。

結
果

状
況
報
告

改
善
報
告

居
室
清
掃
を
専
属
的
に
行
う
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
て
対
応
す
る
事
で
館
内
美
化
を
安
定
さ
せ
る
事
が
で
き
て
き
て
い
る
。
設
備
に
つ
い
て
は
22
年
が
過
ぎ
て
老
朽

化
に
よ
る
故
障
が
目
立
っ
て
き
た
。
館
内
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
事
が
で
き
館
内
空
間
が
明
る
く
な
り
消
費
電
力
軽
減
に
今
後
繋
が
る
と
思
わ
れ

る
。
今
年
度
は
夏
期
の
暑
さ
、
冬
期
の
寒
さ
に
よ
り
エ
ア
コ
ン
の
使
用
量
が
増
え
経
費
増
加
に
な
っ
た
。

居
室
及
び
共
有
空
間
の
整
理
、
清
掃
を
ご
利
用
者
と
共
に
実
施
し
ま
す
。
設
備
関
係
に
つ
い
て
は
、
月
1回
担
当
職
員
が

点
検
し
事
故
防
止
等
に
努
め
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
明
桜
会
虐
待
防
止
対
応
規
定
（第
23
条
虐
待
結
果
の
公
表
）に
基
づ
く
報
告

利
用
者
A
氏
が
デ
イ
ル
ー
ム
に
あ
る
水
道
か
ら
頻
繁
に
水
を
飲
も
う
と
さ
れ
る
行
動
を
静
止
す
る
際
、
職
員
B
が
利
用
者
A
氏
の
首
の
後
ろ
に
腕
を
回
し
力
づ
く

で
そ
の
場
か
ら
引
き
離
そ
う
と
さ
れ
る
不
適
切
な
対
応
が
あ
っ
た
。

①
行
動
障
害
の
あ
る
ご
利
用
者
に
対
し
て
、
対
応
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
場
面
を
抽
出
し
、
具
体
的
な
対
応
方
法
を
職
員
間
で
共
有
し
た
。

②
新
人
職
員
に
対
し
る
指
導
や
教
育
（O
J
T
）を
見
え
る
化
し
、
職
員
間
で
共
有
す
る
体
制
し
た
。

③
障
害
特
性
や
病
気
に
対
す
る
理
解
（今
回
で
い
え
ば
水
中
毒
）に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
が
得
ら
れ
る
場
を
計
画
的
に
設
け
た
。

④
職
員
個
人
の
仕
事
に
対
す
る
思
い
や
考
え
な
ど
を
定
期
的
に
役
職
者
等
が
確
認
す
る
体
制
を
構
築
し
た
。
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今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

結
果

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①
感
染
対
策
の
継
続
と
更
新
、
運
営
企

画
室
と
の
連
携

結
果

②
支
援
学
校
卒
業
生
の
受
け
入
れ
と

実
習
の
実
施

結
果

令
和
3
年
4
月
に
は
い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
卒
業
生
2
名
を
受
け
入
れ
実
績
の
確
保
に
繋
げ
た
。
ま
た
、
次
年
度
利
用
候
補
者
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
状
況
を

勘
案
し
な
が
ら
実
習
に
取
組
ん
だ
。
一
方
で
は
利
用
者
の
他
事
業
所
へ
の
転
出
2
名
や
、
病
死
ケ
ー
ス
も
あ
り
。
在
籍
状
況
と
し
て
は
ほ
ぼ
変
化
の
な
い
結
果
と

な
っ
た
。
実
績
確
保
に
つ
い
て
は
、
利
用
自
粛
者
に
は
行
政
の
在
宅
支
援
事
業
を
実
施
し
、
4
月
か
ら
は
新
た
に
重
度
障
害
者
支
援
加
算
を
適
用
し
た
た
め
、

年
間
の
利
用
実
績
は
下
が
っ
た
が
、
事
業
所
全
体
収
入
と
し
て
は
一
定
確
保
出
来
た
。

令
和
3
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
利
用
自
粛
・
各
種
の
感
染
対
策
・
活
動
制
限
等
を
実
施
し
な
が
ら
継
続
し
た
。
コ
ロ
ナ

感
染
に
つ
い
て
は
個
別
に
数
件
発
症
し
た
が
、
事
業
所
を
起
点
と
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
に
は
至
ら
ず
経
過
し
た
。
利
用
実
績
に
つ
い
て
は
新
規
受
け
入
れ
2
名
に
対

し
退
所
者
が
約
2
名
程
度
と
な
り
自
粛
要
請
等
を
含
め
結
果
と
し
て
は
実
績
減
と
な
っ
た
。
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、

対
面
参
加
が
出
来
ず
、
W
E
B
等
の
限
ら
れ
た
物
に
な
っ
て
し
ま
い
取
組
み
が
弱
く
な
っ
た
。
設
備
改
修
や
補
修
等
に
つ
い
て
は
計
画
し
て
い
た
活
動
部
屋
改

修
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
基
盤
等
の
改
修
を
実
施
。
そ
の
他
電
話
機
の
更
新
、
エ
ア
コ
ン
修
理
、
高
圧
電
気
設
備
、
冷
蔵
庫
修
理
等
に
も
対
応
し
た
。

事
業
所
名
　
（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
翔
）

・
新
規
利
用
者
の
受
け
入
れ
に
よ
る
実
績
確
保

・
そ
の
他
の
実
績
の
確
保

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
昨
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
利
用
者
・
職
員
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
体
温
・
手
指
消
毒
当
等
）
、
不
調
者
へ
の
個
別
対
応
、
活
動
環
境
整
備
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
館
内
換
気
・
消
毒
等
）
の
対
策
を
基
本
と
し
て
、
感
染
レ
ベ
ル
が
高
く
な
っ
た
場
合
に
は
更
に
戸
外
活
動
や
個
別
支
援
等
の
対
応
レ
ベ

ル
を
上
げ
て
強
化
し
た
。
感
染
結
果
と
し
て
は
、
利
用
者
3
名
、
職
員
3
名
が
発
症
し
た
。
特
に
2月
初
旬
に
は
感
染
や
感
染
疑
い
ケ
ー
ス
が
継
続
し
た
為
、
保
護

者
へ
の
状
況
説
明
と
共
に
利
用
自
粛
を
強
く
要
請
し
た
。
ま
た
、
感
染
情
報
等
は
日
常
的
に
運
営
企
画
室
と
共
有
し
発
症
時
等
に
は
そ
の
都
度
対
応
等
の
確

認
を
行
い
適
切
な
対
応
に
繋
げ
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

具
体
的
な
方
法

・
感
染
状
況
に
応
じ
た
感
染
対
策
等
の
実
施
（
対
応
レ
ベ
ル
の
強
化
）

・
感
染
状
況
に
応
じ
た
運
営
企
画
室
と
の
確
認
・
連
携

コ
ロ
ナ
状
況
に
応
じ
た
事
業
所
運
営
の
継
続

①
コ
ロ
ナ
対
策
の
継
続
と
健
康
維
持
　
②
新
規
受
け
入
れ
と
実
績
確
保
　
③
職
員
の
資
質
向
上
　
④
環
境
整
備
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③
支
援
力
の
向
上
に
よ
る
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
充
実

結
果

結
果

予
算
化
し
て
い
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
基
盤
等
の
工
事
・活
動
部
屋
の
壁
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
年
度
内
に
執
行
出
来
た
。
一
方
で
想
定
外
の
器
材
や
設
備
の
故

障
や
不
具
合
（
冷
蔵
庫
・
公
用
車
ガ
ラ
ス
破
損
・
電
話
交
換
機
等
の
更
新
・
高
圧
電
気
設
備
等
）
が
発
生
し
、
緊
急
に
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
し
た
。

（
※
そ
の
た
め
療
育
器
材
等
の
購
入
に
つ
い
て
は
次
年
度
予
定
に
繰
り
下
げ
た
）

・
予
定
外
の
故
障
や
修
理
へ
の
対
応

各
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
、
W
E
B
等
の
ご
く
限
ら
れ
た
研
修
会
に
と
ど
ま
っ
た
。
具
体
的
に
は
法
人
内

各
チ
ー
ム
関
連
研
修
、
行
動
援
護
支
援
者
養
成
研
修
、
虐
待
防
止
研
修
等
に
と
ど
ま
り
、
各
職
員
の
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
か
ら
の
療
育
活
動
の
充
実
は

弱
く
な
っ
た
。
療
育
内
容
の
充
実
に
つ
い
て
は
紙
芝
居
、
体
幹
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
各
種
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
、
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
等
の
新
た
な
取
り
組

み
も
出
て
来
て
い
る
。
療
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
活
動
部
屋
の
壁
の
改
修
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
や
介
助
用
手
す
り
の
導
入
等
を
実
施
し

た
。

・
支
援
力
の
向
上
に
対
す
る
課
題
共
有
と
ア
プ
ロ
ー
チ

・
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
と
療
育
環
境
整
備

④
老
朽
設
備
・
器
材
等
の
改
修
に
よ
る

環
境
整
備

・
改
修
計
画
に
沿
っ
た
改
修
工
事
等
の
実
施
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
基
盤
等
改
修
）
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事
業

所
名

　
（　

明
石

市
障

害
者

就
労

・生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
く
と

　
　

）

優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①

導
入

→
準

備
→

中
間

評
価

→
就

労
の

基
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

沿
っ

て
就

労
活

動
を

進
め

、
個

々
の

特
性

を
把

握
し

て
い

く
。

(個
々

に
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

ブ
ッ

ク
を

作
成

)

結
果 ②

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
活

用
し

、
企

業
訪

問
・
面

談
と

合
わ

せ
て

状
況

把
握

を
し

て
い

き
定

着
に

努
め

る
。

(就
労

移
行

支
援

　
こ

ね
く
と

)

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
職

場
体

験
実

習
を

活
用

し
た

中
間

的
な

評
価

を
行

い
、

個
々

に
応

じ
た

職
場

の
提

供
に

努
め

る
。

②
メ

ー
ル

で
の

情
報

交
換

を
実

施
し

、
状

況
確

認
と

訪
問

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
図

り
定

着
に

つ
な

げ
る

。
③

就
労

者
と

の
交

流
の

場
を

企
画

し
、

利
用

者
の

就
労

意
識

の
向

上
に

つ
な

げ
る

　
(「

卒
業

生
と

話
そ

う
」会

・会
社

見
学

等
) 
。

④
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

利
用

者
の

職
業

生
活

の
安

定
の

た
め

情
報

共
有

を
し

な
が

ら
相

互
支

援
を

実
施

。
⑤

夏
休

み
の

「親
子

体
験

実
習

」の
際

に
「親

子
の

就
労

セ
ミ

ナ
ー

」を
実

施
し

、
こ

ね
く
と

と
し

て
の

就
労

支
援

を
知

っ
て

い
た

だ
き

サ
ー

ビ
ス

利
用

に
つ

な
ぐ

。

具
体

的
な

方
法

基
本

的
に

入
所

１
年

目
は

、
導

入
・準

備
期

間
と

し
2年

目
は

体
験

実
習

・就
労

の
流

れ
に

基
づ

い
て

、
採

用
を

見
据

え
た

就
労

活
動

を
意

識
す

る
。

就
労

準
備

性
を

整
え

マ
ッ

チ
ン

グ
に

配
慮

し
た

う
え

で
送

り
出

し
、

企
業

も
本

人
も

い
い

形
で

働
く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

を
行

う
。

基
本

的
な

企
業

訪
問

・来
所

面
談

に
加

え
、

日
々

の
情

報
交

換
と

し
て

メ
ー

ル
を

活
用

し
、

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

で
そ

の
日

の
不

安
や

悩
み

の
軽

減
を

し
て

い
く
。

ま
た

定
着

支
援

を
と

お
し

て
状

況
把

握
を

し
、

万
一

の
離

職
時

の
受

け
皿

と
し

て
の

機
能

を
積

極
的

に
進

め
定

員
確

保
に

つ
な

げ
る

と
と

も
に

再
就

職
支

援
を

行
う

。

結
果

①
就

労
に

向
け

た
職

場
体

験
と

し
て

、
18

事
業

所
に

お
い

て
延

べ
20

名
の

ご
利

用
者

が
地

域
企

業
に

お
い

て
社

会
体

験
を

実
施

し
結

果
7名

の
就

労
者

(内
1名

A
型

)に
繋

が
っ

た
。

②
定

期
的

な
メ

ー
ル

利
用

を
さ

れ
て

い
る

方
に

加
え

、
新

た
に

定
着

支
援

の
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

さ
れ

た
方

へ
の

利
用

を
促

し
た

。
③

会
社

見
学

は
感

染
対

策
か

ら
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
が

、
「就

労
者

講
演

会
」と

し
て

3名
の

就
労

者
か

ら
話

を
聞

く
こ

と
が

で
き

た
。

(1
名

は
蔓

延
防

止
措

置
に

よ
り

延
期

)
④

法
人

内
外

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

関
係

者
と

連
絡

調
整

し
な

が
ら

、
安

定
し

た
通

所
の

た
め

の
支

援
を

実
施

し
た

。
⑤

こ
ね

く
と

に
お

い
て

は
6組

の
親

子
が

体
験

に
参

加
し

、
作

業
活

動
と

就
労

支
援

の
話

さ
せ

て
い

た
だ

き
こ

ね
く
と

を
知

っ
て

い
た

だ
く
機

会
と

し
た

。

基
本

的
に

個
々

の
特

性
や

希
望

に
応

じ
た

企
業

体
験

を
提

供
。

利
用

2年
目

の
方

に
は

企
業

実
習

を
積

極
的

に
参

加
を

促
し

、
7名

の
就

労
者

(１
名

A
型

)を
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

い
く
つ

か
の

企
業

か
ら

の
O

K
は

い
た

だ
い

た
も

の
の

、
女

性
の

多
い

環
境

や
臭

い
の

き
つ

い
環

境
な

ど
実

施
し

て
み

て
わ

か
る

こ
と

も
多

く
、

実
際

に
経

験
す

る
こ

と
の

大
切

さ
を

実
感

し
た

。
就

労
先

⇒
 (

オ
イ

シ
ス

(株
)、

明
石

こ
こ

ろ
の

ホ
ス

ピ
タ

ル
、

明
石

機
械

工
業

(株
)、

コ
コ

カ
ラ

フ
ァ

イ
ン

ソ
レ

イ
ユ

(特
例

子
会

社
)、

大
和

紡
績

(株
)、

ケ
ー

ズ
デ

ン
キ

、
就

労
継

続
A

型
ひ

ま
わ

り
)
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結
果 ③

・就
労

先
の

企
業

見
学

を
実

施
し

就
労

意
欲

の
識

向
上

に
つ

な
げ

て
い

く
。

・「
卒

業
生

と
話

そ
う

」を
実

施
し

、
就

労
者

の
生

の
声

を
聞

く
場

と
し

就
労

者
も

働
く
自

信
に

つ
な

げ
る

。

結
果 ④

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
利

用
者

の
就

労
準

備
中

・就
労

後
と

安
定

し
た

職
業

生
活

の
た

め
関

係
者

と
情

報
共

有
を

し
課

題
が

見
受

け
ら

れ
た

時
の

早
期

解
決

に
向

け
た

連
携

を
し

て
い

く
。

結
果 ⑤

夏
休

み
の

「親
子

体
験

実
習

」の
際

に
「親

子
の

就
労

セ
ミ

ナ
ー

」を
実

施
し

、
こ

ね
く
と

と
し

て
の

就
労

支
援

を
知

っ
て

い
だ

く
。

作
業

体
験

だ
け

で
は

な
く
、

先
々

安
心

し
て

就
労

を
目

指
し

て
い

た
だ

け
る

よ
う

に
家

族
へ

の
説

明
会

を
実

施
。

内
容

と
し

て
は

働
い

て
い

る
場

面
を

映
像

で
見

て
い

た
だ

き
家

族
と

し
て

の
不

安
に

お
答

え
し

て
い

く
機

会
と

す
る

。
※

適
時

感
染

対
策

実
施

面
談

日
時

に
捉

わ
れ

ず
不

安
な

こ
と

や
疑

問
に

答
え

る
こ

と
が

で
き

た
。

言
葉

で
は

伝
え

に
く
い

方
と

も
メ

ー
ル

を
と

お
し

て
思

い
を

く
み

取
る

こ
と

が
で

き
た

。
た

だ
ガ

ラ
ケ

ー
と

い
う

こ
と

も
あ

り
L
IN

E
の

よ
う

な
手

軽
さ

が
な

い
こ

と
か

ら
３

月
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
に

機
種

変
更

し
て

い
る

。

３
ヶ

月
に

一
回

「就
労

者
講

演
会

」を
実

施
し

、
3人

の
就

労
者

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
と

お
し

て
就

労
に

対
す

る
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
向

上
へ

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
同

時
に

企
業

担
当

か
ら

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
い

た
だ

き
、

今
後

就
労

活
動

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
年

度
の

最
終

４
人

目
は

コ
ロ

ナ
感

染
対

策
に

よ
り

延
期

と
な

っ
た

。

法
人

内
外

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

利
用

者
の

通
所

お
よ

び
通

勤
の

定
着

で
は

情
報

共
有

が
で

き
た

こ
と

と
、

ト
ラ

ブ
ル

の
際

も
早

い
行

動
に

移
せ

た
。

ま
た

日
中

活
動

や
勤

務
上

の
不

安
や

不
満

な
ど

が
ス

ム
ー

ズ
に

連
絡

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
た

だ
法

人
外

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

で
は

連
絡

が
ス

ム
ー

ズ
に

取
れ

な
か

っ
た

り
生

活
状

況
が

確
認

し
に

く
い

こ
と

も
あ

り
定

着
支

援
と

い
う

と
こ

ろ
で

は
課

題
が

見
え

た
。

土
曜

日
開

所
を

利
用

し
て

就
労

者
の

失
敗

や
成

功
体

験
・働

い
て

感
じ

た
こ

と
を

聞
く
場

と
す

る
。

(4
回

/年
予

定
)

企
業

見
学

を
実

施
し

、
企

業
の

方
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

を
い

た
だ

き
就

労
意

欲
の

向
上

を
図

る
。

(2
～

3回
/年

)　
※

感
染

対
策

実
施

法
人

内
・外

の
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

利
用

者
が

増
え

て
き

た
こ

と
も

あ
り

就
労

後
の

職
業

生
活

も
視

野
に

入
れ

、
事

業
所

間
の

情
報

共
有

を
行

い
、

職
業

生
活

の
充

実
と

安
定

を
図

る
。

　
(W

E
B

含
む

)
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結
果

「親
子

体
験

」で
は

6組
の

ご
家

族
が

参
加

さ
れ

、
作

業
体

験
と

こ
ね

く
と

の
活

動
に

つ
い

て
お

話
し

さ
せ

て
い

た
だ

き
好

評
を

得
た

。
ま

た
市

内
の

特
別

支
援

学
級

や
私

立
高

校
と

の
つ

な
が

り
を

と
お

し
て

こ
ね

く
と

の
支

援
を

知
っ

て
い

た
だ

い
た

。
コ

ロ
ナ

禍
と

い
う

こ
と

も
あ

り
就

労
者

の
仕

事
場

面
の

映
像

を
準

備
す

る
こ

と
は

難
し

か
っ

た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
個

々
に

合
わ

せ
た

活
動

場
面

の
提

供
。

結
果 ②

地
区

社
協

の
取

組
み

と
し

て
ピ

ア
フ

ァ
ー

ム
(地

域
ふ

れ
あ

い
農

園
)を

開
設

。

山
手

地
区

社
会

福
祉

協
議

会
を

主
体

と
し

た
農

園
活

動
「ピ

ア
フ

ァ
ー

ム
」に

参
加

し
収

穫
・販

売
を

と
お

し
て

地
域

住
民

や
関

係
者

と
の

交
流

を
深

め
る

。

結
果

①
新
た
な
作
業
確
保
と
工
賃
向
上
と
し
て
「
明
石
焼
粉
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
」
作
業
を
明
石
焼
夢
工
房
さ
ん
よ
り
お
受

け
し
た
。
工
賃
向
上
に
お
い
て
は
イ
ベ
ン
ト
販
売
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
中
止
と
な
り
月
平
均
　
約
5,
50
0円

と
伸

び
悩
み
の
結
果
と
な
っ
た
。

②
地
域
の
共
同
農
園
(ピ

ア
フ
ァ
ー
ム
)を

と
お
し
て
イ
ベ
ン
ト
・
販
売
を
実
施
し
地
域
の
方
と
の
交
流
を
深
め

た
。

③
近
隣
保
育
所
・
高
齢
者
等
福
祉
施
設
・
市
内
小
中
学
校
よ
り
ご
注
文
を
い
た
だ
い
た
き
販
売
・
配
達
を
と
お
し

て
交
流
を
深
め
た
。

④
食
品
管
理
・
衛
生
管
理
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
商
品
づ
く
り
に
努
め
た
。

⑤
地
域
の
学
校
関
係
(特

別
支
援
学
校
・
中
学
校
・
放
課
後
デ
イ
等
)に

随
時
見
学
・
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
活
動

を
知
る
機
会
と
し
た
。

・イ
ベ

ン
ト

販
売

が
少

な
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
チ

ラ
シ

の
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
を

実
施

し
た

が
、

コ
ロ

ナ
の

影
響

も
あ

り
販

売
に

は
反

映
さ

れ
な

か
っ

た
。

・ぴ
あ

フ
ァ

ー
ム

に
は

定
期

的
な

参
加

を
実

施
し

、
農

作
業

の
傍

ら
ク

ッ
キ

ー
販

売
を

実
施

し
た

。
地

域
の

関
係

者
と

の
交

流
で

ク
ッ

キ
ー

の
ご

注
文

に
つ

な
が

っ
た

。
・外

部
作

業
と

し
て

の
「博

由
園

」に
は

、
コ

ロ
ナ

感
染

の
影

響
も

あ
り

年
間

5回
程

度
の

参
加

と
な

っ
た

。
・内

職
関

係
で

は
「明

石
焼

粉
の

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

」作
業

を
い

た
だ

き
ご

新
た

な
ご

利
用

者
の

作
業

場
面

が
で

き
た

。

事
業

所
名

　
（ 

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

曙
　

の
ぞ

み
　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
個

々
に

応
じ

た
作

業
活

動
を

提
供

し
、

働
き

が
い

の
実

感
と

工
賃

向
上

に
努

め
る

。
②

山
手

地
区

社
協

と
協

力
し

、
農

作
業

(ピ
ア

フ
ァ

ー
ム

)を
と

お
し

て
地

域
の

方
と

の
ふ

れ
あ

い
を

楽
し

む
。

③
近

隣
保

育
所

・高
齢

者
等

福
祉

施
設

に
商

品
P

R
を

行
い

、
販

売
・配

達
を

と
お

し
て

交
流

を
深

め
る

。
④

食
品

管
理

・衛
生

管
理

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
り

、
安

全
・安

心
な

商
品

づ
く
り

に
努

め
る

。
⑤

地
域

の
学

校
関

係
(特

別
支

援
学

校
・中

学
校

・放
課

後
デ

イ
等

)に
随

時
見

学
・体

験
し

て
い

た
だ

き
活

動
を

知
っ

て
も

ら
う

。

具
体

的
な

方
法

・ク
ッ

キ
ー

・ケ
ー

キ
製

造
・販

売
・チ

ラ
シ

ポ
ス

テ
ィ

ン
グ

・配
達

(2
～

3名
)

・農
作

業
(週

1回
　

2～
3名

)
・博

由
園

除
草

作
業

(2
週

に
1回

　
2～

3名
) 
  
※

1月
～

3
月

は
休

み
・内

職
関

係
(菓

子
箱

組
立

・裁
縫

ク
リ

ッ
プ

セ
ッ

ト
ア

ッ
プ

・ガ
チ

ャ
ポ

ン
カ

プ
セ

ル
セ

ッ
ト

ア
ッ

プ
・マ

ス
ク

袋
詰

め
)
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結
果 ③

販
売

活
動

を
と

お
し

た
地

域
交

流
。

結
果 ④

研
修

及
び

セ
ミ

ナ
ー

を
と

お
し

た
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
。

結
果 ④

福
祉

サ
ー

ビ
ス

や
学

校
関

係
と

の
連

携
。

結
果

感
染

対
策

を
意

識
し

、
夏

休
み

を
利

用
し

た
「親

子
体

験
実

習
」を

特
別

支
援

学
校

や
関

係
機

関
に

広
報

し
、

ク
ッ

キ
ー

づ
く
り

を
．

と
お

し
て

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

曙
を

知
っ

て
い

た
だ

く
。

ま
た

随
時

、
見

学
や

実
習

・と
ら

い
や

る
ウ

ィ
ー

ク
の

受
入

れ
を

積
極

的
に

実
施

し
、

後
々

の
利

用
者

確
保

に
つ

な
げ

て
い

く
。

特
別

支
援

学
校

の
ご

家
族

6組
か

ら
の

参
加

の
返

事
を

い
た

だ
い

た
が

、
蔓

延
防

止
の

影
響

も
あ

り
一

組
の

み
の

参
加

と
し

た
。

以
前

親
子

体
験

で
参

加
さ

れ
た

方
が

、
の

ぞ
み

の
利

用
に

繋
が

っ
た

。
近

隣
中

学
校

の
こ

ね
く
と

で
の

校
外

実
習

を
と

お
し

て
他

市
内

中
学

校
2校

よ
り

ク
ッ

キ
ー

の
ご

注
文

を
い

た
だ

い
た

。

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
も

あ
り

地
域

で
の

イ
ベ

ン
ト

販
売

は
激

減
し

て
い

る
た

め
、

ギ
フ

ト
商

品
等

の
注

文
販

売
を

積
極

的
に

進
め

工
賃

向
上

に
つ

な
げ

る
。

ま
た

近
隣

保
育

所
・高

齢
者

施
設

等
へ

季
節

に
応

じ
た

商
品

P
R

を
し

て
い

き
、

ク
ッ

キ
ー

販
売

を
と

お
し

て
交

流
を

図
る

。

H
A

C
C

A
P

の
実

施
に

伴
い

、
食

品
を

扱
う

上
で

の
衛

生
管

理
や

販
売

促
進

な
ど

を
職

員
会

議
を

と
お

し
て

ワ
ン

ポ
イ

ン
ト

レ
ッ

ス
ン

を
実

施
し

、
職

員
間

で
周

知
・共

有
し

よ
り

良
い

商
品

づ
く
り

に
生

か
し

て
い

く
。

地
区

社
協

関
係

者
の

方
々

や
近

隣
の

福
祉

施
設

の
メ

ン
バ

ー
と

週
一

回
交

流
参

加
を

実
施

し
た

。
参

加
を

と
お

し
て

ミ
ニ

イ
ベ

ン
ト

や
ク

ッ
キ

ー
販

売
の

機
会

を
い

た
だ

い
た

。
月

一
回

「ぴ
あ

フ
ァ

ー
ム

会
義

」を
実

施
し

今
後

の
イ

ベ
ン

ト
企

画
等

を
話

し
合

っ
て

い
る

。
今

後
地

域
と

の
協

働
場

所
と

し
て

の
P

R
を

計
画

し
て

い
き

た
い

。

イ
ベ

ン
ト

に
関

し
て

は
東

播
磨

障
害

者
施

設
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

と
お

し
て

イ
オ

ン
(明

石
・加

古
川

)販
売

を
定

期
的

に
実

施
し

た
。

ま
た

東
播

磨
県

民
局

内
で

の
置

き
菓

子
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
、

市
内

県
立

高
校

3校
で

販
売

活
動

を
実

施
し

た
。

季
節

商
品

や
ギ

フ
ト

も
少

し
ず

つ
浸

透
し

て
き

た
よ

う
に

思
う

が
P

R
の

た
め

の
訪

問
が

し
に

く
か

っ
た

こ
と

も
あ

り
前

年
度

に
比

べ
減

少
し

た
。

日
々

の
活

動
に

お
い

て
は

実
践

で
き

て
い

る
が

、
職

員
会

議
で

の
全

体
周

知
の

場
面

は
他

議
題

を
優

先
し

た
た

め
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
採

用
と

同
時

に
サ

ー
ビ

ス
の

内
容

説
明

を
行

い
利

用
の

円
滑

化
を

し
て

い
く
。

結
果 ②

「有
給

を
と

る
タ

イ
ミ

ン
グ

が
わ

か
ら

な
い

」ま
た

「家
か

ら
外

出
す

る
機

会
が

な
い

」と
い

っ
た

方
へ

仲
間

と
過

ご
す

場
面

を
提

供
を

し
て

い
く
。

結
果

事
業

所
名

　
（ 

  
 就

労
定

着
支

援
　

こ
ね

く
と

  
　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
年

度
途

中
の

契
約

者
確

保
を

す
す

め
る

。
(目

標
人

数
5～

6名
)

②
定

着
支

援
事

業
利

用
者

に
よ

る
「就

労
者

の
集

い
」を

実
施

。
(総

福
新

館
に

て
1回

/月
)

③
メ

ー
リ

ン
グ

リ
ス

ト
を

作
成

し
、

メ
ー

ル
に

よ
る

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

円
滑

化
を

し
て

い
く
。

④
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
へ

の
バ

ト
ン

タ
ッ

チ
を

丁
寧

に
し

職
業

生
活

の
継

続
を

し
て

い
く
。

具
体

的
な

方
法

採
用

が
確

定
し

退
所

日
の

予
定

が
立

っ
た

時
点

で
家

族
と

の
面

談
を

実
施

し
、

以
後

の
サ

ー
ビ

ス
に

つ
い

て
説

明
さ

せ
て

い
い

た
だ

き
、

定
着

支
援

事
業

の
導

入
を

ス
ム

ー
ズ

に
行

う
。

以
後

の
定

着
支

援
に

関
し

て
は

状
況

に
応

じ
て

、
感

染
対

応
と

し
て

電
話

対
応

も
含

め
た

支
援

に
な

る
こ

と
も

合
わ

せ
て

お
伝

し
て

い
く
。

「就
労

者
の

集
い

」を
と

お
し

て
仲

間
同

士
が

交
流

で
き

る
場

を
設

定
。

基
本

月
一

回
土

曜
日

の
午

前
中

の
た

め
土

・日
勤

務
の

方
が

参
加

し
に

く
い

こ
と

も
あ

り
、

「有
休

休
暇

」を
申

請
し

に
く
い

、
ま

た
取

ろ
う

と
し

な
い

方
に

企
業

と
調

整
し

参
加

を
促

し
い

る
。

「就
労

者
の

集
い

」を
月

一
回

開
催

し
、

身
体

を
動

か
し

会
話

を
楽

し
む

こ
と

で
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で

き
る

よ
う

に
す

る
、

ま
た

就
労

者
同

士
の

つ
な

が
り

を
つ

く
る

お
手

伝
い

を
し

、
仲

間
と

過
ご

す
時

間
を

作
っ

て
い

く
。

(ス
ポ

ー
ツ

・会
食

・散
策

・買
い

物
等

)

結
果

①
年
度
内
の
サ
ー
ビ
ス
終
了
者
は
8名

、
年
度
途
中
の
契
約
者
は
7名

、
現
在
11
名
。
ほ
ぼ
10
～
15
名
で
推
移
し
て

い
る
。

②
「
就
労
者
の
集
い
」
を
実
施
し
仕
事
を
離
れ
て
語
り
合
え
る
場
を
提
供
し
た
。
(ス

ポ
ー
ツ
・
散
策
・
食
事
・

茶
話
会
等
)

③
終
了
者
ま
た
は
退
所
者
で
必
要
性
の
あ
る
方
に
他
機
関
の
提
示
を
し
ご
家
族
の
安
心
を
準
備
し
た
。

就
労

移
行

か
ら

採
用

が
決

ま
っ

た
タ

イ
ミ

ン
グ

で
ご

家
族

に
定

着
支

援
事

業
の

説
明

を
実

施
し

、
6ヶ

月
後

の
契

約
開

始
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

お
伝

え
し

て
い

る
。

基
本

月
一

回
以

上
の

訪
問

・面
談

を
実

施
し

て
い

る
が

、
コ

ロ
ナ

禍
の

中
で

対
面

が
難

し
い

状
況

で
は

他
の

方
法

(電
話

・メ
ー

ル
・オ

ン
ラ

イ
ン

)も
含

め
た

支
援

を
実

施
し

た
。
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③
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

を
利

用
し

、
事

業
所

か
ら

の
案

内
や

そ
の

日
の

不
安

を
伝

え
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

結
果 ④

福
祉

サ
ー

ビ
ス

関
係

機
関

と
の

情
報

共
有

を
行

い
、

契
約

終
了

後
の

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

必
要

に
応

じ
て

提
示

し
て

い
く
。

(明
石

市
障

害
者

就
労

・生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
く
と

等
)

結
果

定
期

的
に

ケ
ー

ス
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

を
行

い
、

関
係

機
関

や
事

業
所

担
当

者
を

交
え

て
の

情
報

共
有

を
行

い
、

ご
家

族
に

支
援

の
継

続
が

可
能

で
あ

る
こ

と
を

伝
え

た
。

サ
ー

ビ
ス

終
了

後
の

支
援

に
つ

い
て

ご
家

族
と

調
整

し
、

状
況

や
希

望
に

応
じ

て
関

係
機

関
も

含
め

継
続

し
た

定
着

支
援

を
行

う
こ

と
を

伝
え

、
ご

家
族

に
安

心
し

て
い

た
だ

け
る

方
法

を
提

案
し

て
い

く
。

訪
問

日
以

外
に

不
安

に
感

じ
た

こ
と

、
失

敗
し

た
こ

と
、

体
調

の
こ

と
な

ど
そ

の
時

々
の

ヘ
ル

プ
コ

ー
ル

に
対

応
し

て
い

く
。

メ
ー

ル
を

と
お

し
て

コ
ロ

ナ
禍

の
中

で
も

こ
ね

く
と

か
ら

の
様

子
確

認
が

で
き

、
訪

問
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

調
整

し
や

す
く
な

る
こ

と
で

言
葉

で
伝

え
に

く
い

方
に

も
文

字
で

伝
え

ら
れ

る
様

に
し

て
い

く
。

事
業

所
の

携
帯

を
と

お
し

て
ア

ド
レ

ス
交

換
を

し
、

訪
問

日
以

外
の

不
安

や
悩

み
に

対
応

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
ま

た
急

な
訪

問
変

更
や

コ
ロ

ナ
禍

で
の

家
庭

療
養

で
の

や
り

取
り

、
言

葉
で

は
伝

え
に

く
い

方
の

気
持

ち
を

く
み

取
る

よ
う

に
実

施
し

た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
明

石
市

立
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
新

館
を

発
信

拠
点

と
し

た
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
社

会
的

啓
発

結
果

1.
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
で

福
祉

関
係

の
事

業
所

や
団

体
か

ら
の

利
用

は
少

な
く
な

っ
て

い
る

が
、

近
隣

地
域

か
ら

の
継

続
し

た
利

用
は

増
え

て
い

る
。

2.
令

和
３

年
度

の
平

均
工

賃
は

15
,0

74
円

と
な

り
昨

年
度

よ
り

2,
00

0円
近

く
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
目

標
で

あ
っ

た
全

国
平

均
工

賃
16

,3
69

円
は

下
回

っ
て

い
る

。
3.

令
和

3年
度

の
新

規
利

用
者

は
無

く
、

目
標

に
は

至
っ

て
い

な
い

。

事
業

所
名

　
（ 

  
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
貴

和
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

1.
明

石
市

立
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
新

館
を

発
信

拠
点

と
し

た
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

の
社

会
的

啓
発

2.
利

用
者

工
賃

の
向

上
（令

和
元

年
度

 B
型

事
業

所
全

国
平

均
工

賃
16

,3
69

円
を

上
回

る
）

3.
新

規
利

用
者

3名
獲

得

具
体

的
な

方
法

・ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
て

、
障

害
者

、
児

童
、

高
齢

者
、

健
常

者
、

地
域

の
人

々
等

が
、

年
齢

や
性

別
や

障
害

の
有

無
や

文
化

の
違

い
に

関
わ

ら
ず

誰
も

が
楽

し
く
自

由
に

集
い

、
自

然
に

交
流

の
で

き
る

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

社
会

実
現

に
向

け
て

の
活

動
拠

点
と

な
る

よ
う

に
努

め
る

。
・明

石
市

内
の

福
祉

事
業

所
に

対
し

、
出

張
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
教

室
を

実
施

。
新

館
の

利
用

に
繋

が
っ

て
い

な
い

福
祉

事
業

所
に

対
し

て
の

ア
プ

ロ
ー

チ
、

及
び

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
社

会
的

啓
発

と
競

技
人

口
の

増
加

を
図

る
。

・毎
週

木
曜

日
に

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

教
室

を
実

施
。

前
年

度
ま

で
の

4種
目

の
教

室
（ボ

ッ
チ

ャ
・卓

球
バ

レ
ー

・フ
ラ

イ
ン

グ
デ

ィ
ス

ク
・リ

ズ
ム

体
操

）だ
け

で
な

く
、

様
々

な
種

目
で

長
期

的
な

予
定

を
計

画
し

、
幅

広
い

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
理

解
促

進
と

新
規

利
用

者
の

獲
得

を
目

指
す

。
・交

流
大

会
（卓

球
バ

レ
ー

大
会

2回
・ボ

ッ
チ

ャ
大

会
2回

）を
実

施
。

競
い

合
う

こ
と

で
の

技
術

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

目
標

を
も

っ
て

ス
ポ

ー
ツ

に
取

り
組

め
る

環
境

を
構

築
し

て
い

く
。

但
し

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

状
況

に
よ

っ
て

、
大

会
で

の
参

加
チ

ー
ム

や
参

加
人

数
の

調
整

を
図

る
。

・年
2回

の
体

力
測

定
会

を
実

施
。

利
用

者
自

身
が

自
己

体
力

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

新
館

側
と

し
て

も
利

用
者

の
体

力
情

報
を

収
集

し
、

ス
ポ

ー
ツ

を
提

供
す

る
際

の
参

考
と

す
る

。
・新

館
だ

よ
り

を
作

成
。

各
福

祉
団

体
等

に
配

布
し

、
定

期
的

な
広

報
と

周
知

に
活

用
す

る
。

・新
型

コ
ロ

ナ
の

感
染

状
況

に
よ

っ
て

福
祉

事
業

所
と

新
館

と
の

直
接

的
な

利
用

（新
館

利
用

・出
張

教
室

等
）が

難
し

い
場

合
、

福
祉

事
業

所
と

新
館

を
モ

ニ
タ

ー
に

よ
っ

て
遠

隔
で

繋
い

だ
間

接
的

な
リ

モ
ー

ト
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ス

ポ
ー

ツ
教

室
を

実
施

。
・新

型
コ

ロ
ナ

に
よ

っ
て

利
用

が
減

少
し

た
福

祉
事

業
所

に
対

し
、

上
記

の
出

張
教

室
や

リ
モ

ー
ト

教
室

を
通

し
て

再
度

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

ス
ポ

ー
ツ

の
興

味
を

促
し

、
新

館
利

用
へ

の
引

き
戻

し
を

図
る

。
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結
果 ②

利
用

者
工

賃
の

向
上

（令
和

元
年

度
 B

型
事

業
所

全
国

平
均

工
賃

16
,3

69
円

を
上

回
る

）

結
果 ③

新
規

利
用

者
3名

獲
得

結
果

・8
月

頃
、

い
な

み
野

特
別

支
援

学
校

生
・東

は
り

ま
特

別
支

援
学

校
生

・神
大

付
属

特
別

支
援

学
校

生
を

対
象

に
、

貴
和

の
親

子
体

験
会

を
実

施
（作

業
所

及
び

新
館

）。
・新

型
コ

ロ
ナ

の
感

染
状

況
に

よ
っ

て
上

記
の

体
験

会
が

実
施

で
き

な
い

場
合

は
、

貴
和

紹
介

D
V

D
を

作
成

し
、

特
別

支
援

学
校

ま
た

は
学

生
に

配
布

。
・貴

和
の

現
時

点
で

の
利

用
利

点
を

示
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
の

作
成

と
配

布
。

（工
賃

向
上

状
況

・作
業

種
の

豊
富

さ
に

よ
る

利
用

者
と

の
適

正
マ

ッ
チ

ン
グ

[9
企

業
]・

事
業

所
外

作
業

[新
館

清
掃

及
び

イ
ン

ス
ト

ラ
ク

タ
ー

補
助

]・
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

利
用

・就
労

及
び

就
労

移
行

事
業

所
へ

の
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

移
行

の
推

奨
　

等
）

・年
度

途
中

の
見

学
、

体
験

、
新

規
契

約
の

積
極

的
な

受
け

入
れ

。
・3

名
以

上
の

新
規

利
用

が
確

約
さ

れ
た

場
合

、
貴

和
定

員
を

20
名

か
ら

25
名

へ
の

変
更

を
行

う
。

・令
和

3年
度

の
貴

和
の

平
均

工
賃

は
15

,0
74

円
と

な
り

、
昨

年
度

に
比

べ
平

均
工

賃
が

2,
00

0円
近

く
増

加
し

て
い

る
。

し
か

し
、

目
標

で
あ

っ
た

16
,3

69
円

に
は

届
い

て
い

な
い

。
原

因
と

し
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
に

よ
っ

て
の

利
用

自
粛

に
伴

い
作

業
量

の
調

整
が

必
要

と
な

り
、

時
期

に
よ

っ
て

収
入

が
減

少
し

て
い

る
。

・新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

状
況

に
よ

っ
て

企
業

か
ら

の
納

入
量

が
変

化
し

、
状

況
に

関
わ

ら
ず

安
定

し
て

納
入

さ
れ

る
作

業
も

あ
れ

ば
、

納
入

が
止

ま
っ

て
し

ま
う

作
業

が
出

て
い

る
。

安
定

し
て

納
入

さ
れ

る
作

業
を

活
動

の
中

心
と

し
、

極
力

収
入

に
大

き
な

差
異

が
で

な
い

よ
う

調
整

を
行

っ
て

い
る

。
・ご

利
用

者
の

手
す

き
が

出
な

い
よ

う
、

ま
た

作
業

の
自

己
選

択
が

で
き

る
よ

う
作

業
種

を
増

や
し

て
き

た
が

、
時

期
に

よ
っ

て
は

貴
和

の
作

業
消

化
量

に
対

し
て

納
入

量
が

大
幅

に
超

過
す

る
こ

と
が

出
て

き
て

い
る

。
今

後
の

課
題

と
し

て
、

工
賃

の
増

加
ま

た
は

維
持

を
意

識
し

つ
つ

作
業

量
の

見
極

め
も

並
行

し
て

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・い
な

み
野

特
別

支
援

学
校

生
、

東
は

り
ま

特
別

支
援

学
校

生
、

神
大

付
属

特
別

支
援

学
校

生
を

対
象

と
し

た
親

子
体

験
会

に
つ

い
て

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

に
よ

っ
て

8月
か

ら
延

期
と

な
り

、
翌

年
1月

に
実

施
す

べ
く
進

め
て

き
た

が
、

再
度

感
染

状
況

が
悪

化
し

た
時

期
と

重
な

り
中

止
と

し
て

い
る

。
体

験
会

へ
は

例
年

の
2倍

ほ
ど

の
19

名
の

方
か

ら
の

申
し

込
み

が
あ

り
、

希
望

の
増

加
理

由
と

し
て

、
貴

和
へ

の
興

味
と

新
型

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
他

の
B

型
事

業
所

の
見

学
や

体
験

会
が

減
少

し
て

い
る

状
況

が
関

係
し

て
い

る
よ

う
に

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

た
め

、
ニ

ー
ズ

の
あ

る
早

期
に

再
度

実
施

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

・作
業

効
率

の
悪

い
作

業
を

精
査

し
、

作
業

の
入

れ
替

え
と

新
規

作
業

の
導

入
を

図
る

。
・貴

和
利

用
者

に
よ

る
新

館
で

の
施

設
外

就
労

（清
掃

業
務

と
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
補

助
業

務
）の

継
続

に
加

え
、

他
の

企
業

の
施

設
外

就
労

の
可

能
性

を
探

る
。

・下
請

け
作

業
に

拘
ら

ず
、

工
賃

向
上

と
利

用
者

ニ
ー

ズ
に

沿
っ

た
他

の
生

産
作

業
の

可
能

性
を

模
索

し
て

い
く
。

・利
用

者
の

作
業

能
力

向
上

を
図

る
。

・新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

感
染

蔓
延

期
間

に
お

い
て

は
利

用
の

中
止

、
開

館
時

間
の

変
更

、
人

数
制

限
等

の
対

応
を

行
っ

て
い

る
。

利
用

に
つ

い
て

は
、

感
染

リ
ス

ク
を

考
慮

し
て

か
福

祉
関

係
団

体
や

学
生

の
利

用
は

減
り

、
近

隣
地

域
の

高
齢

者
の

利
用

が
多

く
を

占
め

て
い

る
。

・新
館

主
催

の
各

教
室

に
つ

い
て

は
、

ほ
ぼ

毎
回

継
続

し
て

利
用

さ
れ

る
方

が
多

く
、

利
用

者
に

と
っ

て
の

生
活

の
一

部
と

し
て

定
着

し
つ

つ
あ

る
よ

う
に

感
じ

ら
れ

る
。

ま
た

、
明

石
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

協
力

の
も

と
実

施
し

て
い

る
「健

康
体

操
＆

A
C

E
ボ

ー
ル

教
室

」「
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
教

室
」に

加
え

、
今

年
度

か
ら

兵
庫

県
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
協

会
と

の
「健

康
レ

ク
ス

ポ
ひ

ろ
ば

」を
定

期
開

催
し

て
い

る
。

・卓
球

バ
レ

ー
交

流
大

会
（2

回
）、

ボ
ッ

チ
ャ

交
流

大
会

（1
回

）、
体

力
測

定
会

（1
回

）を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
新

館
広

報
誌

（新
館

だ
よ

り
）を

春
秋

の
2回

発
刊

し
、

市
内

40
0近

く
の

福
祉

団
体

や
事

業
所

に
送

付
し

て
い

る
。

・出
張

教
室

に
つ

い
て

は
、

実
施

す
べ

く
複

数
の

事
業

所
と

進
め

て
い

た
も

の
の

、
感

染
状

況
の

悪
化

に
よ

り
中

止
と

し
て

い
る

。
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優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

①
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
の
調
査
の
実
施

家
族
支
援
の
展
開

サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
の
延
長

結
果 ②

地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加

地
域
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

結
果 ③

稼
働
率
の
向
上
を
図
る

今
後
も
欠
員
が
出
な
い
よ
う
に
す
る

二
見
西
小
コ
ミ
セ
ン
を
中
心
に
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
清
掃
や
砂
浜
清
掃
を
実
施
（月
1回
程
度
）

結
果

コ
ロ
ナ
禍
で
の
1年
に
な
り
予
定
通
り
進
ま
な
い
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
が
、
保
護
者
の
方
の
ご
理
解
や
ご
協
力
の
も
と

掲
げ
た
目
標
に
つ
い
て
は
概
ね
達
成
し
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
地
域
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
状
況

的
に
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か
ず
希
薄
に
な
っ
て
し
ま
い
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
実
施
時
期
が
法
人
ア
ン
ケ
ー
ト
と
重
な
り
内
容
も
差
異
が
な
い
こ
と
、
ま
た
通
所
自
粛
の
期
間
が
長
い
方
が
多
か
っ

た
こ
と
で
実
施
を
見
合
わ
せ
た
が
、
在
宅
支
援
中
の
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
連
絡
、
ま
た
は
送
迎
の
際
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
。

ご
両
親
を
含
め
た
ご
家
族
を
支
え
る
支
援
と
し
て
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
支
援
の
他
、
後
見
人
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
相
談
、
通
院
同
行
な
ど
を
積
極
的
に

行
っ
た
。

今
年
度
新
た
に
始
め
た
時
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
6名
の
方
が
ご
利
用
さ
れ
て
お
り
、
主
に
散
策
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
、
ピ
ア
ノ
な
ど
を
さ
れ
楽
し
み
の
一
つ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ご
家
族
に
は
満
足
さ
れ
て
い
る
が
、
一
部
の
ご
利
用
者
に
は
負
担
と
感
じ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
。

事
業
所
名
　
（　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
双
葉
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

・個
々
に
応
じ
た
包
括
的
な
支
援
を
展
開
す
る

・地
域
と
の
良
好
な
関
係
を
継
続
し
て
い
く

・安
定
し
た
運
営

・人
材
育
成

具
体
的
な
方
法

保
護
者
・利
用
者
を
対
象
と
し
た
「サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
双
葉
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
実
施
（年
2回
）

関
係
機
関
と
連
携
し
、
家
族
を
含
め
た
支
援
を
展
開
す
る

保
護
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
を
こ
れ
ま
で
の
15
:3
0終
了
か
ら
、
17
:3
0ま
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
域
へ
出
て
い
く
機
会
は
激
減
し
た
。
軒
並
み
地
域
と
の
交
流
行
事
が
中
止
と
な
り
、
実
施
と
な
っ
て
も
リ
ス
ク
面
を
考
え
職
員
の
み

で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
（夏
休
み
縁
日
へ
の
出
店
・防
災
イ
ベ
ン
ト
な
ど
）。
地
域
清
掃
の
定
期
的
な
実
施
は
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
や
通
所
者

の
状
況
（自
粛
者
が
多
い
）な
ど
を
考
慮
し
、
不
定
期
な
実
施
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

年
間
平
均
稼
働
率
80
％
を
目
標
に
、
い
わ
ゆ
る
“中
休
み
”に
よ
る
欠
席
が
減
る
よ
う
に
保
護
者
会
や
、
懇
談
時
に
保
護

者
へ
働
き
か
け
る
。

今
後
も
定
員
割
れ
が
続
か
な
い
よ
う
に
、
“選
ば
れ
る
事
業
所
”と
し
て
、
利
用
さ
れ
る
方
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
さ
ら
に
利
用

を
検
討
さ
れ
て
い
る
方
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
て
い
け
る
よ
う
“
ど
う
す
れ
ば
可
能
に
な
る
か
”、
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い

く
。
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結
果 ④

半
期
ご
と
に
会
議
を
設
け
る

事
業
所
内
研
修
を
行
う

結
果

8月
と
12
月
に
（利
用
者
）半
日
出
勤
日
を
設
定
し
、
午
後
か
ら
の
時
間
を
会
議
の
時
間
と
し
て
充
て
る

外
部
の
研
修
な
ど
に
参
加
し
た
職
員
に
よ
る
研
修
報
告
を
兼
ね
た
内
部
研
修
会
を
実
施
。

保
護
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
感
染
時
の
リ
ス
ク
を
考
え
長
期
通
所
自
粛
さ
れ
る
方
が
見
ら
れ
た
。
そ
ん
な
中
、
通
所
再
開
が
で
き
な
い
方
が
お
ら
れ
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
今
年
度
開
始
し
た
延
長
利
用
や
個
別
送
迎
等
に
よ
り
利
用
相
談
は
前
年
に
引
き
続
き
数
件
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
現
在
は
定
員
を
満
た
し
て
お

り
、
ま
た
、
事
業
所
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
の
面
か
ら
も
受
け
入
れ
に
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
る
。

今
年
度
も
半
日
の
会
議
を
2回
行
う
。
振
り
返
り
と
今
後
に
つ
い
て
職
員
間
で
確
認
が
で
き
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
延
長
利
用
休
止
中
は
夕
方
の
時
間
を
利

用
し
ケ
ー
ス
会
議
を
実
施
し
、
職
員
間
が
顔
を
合
わ
す
時
間
を
有
効
に
使
う
こ
と
が
で
き
た
。

事
業
所
内
の
研
修
と
し
て
は
、
虐
待
に
関
す
る
こ
と
の
他
、
感
染
対
策
、
制
度
、
支
援
姿
勢
な
ど
を
行
っ
た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

強
化

と
共

に
、

本
人

中
心

支
援

（意
思

決
定

）を
展

開
す

る

結
果 ②

第
８

や
ま

ゆ
り

の
家

の
開

設
を

目
指

す

結
果

明
石

市
公

募
の

「市
営

住
宅

を
活

用
し

た
障

害
者

グ
ル

ー
プ

ホ
ー

ム
の

運
営

希
望

法
人

」に
参

加
し

運
営

法
人

に
決

定
。

貴
崎

市
営

住
宅

の
店

舗
物

件
2
室

の
改

修
を

行
い

第
８

・第
９

や
ま

ゆ
り

の
家

の
開

設
準

備
を

行
っ

た
。

改
修

費
用

の
見

通
し

の
甘

さ
や

、
防

火
区

画
の

対
象

調
査

の
見

落
と

し
な

ど
の

不
手

際
が

あ
り

、
改

修
工

事
を

開
始

す
る

時
期

が
遅

れ
て

し
ま

っ
た

事
は

大
き

な
反

省
と

な
っ

た
。

年
度

内
で

の
改

修
工

事
完

了
と

は
な

っ
た

が
、

補
助

金
等

へ
の

影
響

に
も

及
ぶ

可
能

性
も

あ
り

、
今

後
の

事
業

展
開

時
の

糧
と

す
る

必
要

が
あ

る
。

ご
利

用
者

の
移

動
、

新
規

ご
利

用
者

募
集

、
職

員
雇

用
に

関
し

て
は

、
比

較
的

ス
ム

ー
ズ

に
進

行
す

る
事

は
出

来
た

。

・R
3年

度
内

の
新

規
開

設
を

目
指

す
・物

件
候

補
を

早
期

に
絞

る
（民

間
賃

貸
・公

営
住

宅
）

・ホ
ー

ム
職

員
確

保
の

動
き

を
作

る

結
果

新
た
な
ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
動
き
や
1人
暮
ら
し
を
実
現
で
き
る
物
件
の
確
保
に
伴
い
、
暮
ら
し
方
の
ス
タ
イ
ル

に
関
し
て
は
、
ご
利
用
者
や
保
護
者
と
共
に
考
え
る
機
会
は
多
か
っ
た
。
実
際
に
新
し
い
生
活
へ
の
移
行
に
繋

が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
や
ま
ゆ
り
の
家
の
職
員
と
し
て
も
「
そ
の
方
の
暮
ら
し
」
に
真
摯
に
向
き
合
う
体
制
を

構
築
し
始
め
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
ホ
ー
ム
で
の
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
支
援
に
関
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
制
限
や
予
防
的
観
点
か
ら
決
し
て
満
足
で
き
る
1年
で
は
な
か
っ
た
。
認
知
度
へ
の
取
り
組
み
や
人
材
確
保

と
育
成
の
観
点
で
も
、
十
分
な
取
り
組
み
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

担
当

職
員

が
中

心
と

な
り

個
々

へ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
強

化
し

た
。

夜
勤

職
員

の
確

保
が

出
来

な
い

時
期

も
あ

り
、

支
援

員
が

夜
勤

を
フ

ロ
ォ

ー
す

る
勤

務
配

置
を

取
ら

ざ
る

得
な

い
ケ

ー
ス

も
多

く
発

生
し

た
が

、
そ

の
夜

勤
時

に
ご

利
用

者
と

の
対

話
や

現
状

把
握

の
機

会
と

し
て

活
か

す
事

が
出

来
た

。
第

8
・
9
や

ま
ゆ

り
の

家
開

設
に

伴
い

、
ホ

ー
ム

間
移

動
の

希
望

や
打

診
に

関
し

て
も

、
ご

利
用

者
の

意
思

確
認

や
見

学
等

の
情

報
提

供
を

丁
寧

に
行

い
支

援
を

行
っ

た
。

ご
利

用
者

を
中

心
と

し
た

支
援

展
開

に
留

意
し

て
い

る
が

、
支

援
度

の
高

い
方

や
言

語
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
苦

手
な

方
へ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

意
思

決
定

の
支

援
は

今
後

更
な

る
改

善
を

図
っ

て
行

き
た

い
。

事
業

所
名

　
（ 

  
  
  
や

ま
ゆ

り
の

家
  
  
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

・「
個

の
暮

ら
し

」に
視

点
を

向
け

、
そ

の
暮

ら
し

の
豊

さ
を

高
め

る
・新

規
ホ

ー
ム

の
開

設
を

目
指

す
・地

域
の

方
へ

の
認

知
度

を
高

め
る

・ホ
ー

ム
職

員
の

人
材

確
保

と
育

成

具
体

的
な

方
法

・改
め

て
個

々
へ

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
を

徹
底

的
に

行
う

。
夜

間
・土

日
の

支
援

体
制

を
強

化
す

る
・情

報
提

供
や

体
験

す
る

機
会

を
増

や
す

事
で

、
利

用
者

自
身

が
イ

メ
ー

ジ
・
選

択
出

来
る

環
境

を
整

え
る

・個
の

望
み

、
要

望
か

ら
生

じ
る

課
題

に
対

し
、

支
援

員
・ホ

ー
ム

職
員

が
一

丸
で

取
り

組
め

る
風

土
を

作
る

・利
用

者
と

共
有

す
る

時
間

を
確

保
す

る
為

、
日

常
業

務
の

ス
リ

ム
化

・
効

率
化

を
図

る
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③
地

域
へ

の
広

報
活

動
と

自
治

会
活

動
へ

の
参

加

結
果 ④

・ホ
ー

ム
の

支
援

力
や

対
応

力
を

向
上

す
る

。

結
果 ⑤

G
H

の
仕

事
・や

り
が

い
を

周
知

す
る

取
り

組
み

を
行

う

結
果

社
会

福
祉

法
人

明
桜

会
虐

待
防

止
対

応
規

定
（第

23
条

虐
待

結
果

の
公

表
）に

基
づ

く
報

告

状
況

報
告

①
②

に
対

し
て

虐
待

と
認

定

①
夜

勤
職

員
A

が
ご

利
用

者
B

に
対

し
て

食
事

介
助

を
行

う
際

、
背

後
か

ら
頭

部
を

た
た

く
行

為
が

あ
っ

た
。

②
同

職
員

A
は

日
常

的
な

支
援

の
中

で
も

、
ご

利
用

者
に

対
し

て
「バ

カ
、

ア
ホ

」と
暴

言
を

吐
く
事

が
あ

っ
た

。
③

全
て

の
利

用
者

の
個

別
支

援
計

画
書

が
、

直
接

処
遇

職
員

の
全

て
に

周
知

さ
れ

て
い

な
い

。
　

　
①

の
夜

勤
職

員
に

関
し

て
は

、
そ

の
独

自
の

方
針

に
よ

り
、

計
画

書
の

趣
旨

に
沿

わ
な

い
支

援
が

日
常

的
に

行
わ

れ
て

い
た

。

・年
2回

、
近

隣
地

域
の

住
宅

に
広

報
誌

を
ポ

ス
テ

ィ
ン

グ
す

る
・第

７
や

ま
ゆ

り
の

家
　

→
　

地
域

子
供

会
と

の
交

流
企

画
・第

４
、

６
や

ま
ゆ

り
の

家
　

→
　

自
治

会
役

員
・役

員
活

動
を

通
し

て
、

地
域

の
困

り
事

等
の

情
報

取
集

を
行

い
ア

ク
シ

ョ
ン

を
起

こ
す

・各
自

治
会

行
事

に
は

、
積

極
的

に
利

用
者

・職
員

で
参

加
す

る

・仕
事

（業
務

内
容

）紹
介

の
広

報
誌

を
作

成
。

近
隣

地
域

に
配

布
・S

N
S
で

の
情

報
発

信
・お

仕
事

紹
介

の
場

、
機

会
を

得
る

為
に

各
種

団
体

等
に

ア
ク

シ
ョ

ン
を

起
こ

す
・明

石
市

に
新

設
さ

れ
た

「施
設

整
備

・人
材

育
成

室
」や

他
事

業
所

と
の

連
携

を
求

め
る

媒
体

を
用

い
て

の
広

報
活

動
は

実
施

出
来

な
か

っ
た

。
ま

た
地

域
自

治
会

の
行

事
は

コ
ロ

ナ
禍

も
影

響
し

殆
ど

中
止

と
な

っ
て

い
た

。
た

だ
開

催
さ

れ
た

集
団

清
掃

な
ど

に
は

積
極

的
に

ご
利

用
者

と
共

に
参

加
し

た
。

自
治

会
役

員
を

担
っ

た
ホ

ー
ム

で
は

地
域

課
題

を
知

る
機

会
と

な
り

、
第

4
や

ま
ゆ

り
の

家
で

は
高

齢
化

と
コ

ロ
ナ

禍
が

重
な

り
中

止
と

な
っ

た
定

期
大

清
掃

を
法

人
内

に
も

協
力

を
呼

び
掛

け
、

県
住

敷
地

内
の

草
刈

り
を

実
施

し
た

。
第

6
や

ま
ゆ

り
の

家
で

は
、

次
年

度
福

祉
部

に
所

属
し

独
居

老
人

世
帯

へ
の

取
り

組
み

や
兵

庫
県

立
看

護
大

学
生

と
の

地
域

活
動

を
協

働
で

行
っ

て
行

く
動

き
を

作
れ

た
。

コ
ロ

ナ
禍

で
動

き
辛

い
一

面
は

あ
っ

た
が

、
創

意
工

夫
に

至
れ

な
か

っ
た

。

積
極

的
な

周
知

活
動

に
は

至
れ

な
か

っ
た

。
Y
o
uT

ub
eチ

ャ
ン

ネ
ル

を
活

用
し

た
広

報
も

中
途

半
端

な
発

信
に

留
ま

っ
た

。
今

年
度

は
特

に
夜

勤
者

確
保

に
苦

慮
す

る
結

果
と

な
っ

た
が

、
打

開
す

る
取

り
組

み
や

発
信

を
行

え
ず

に
終

了
し

て
し

ま
っ

た
。

一
方

で
今

年
度

は
現

職
の

世
話

人
・
夜

勤
者

か
ら

の
紹

介
で

、
新

た
な

雇
用

に
繋

が
る

ケ
ー

ス
が

年
度

途
中

か
ら

増
加

し
た

。
そ

の
背

景
に

は
現

職
の

方
の

満
足

度
も

影
響

し
て

い
る

と
推

測
す

る
。

外
部

に
留

ま
ら

ず
内

部
（
現

職
）
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

も
重

要
だ

と
感

じ
た

。

・生
活

支
援

員
の

支
援

力
や

管
理

能
力

を
高

め
る

。
（研

修
・実

習
）

・世
話

人
を

対
象

す
る

研
修

会
の

開
催

。
外

部
講

師
を

招
き

年
4
回

シ
リ

ー
ズ

を
予

定
。

・「
本

人
F
IR

S
T
」の

実
践

。
し

っ
か

り
と

「個
」と

向
き

合
う

。

生
活

支
援

員
に

関
し

て
は

、
予

定
し

て
い

た
研

修
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
が

、
そ

の
中

で
も

W
E
B

研
修

を
活

用
し

、
支

援
力

や
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

力
の

向
上

に
努

め
た

。
世

話
人

・夜
勤

者
を

一
同

に
介

し
て

の
研

修
を

企
画

し
て

い
た

が
感

染
予

防
の

観
点

か
ら

中
止

し
、

各
ホ

ー
ム

で
の

世
話

人
会

議
や

個
別

で
の

確
認

・
指

導
に

留
ま

っ
た

。
支

援
力

や
対

応
力

を
向

上
す

る
為

の
取

り
組

み
は

十
分

で
は

な
か

っ
た

が
、

「そ
の

人
の

望
む

暮
ら

し
の

実
現

」
に

向
け

た
実

践
を

通
し

て
、

本
人

中
心

支
援

を
ホ

ー
ム

内
で

も
浸

透
す

る
足

掛
か

り
に

な
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。
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改
善

報
告

・各
ホ

ー
ム

に
て

虐
待

研
修

を
実

施
。

本
件

事
案

に
関

し
て

の
報

告
と

、
改

め
て

基
礎

的
な

身
体

的
拘

束
及

び
虐

待
防

止
に

関
す

る
研

修
を

実
施

し
た

。
受

講
後

、
研

修
報

告
書

の
提

出
。

・虐
待

防
止

振
り

返
り

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
う

。
（奇

数
月

）毎
回

集
計

し
全

体
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

・管
理

者
・サ

ー
ビ

ス
管

理
責

任
者

に
よ

る
世

話
人

・夜
勤

者
と

の
定

期
面

談
。

・毎
月

の
看

護
師

巡
回

時
に

、
利

用
者

が
感

じ
る

ホ
ー

ム
・
職

員
等

へ
の

困
り

事
を

聴
取

。
・会

議
録

と
し

て
事

後
共

有
を

図
る

為
、

各
ホ

ー
ム

で
世

話
人

・夜
勤

者
全

て
が

閲
覧

出
来

る
体

制
を

取
る

。
・会

議
録

内
に

「今
回

の
会

議
で

決
ま

っ
た

事
・統

一
事

項
」欄

を
作

成
し

共
有

を
図

る
と

供
に

、
期

間
を

設
定

し
振

り
返

り
を

行
う

。
・個

別
支

援
計

画
書

作
成

・更
新

を
行

っ
た

場
合

に
は

、
随

時
専

用
フ

ァ
イ

ル
に

て
保

管
し

、
世

話
人

・夜
勤

者
へ

の
説

明
と

周
知

を
徹

底
す

る
。

個
別

支
援

計
画

書
作

成
後

は
、

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
を

中
心

に
統

一
し

た
支

援
提

供
が

成
さ

れ
て

い
る

か
の

チ
ェ

ッ
ク

と
、

日
常

的
且

つ
会

議
で

の
意

見
交

換
を

行
う

。
・モ

ニ
タ

リ
ン

グ
作

成
を

行
っ

た
場

合
に

は
、

随
時

専
用

フ
ァ

イ
ル

に
て

保
管

し
、

世
話

人
・夜

勤
者

へ
の

説
明

と
周

知
を

徹
底

す
る

。
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
時

、
実

効
性

の
検

証
を

行
う

場
合

に
は

、
世

話
人

・夜
勤

者
か

ら
の

意
見

も
聞

き
取

る
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
・個

別
支

援
計

画
に

ご
利

用
者

の
夢

を
組

み
込

む

結
果

結
果

①
ご

利
用

者
の

ケ
ー

ス
会

議
や

リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
な

ど
を

通
し

て
、

想
い

の
汲

み
取

り
に

着
手

し
て

い
る

。
全

員
に

対
し

て
は

ま
だ

で
き

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
今

後
も

一
人

ず
つ

丁
寧

に
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
②

多
職

種
職

員
と

の
報

連
相

を
大

切
に

し
、

連
携

で
き

る
よ

う
に

務
め

て
い

る
。

③
新

型
コ

ロ
ナ

の
影

響
で

ご
家

族
と

対
面

で
の

機
会

を
作

る
こ

と
は

難
し

か
っ

た
が

、
感

染
を

予
防

し
つ

つ
電

話
や

手
紙

等
で

の
繋

が
り

を
作

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
④

新
型

コ
ロ

ナ
の

影
響

で
地

域
の

ま
ち

協
等

へ
の

参
加

は
で

き
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

た
め

、
次

年
度

も
そ

れ
ら

を
進

め
て

い
く
。

ま
た

同
時

に
、

新
型

コ
ロ

ナ
に

影
響

さ
れ

ず
に

地
域

と
の

繋
が

る
方

法
を

模
索

す
る

必
要

が
あ

る
。

・全
て

の
ご

利
用

者
の

個
別

支
援

計
画

に
夢

や
想

い
を

組
み

込
む

こ
と

は
で

き
て

い
な

い
。

・今
後

、
個

別
支

援
計

画
に

夢
や

想
い

を
組

み
込

む
に

あ
た

り
、

ど
の

様
な

形
で

夢
や

想
い

を
聞

き
取

り
職

員
間

で
共

有
す

る
の

か
が

課
題

で
あ

っ
た

。
そ

の
課

題
に

対
し

て
は

数
名

の
ご

利
用

者
の

ケ
ー

ス
会

議
（対

象
の

ご
利

用
者

が
ど

ん
な

人
で

何
が

好
き

か
と

い
う

よ
う

な
内

容
を

職
員

み
ん

な
で

出
し

合
い

共
有

す
る

）を
行

う
事

で
、

ご
利

用
者

を
知

り
共

有
す

る
方

法
の

イ
メ

ー
ジ

が
付

い
た

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

こ
れ

を
次

年
度

に
繋

げ
て

い
け

れ
ば

と
思

う
。

・夢
の

共
有

や
見

え
る

化
、

取
り

組
み

の
現

状
や

報
告

に
つ

い
て

は
2名

の
ご

利
用

者
は

で
き

て
い

る
。

・年
度

末
に

リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
（あ

い
す

で
の

今
後

の
過

ご
し

方
）を

ご
家

族
を

交
え

聞
き

取
り

す
る

予
定

だ
っ

た
が

、
感

染
者

数
増

加
、

ま
ん

延
防

止
等

重
点

措
置

の
発

令
の

為
ほ

ぼ
実

施
で

き
て

い
な

い
。

新
型

コ
ロ

ナ
の

様
子

の
見

な
が

ら
、

次
年

度
中

に
は

全
員

の
リ

ビ
ン

グ
ウ

ィ
ル

の
完

成
を

目
指

す
。

（リ
ビ

ン
グ

ウ
ィ

ル
は

作
成

後
、

随
時

確
認

と
更

新
し

て
い

く
）

事
業

所
名

　
（ 

  
あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

 　
）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
「時

間
（と

き
）・

人
生

」を
大

切
に

過
ご

す
た

め
に

も
本

人
の

想
い

を
く
み

取
り

実
現

さ
せ

る
②

職
員

間
の

体
制

を
整

え
る

③
ご

家
族

と
の

時
間

、
繋

が
り

を
考

え
る

④
地

域
を

意
識

す
る

具
体

的
な

方
法

・ご
利

用
者

の
夢

や
想

い
を

個
別

支
援

計
画

に
反

映
さ

せ
、

職
員

間
で

夢
の

共
有

を
す

る
　

夢
の

内
容

に
つ

い
て

は
色

紙
や

カ
ー

ド
な

ど
で

「見
え

る
化

」し
、

実
現

に
向

け
て

取
り

組
む

・実
現

過
程

の
取

り
組

み
や

現
状

の
報

告
を

行
う

（2
回

/
年

）
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②
・多

職
種

の
連

携
と

情
報

共
有

結
果 ③

・ご
家

族
と

の
時

間
を

大
切

に
す

る

結
果 ④

・地
域

と
の

つ
な

が
り

結
果

・高
丘

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
へ

の
協

働
を

意
識

し
、

ま
ず

は
「あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

」の
存

在
を

伝
え

て
い

く
・地

域
の

社
会

資
源

を
自

由
に

活
用

し
生

活
の

幅
を

広
げ

る

・高
丘

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（集
ま

り
へ

の
参

加
等

）は
か

け
て

い
た

も
の

の
、

コ
ロ

ナ
禍

で
感

染
者

数
や

ま
ん

延
防

止
等

重
点

措
置

等
に

よ
り

参
加

す
る

事
が

で
き

な
か

っ
た

。
・コ

ロ
ナ

禍
で

な
か

な
か

社
会

資
源

を
活

用
す

る
生

活
に

重
点

を
置

く
こ

と
が

で
き

ず
、

あ
ま

り
活

用
で

き
て

い
な

い
。

・感
染

症
予

防
対

策
で

面
会

に
制

限
が

あ
る

為
、

オ
ン

ラ
イ

ン
面

会
や

電
話

を
す

る
機

会
を

増
や

す
・定

期
的

に
「あ

い
す

く
り

ー
む

の
家

か
ら

の
お

知
ら

せ
」を

作
成

し
、

今
ま

で
以

上
に

ホ
ー

ム
で

の
生

活
状

況
が

伝
わ

る
よ

う
な

内
容

に
す

る
・ご

家
族

か
ら

日
常

生
活

で
の

希
望

や
タ

ー
ミ

ナ
ル

期
も

含
め

た
ご

家
族

の
意

向
を

日
常

の
会

話
か

ら
聞

き
取

る

【看
護

師
】

・朝
夕

の
申

し
送

り
の

参
加

は
継

続
し

て
お

り
、

引
継

ぎ
が

必
要

な
も

の
に

関
し

て
は

通
院

フ
ァ

イ
ル

を
活

用
し

て
い

る
。

・申
し

送
り

や
フ

ァ
イ

ル
で

引
継

ぎ
を

し
て

い
る

が
、

意
図

や
経

過
の

状
況

が
う

ま
く
伝

わ
っ

て
い

な
い

事
が

あ
る

の
が

課
題

。
【世

話
人

】
・世

話
人

ノ
ー

ト
へ

の
記

載
や

配
布

物
、

口
頭

で
の

申
し

送
り

を
行

っ
て

い
る

。
引

き
継

い
だ

内
容

の
意

図
が

伝
わ

っ
て

お
ら

ず
、

支
援

に
繋

が
っ

て
い

な
い

事
が

あ
る

。
・あ

い
す

の
世

話
人

（3
名

）に
対

し
て

、
1回

世
話

人
会

議
を

実
施

。
世

話
人

会
議

は
実

施
で

き
て

い
な

い
。

シ
ョ

コ
ラ

と
バ

ニ
ラ

を
含

め
た

全
体

で
の

世
話

人
会

議
は

実
施

で
き

て
い

な
い

。
・木

の
根

学
園

ひ
ま

わ
り

工
房

の
三

村
管

理
者

に
依

頼
し

、
勉

強
会

を
1回

実
施

（2
日

に
分

け
て

）。
参

加
で

き
な

か
っ

た
世

話
人

に
は

、
資

料
を

渡
し

感
想

を
記

載
し

て
も

ら
っ

て
い

る
。

・オ
ン

ラ
イ

ン
面

会
は

出
来

て
い

な
い

が
、

電
話

を
す

る
機

会
を

増
や

し
た

り
、

手
紙

に
写

真
を

同
封

し
近

況
報

告
を

す
る

等
を

実
施

し
て

い
る

。
・「

あ
い

す
く
り

ー
む

の
家

か
ら

の
お

知
ら

せ
」は

年
4回

作
成

し
、

ご
家

族
へ

送
付

し
て

い
る

。
内

容
に

関
し

て
は

、
写

真
を

中
心

に
ど

の
よ

う
に

過
ご

し
て

い
る

か
が

伝
わ

り
や

す
い

よ
う

に
し

て
い

る
。

・コ
ロ

ナ
禍

で
ご

家
族

に
直

接
お

会
い

す
る

機
会

は
少

な
い

が
、

必
要

に
応

じ
て

電
話

な
ど

で
近

況
報

告
も

含
め

ご
家

族
の

意
向

も
聞

き
取

る
よ

う
に

努
め

て
い

る
。

【看
護

師
】

・看
護

⇔
職

員
と

の
連

携
が

図
れ

る
よ

う
に

、
朝

夕
の

申
し

送
り

へ
の

参
加

を
継

続
し

、
他

情
報

の
ツ

ー
ル

と
し

て
「通

院
フ

ァ
イ

ル
」「

掲
示

フ
ァ

イ
ル

」を
活

用
【世

話
人

】
・世

話
人

⇔
職

員
と

の
連

携
が

図
れ

る
よ

う
に

、
口

頭
で

の
申

し
送

り
と

世
話

人
ノ

ー
ト

を
活

用
・世

話
人

会
議

を
実

施
（3

回
/年

）
・障

害
者

理
解

に
つ

い
て

の
勉

強
会

を
企

画
、

実
施

（2
回

/年
）
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
・「

個
」
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

と
活

動
内

容
の

整
理

結
果 ②

・内
部

研
修

の
実

施
・チ

ー
ム

で
の

業
務

分
担

・委
員

会
の

充
実

・職
員

が
講

師
と

な
り

ミ
ニ

研
修

を
実

施
す

る
（1

人
/月

）
・職

員
が

各
チ

ー
ム

（食
事

・医
療

・活
動

・環
境

）と
し

て
業

務
分

担
を

行
う

こ
と

で
、

か
い

の
き

が
円

滑
に

進
む

よ
う

、
そ

れ
ぞ

れ
が

取
り

組
む

業
務

を
考

え
発

信
す

る
（随

時
）

・委
員

会
｟虐

待
防

止
(リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

含
む

)・
健

康
管

理
（感

染
防

止
含

む
）・

利
用

者
自

治
会

｠を
通

じ
、

安
全

・安
心

の
提

供
に

努
め

る
（6

回
/年

・1
2回

/年
・1

2回
/年

）

結
果

①
「時

間
（と

き
）・

人
生

」を
大

切
に

す
る

こ
と

は
共

有
で

き
て

お
り

、
そ

の
実

現
に

向
け

て
職

員
間

や
チ

ー
ム

間
で

話
し

合
っ

て
活

動
を

提
供

し
て

い
る

。
出

来
た

こ
と

も
あ

れ
ば

、
ま

だ
出

来
て

い
な

い
こ

と
も

あ
る

た
め

、
次

年
度

も
継

続
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
②

定
期

的
に

各
チ

ー
ム

や
各

委
員

会
で

話
し

合
う

機
会

を
設

け
、

職
員

か
ら

の
発

信
で

学
ぶ

機
会

を
設

け
て

い
る

。
③

食
事

の
在

り
方

を
検

討
し

、
次

年
度

の
提

供
方

法
に

繋
げ

て
い

る
。

④
1名

の
ご

利
用

者
が

新
規

に
利

用
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

い
る

。
⑤

新
型

コ
ロ

ナ
の

影
響

も
あ

り
、

予
定

し
て

い
た

ま
ち

協
へ

の
参

加
等

を
進

め
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
。

・毎
月

の
振

り
返

り
が

定
着

し
て

お
ら

ず
、

実
施

で
き

て
い

な
い

事
が

多
い

。
個

別
支

援
計

画
作

成
に

お
い

て
も

、
前

期
は

複
数

の
職

員
で

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

が
、

後
期

は
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

通
し

て
職

員
間

で
ニ

ー
ズ

の
把

握
や

共
有

す
る

機
会

が
少

な
く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
・日

中
活

動
チ

ー
ム

を
中

心
に

か
い

の
き

ら
し

く
ご

利
用

者
の

状
況

に
合

わ
せ

た
活

動
を

提
供

で
き

た
部

分
は

あ
っ

た
が

、
活

動
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
分

け
が

見
え

る
化

さ
れ

て
い

な
い

事
も

あ
り

、
そ

の
日

の
担

当
職

員
の

裁
量

に
よ

り
活

動
を

組
み

立
て

る
事

が
多

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
・日

中
活

動
チ

ー
ム

や
行

事
担

当
な

ど
、

み
ん

な
が

か
い

の
き

ら
し

さ
を

考
え

て
活

動
内

容
を

組
み

立
て

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
し

か
し

、
職

員
配

置
に

よ
り

実
施

で
き

て
い

な
い

こ
と

も
あ

る
。

事
業

所
名

　
（ 

  
か

い
の

き
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
「時

間
（と

き
）・

人
生

」を
大

切
に

過
ご

す
た

め
に

日
中

活
動

の
充

実
と

質
の

向
上

を
図

る
②

職
員

自
身

「個
」「

チ
ー

ム
」と

し
て

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
す

（感
染

防
止

含
む

）
③

最
後

ま
で

楽
し

く
食

す
る

④
ご

利
用

者
確

保
⑤

地
域

を
意

識
す

る

具
体

的
な

方
法

・毎
月

の
振

り
返

り
を

ユ
ニ

ッ
ト

に
残

し
、

個
別

支
援

計
画

作
成

前
に

は
十

分
な

時
間

を
取

っ
て

職
員

間
で

ニ
ー

ズ
の

把
握

と
共

有
を

図
る

（2
回

/年
）

・昨
年

ま
で

の
活

動
を

カ
テ

ゴ
リ

ー
に

分
け

、
一

人
一

人
の

全
体

像
を

通
し

て
活

動
を

組
み

立
て

整
理

し
て

い
く

・か
い

の
き

に
ふ

さ
わ

し
い

、
か

い
の

き
ら

し
い

活
動

を
日

中
活

動
チ

ー
ム

中
心

に
考

え
提

供
す

る
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結
果 ③

・「
五

感
」を

感
じ

食
し

て
い

た
だ

く
・か

い
の

き
ご

利
用

者
に

合
っ

た
食

事
内

容
の

検
討

結
果 ④

・か
い

の
き

ご
利

用
者

（日
数

）を
増

や
す

（利
用

日
数

を
増

や
す

）

結
果 ⑤

・地
域

と
の

つ
な

が
り

結
果

・高
丘

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
へ

の
協

働
を

意
識

し
、

ま
ず

は
「か

い
の

き
」の

存
在

を
伝

え
て

い
く

・高
丘

地
区

ま
ち

づ
く
り

協
議

会
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

（集
ま

り
へ

の
参

加
等

）は
か

け
て

い
た

も
の

の
、

コ
ロ

ナ
禍

で
感

染
者

数
や

ま
ん

延
防

止
等

重
点

措
置

等
に

よ
り

参
加

す
る

事
が

で
き

て
い

な
い

た
め

、
次

年
度

実
施

で
き

る
よ

う
進

め
て

い
く
。

ま
た

、
近

隣
地

域
と

の
日

々
の

小
さ

な
関

わ
り

を
大

事
に

し
、

自
然

と
顔

を
合

わ
す

機
会

、
挨

拶
の

で
き

る
機

会
を

意
図

的
に

設
け

る
よ

う
に

し
て

い
く
。

・現
在

の
ご

利
用

者
数

を
1～

2名
程

度
増

員
（医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

方
）利

用
日

数
の

調
整

必
要

・土
曜

開
所

日
に

イ
ベ

ン
ト

等
が

あ
る

場
合

は
別

日
ご

利
用

者
に

も
声

を
か

け
参

加
を

促
す

・コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
通

所
を

控
え

て
い

た
方

が
今

年
度

よ
り

通
所

を
再

開
し

て
お

り
、

現
在

通
所

者
は

計
５

名
（利

用
日

数
は

週
１

～
３

回
）と

な
っ

て
い

る
。

・土
曜

開
所

日
の

イ
ベ

ン
ト

に
関

し
て

通
所

の
ご

利
用

者
に

声
を

か
け

参
加

を
促

し
て

い
る

が
、

参
加

が
少

な
い

の
が

現
状

。
な

ぜ
参

加
さ

れ
て

い
な

い
の

か
を

検
証

し
、

参
加

し
た

く
な

る
よ

う
な

内
容

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

・食
事

チ
ー

ム
は

昨
年

度
か

ら
引

き
続

き
「食

」に
関

す
る

勉
強

会
を

企
画

、
実

施
す

る
（4

回
/年

）
・食

事
チ

ー
ム

は
、

昼
食

提
供

の
あ

り
方

等
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

（6
回

/年
）

・ミ
ニ

研
修

に
関

し
て

は
、

職
員

が
講

師
と

な
り

４
回

実
施

。
（手

話
・介

護
技

術
等

）
・各

チ
ー

ム
が

、
各

々
で

の
動

き
や

取
り

組
み

に
つ

い
て

話
を

す
る

機
会

を
設

け
て

発
信

し
て

い
る

。
・虐

待
防

止
委

員
会

６
回

、
感

染
予

防
委

員
会

１
回

（防
護

服
着

用
練

習
１

回
）、

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
委

員
会

６
回

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ケ
ア

委
員

会
３

回
実

施
。

そ
れ

ぞ
れ

の
委

員
会

が
、

か
い

の
き

の
現

状
に

合
わ

せ
て

進
め

る
べ

き
取

り
組

み
を

検
討

し
て

い
る

。
回

数
が

不
十

分
な

委
員

会
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
頻

度
等

は
次

年
度

へ
の

課
題

と
な

る
。

・食
事

に
関

す
る

研
修

を
２

回
実

施
。

あ
い

す
職

員
を

講
師

と
し

て
、

食
事

時
の

ポ
ジ

シ
ョ

ニ
ン

グ
、

食
事

形
態

、
介

助
の

仕
方

、
職

員
で

の
特

別
食

の
試

食
等

の
研

修
を

行
な

い
、

各
職

員
の

学
ぶ

機
会

を
設

け
て

い
る

。
・昼

食
提

供
の

あ
り

方
に

つ
い

て
は

随
時

検
討

を
行

い
、

次
年

度
は

よ
り

ご
利

用
者

の
状

態
に

あ
っ

た
昼

食
提

供
を

実
施

す
る

事
と

し
て

い
る

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
支

援
会

議
・作

品
整

理
・ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
に

よ
る

共
有

。

事
業

所
名

　
（ 

  
す

た
じ

お
ぽ

っ
ち

　
）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
新

し
い

ス
タ

ッ
フ

と
、

ぽ
っ

ち
ら

し
さ

を
共

有
す

る
。

②
新

し
い

ス
タ

ッ
フ

と
、

新
し

い
ぽ

っ
ち

の
足

が
か

り
を

見
出

す
。

③
利

用
者

ニ
ー

ズ
と

事
業

所
の

方
向

性
の

整
理

・マ
ッ

チ
ン

グ
。

具
体

的
な

方
法

・支
援

計
画

作
成

に
か

か
る

会
議

（2
月

・8
月

）→
土

曜
日

に
設

定
。

・作
品

整
理

（年
2回

）→
上

半
期

中
に

過
去

の
作

品
を

整
理

+展
示

や
イ

ベ
ン

ト
機

会
に

合
わ

せ
て

実
施

。
・ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
（月

1回
）→

細
か

な
す

り
合

わ
せ

や
各

取
り

組
み

の
振

り
返

り
。

結
果

①
②

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
”
ぽ
っ
ち
と
は
？
”
を
テ
ー
マ
に
共
有
（
3回

：
大
事
に
し
た
い
こ
と
・
ス
タ
ッ
フ
に
求
め
る

こ
と
・
活
動
の
優
先
順
位
）
、
外
部
実
習
（
片
山
工
房
：
1日

体
験
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
（
１
回
：
他
施
設
の

表
現
活
動
・
生
活
介
護
の
目
的
）
、
ス
タ
ッ
フ
面
談
（
11
月
・
3月

）
な
ど
実
施
。
ス
タ
ッ
フ
が
入
れ
替
わ
っ
た

こ
と
で
多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。
”
ぽ
っ
ち
ら
し
さ
”
を
保
つ
た
め
に
大
切
な
姿
勢
「
1人

1人
と
接
す
る
」

「
よ
く
見
る
」
「
利
用
者
の
行
動
を
待
つ
」
は
、
ぽ
っ
ち
で
育
ま
れ
る
ス
キ
ル
で
あ
る
と
再
確
認
で
き
た
。
こ
れ

が
今
年
度
（
20
21
年
度
）
の
成
果
。
次
年
度
（
20
22
年
度
）
は
、
”
ぽ
っ
ち
ら
し
さ
”
を
よ
り
明
確
に
し
、
ス

タ
ッ
フ
育
成
や
今
後
の
発
信
に
生
か
し
て
い
く
。

ま
た
様
々
な
ス
タ
ッ
フ
（
働
き
方
・
個
性
・
ス
キ
ル
の
ば
ら
つ
き
）
に
触
れ
、
運
営
や
育
成
の
難
し
さ
も
経
験
。

一
方
で
、
パ
ー
ト
職
員
の
気
づ
き
や
働
き
に
助
け
ら
れ
る
場
面
が
増
え
、
人
材
活
用
の
可
能
性
を
感
じ
た
。
多
様

な
人
材
を
踏
ま
え
た
（
生
か
せ
る
）
運
営
に
切
り
替
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
。
ま
ず
は
人
員
に
余
裕
を
持
た
せ
、

組
み
立
て
て
い
く
。

③ 11
月
大
地
（
主
任
・
副
主
任
・
支
援
員
）
と
利
用
者
状
況
に
つ
い
て
す
り
合
わ
せ
。
高
齢
化
や
自
粛
に
よ
る
機
能

低
下
、
入
所
に
よ
る
AD
L低

下
。
ま
た
外
へ
の
意
識
が
強
ま
っ
て
い
る
方
が
複
数
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
共
有
。

ぽ
っ
ち
利
用
の
本
来
の
目
的
と
ズ
レ
が
生
じ
、
外
出
や
生
活
面
で
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
こ
と
も
報
告
。
ぽ
っ

ち
以
外
の
活
動
や
通
所
先
に
つ
い
て
提
案
（
コ
ミ
セ
ン
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
通
院
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
・
生
活
介
護

事
業
所
（
外
部
）
の
情
報
提
供
な
ど
）
。
今
後
も
共
有
や
働
き
か
け
を
行
い
、
確
実
に
進
め
て
い
く
。
一
方
で
当

面
は
、
ぽ
っ
ち
と
し
て
も
必
要
な
人
員
確
保
を
し
て
い
く
。
（
外
活
動
や
見
守
り
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
へ
打

診
、
パ
ー
ト
1名

増
員
※
20
22
.4
月
～
）
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結
果 ①

既
存

の
活

動
を

や
っ

て
み

る
。

結
果 ②

ス
タ

ッ
フ

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
を

知
る

。

結
果 ②

外
部

視
察

や
研

修
の

実
施

。

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

に
て

ア
イ

デ
ア

を
出

し
合

い
、

半
期

ご
と

に
外

出
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

計
画

。
”行

事
”と

は
違

い
、

個
別

の
ニ

ー
ズ

か
ら

グ
ル

ー
プ

外
出

が
企

画
さ

れ
る

こ
と

を
体

験
。

ま
た

外
出

機
会

が
増

え
、

様
々

な
リ

ス
ク

（事
故

・転
倒

・想
定

外
の

事
態

へ
の

対
応

）に
も

遭
遇

し
、

支
援

者
と

し
て

の
経

験
と

な
っ

た
。

同
時

に
、

管
理

者
に

と
っ

て
リ

ス
ク

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

重
要

性
に

気
付

く
機

会
と

な
っ

た
。

自
主

企
画

（7
月

・2
月

）を
実

施
。

コ
ロ

ナ
禍

の
た

め
外

部
か

ら
の

参
加

は
呼

び
か

け
ず

、
ぽ

っ
ち

利
用

者
・オ

ー
プ

ン
ス

タ
ジ

オ
利

用
者

・ゲ
ス

ト
の

み
で

実
施

。
オ

ー
プ

ン
ス

タ
ジ

オ
メ

ン
バ

ー
に

と
っ

て
は

、
外

出
で

き
る

場
が

限
れ

ら
れ

る
中

、
「発

散
で

き
た

！
」と

気
分

転
換

に
な

っ
た

よ
う

。
制

作
し

た
も

の
は

、
ぽ

っ
ち

玄
関

先
へ

展
示

し
（ア

マ
ビ

エ
・鶴

）、
間

接
的

で
は

あ
る

が
地

域
の

方
と

の
接

点
と

し
た

。
実

施
後

、
振

り
返

り
を

実
施

。
外

部
の

方
と

触
れ

合
う

こ
と

で
刺

激
が

生
ま

れ
、

利
用

者
の

変
化

や
楽

し
み

に
も

な
る

こ
と

を
共

有
。

地
域

に
向

け
た

取
り

組
み

は
、

地
域

に
も

、
利

用
者

に
も

、
ス

タ
ッ

フ
に

も
貴

重
な

機
会

と
な

る
こ

と
を

、
今

後
の

活
動

を
通

し
て

よ
り

深
め

て
い

き
た

い
。

日
常

的
な

関
り

（O
J
T
）に

よ
り

、
ス

タ
ッ

フ
個

々
の

特
性

を
キ

ャ
ッ

チ
。

1つ
の

行
動

に
つ

い
て

疑
問

を
感

じ
た

ら
、

「な
ぜ

そ
の

よ
う

に
し

た
の

か
？

」そ
の

都
度

、
確

認
し

た
。

視
点

や
感

度
（気

づ
き

の
頻

度
や

内
容

）・
思

考
（パ

タ
ー

ン
・自

ら
考

え
る

力
）・

理
解

力
に

個
人

差
が

大
き

く
あ

り
、

ス
タ

ッ
フ

そ
れ

ぞ
れ

に
合

わ
せ

て
関

り
方

を
変

え
た

。
ま

た
”問

い
か

け
”を

意
識

。
課

題
や

指
示

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
返

す
か

（確
実

性
・ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
管

理
・理

解
や

判
断

）か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

状
態

や
レ

ベ
ル

を
把

握
し

、
考

課
面

談
で

す
り

合
わ

せ
。

把
握

す
る

だ
け

で
1年

か
か

っ
た

た
め

、
役

割
分

担
や

特
性

に
合

わ
せ

た
育

成
機

会
の

検
討

は
、

次
年

度
（2

02
2年

度
）の

取
り

組
み

に
つ

な
げ

る
。

・個
別

外
出

の
実

施
→

順
番

に
ス

タ
ッ

フ
全

員
が

立
案

す
る

。
　

※
対

象
を

絞
る

：ぽ
っ

ち
の

み
の

利
用

・週
３

日
以

上
利

用
・大

地
利

用
者

+企
画

内
容

や
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
。

・自
主

企
画

の
実

施
（年

2回
）→

ス
タ

ッ
フ

全
員

で
内

容
を

検
討

。

コ
ロ

ナ
禍

で
利

用
者

自
粛

も
あ

り
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
時

間
は

と
れ

た
。

支
援

会
議

は
利

用
者

数
増

加
に

よ
り

、
全

員
に

十
分

な
時

間
を

と
れ

ず
改

善
が

必
要

。
上

半
期

は
こ

れ
ま

で
の

共
有

（伝
達

）を
、

下
半

期
か

ら
は

意
見

交
換

す
る

形
へ

会
議

方
法

を
変

更
。

パ
ー

ト
も

含
め

全
て

の
ス

タ
ッ

フ
が

考
え

る
・意

見
す

る
こ

と
を

大
事

に
し

た
。

支
援

計
画

で
は

、
こ

れ
ま

で
の

施
設

経
験

か
ら

か
”支

援
（配

慮
・援

助
）す

る
”こ

と
に

偏
る

傾
向

が
見

ら
れ

た
。

ユ
ニ

ッ
ト

記
録

だ
け

で
な

く
作

品
を

見
な

が
ら

経
過

を
辿

り
、

”表
現

”に
目

を
向

け
伸

ば
す

こ
と

で
、

本
人

の
可

能
性

が
広

が
る

（心
身

の
安

定
・つ

な
が

り
・楽

し
み

）こ
と

な
ど

共
有

を
図

っ
た

。
作

品
整

理
は

上
半

期
で

は
終

え
ら

れ
ず

、
年

度
内

で
ほ

ぼ
完

了
。

各
自

で
実

施
し

た
た

め
、

整
理

し
な

が
ら

共
有

す
る

ま
で

に
は

至
ら

な
か

っ
た

。

・視
察

・研
修

を
通

し
て

、
ス

タ
ッ

フ
一

人
一

人
が

ぽ
っ

ち
に

つ
い

て
考

え
る

。
　

視
察

先
…

片
山

工
房

・ワ
ー

ク
ス

ペ
ー

ス
プ

ロ
ペ

ラ
　

研
修

　
…

ア
ー

ト
化

セ
ミ

ナ
ー

　
特

別
研

修
…

「ポ
コ

ラ
ー

ト
世

界
展

」

・活
動

や
企

画
、

振
り

返
り

を
通

じ
て

知
る

。
・考

課
面

談
や

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

で
知

る
。

（年
2回

）。
　

→
個

性
に

沿
っ

て
、

今
後

の
役

割
や

研
修

機
会

を
考

え
る

。
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結
果 ③

運
動

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
を

検
討

。

結
果

視
察

「
ワ

ー
ク

ス
ペ

ー
ス

プ
ロ

ペ
ラ

」、
「ポ

コ
ラ

ー
ト

世
界

展
」は

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
拡

大
の

た
め

中
止

。
片

山
工

房
1日

体
験

実
施

。
参

加
し

た
ス

タ
ッ

フ
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ア

ッ
プ

に
つ

な
が

っ
た

。
一

方
で

、
そ

の
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
持

続
で

き
な

か
っ

た
り

、
具

体
的

な
行

動
に

落
と

し
込

む
ま

で
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

ア
ー

ト
化

セ
ミ

ナ
ー

は
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

で
実

施
。

ス
タ

ッ
フ

の
参

加
希

望
を

募
っ

た
と

こ
ろ

、
パ

ー
ト

1名
の

み
と

い
う

結
果

に
。

ス
タ

ッ
フ

の
自

主
性

を
期

待
し

た
い

反
面

、
受

け
身

の
職

員
に

は
積

極
的

な
促

し
や

、
ま

ず
は

参
加

す
る

（知
識

・経
験

を
増

や
す

）こ
と

の
必

要
性

を
感

じ
た

。
他

、
N

O
-M

A
(滋

賀
）よ

り
出

展
依

頼
あ

り
。

ス
タ

ッ
フ

研
修

か
ね

て
鑑

賞
へ

。
参

加
し

た
ス

タ
ッ

フ
は

、
障

害
の

あ
る

方
の

作
品

（展
）に

初
め

て
触

れ
る

方
も

い
て

、
様

々
な

表
現

や
展

示
方

法
を

知
る

機
会

と
な

っ
た

。

利
用

者
増

に
よ

り
生

活
支

援
の

比
重

が
高

く
な

り
、

創
作

に
十

分
な

人
・時

間
を

か
け

ら
れ

な
い

状
況

が
進

ん
で

い
る

。
・健

康
維

持
（散

歩
・リ

ハ
ビ

リ
・マ

ッ
サ

ー
ジ

）の
面

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

募
る

。
・計

画
相

談
や

併
用

事
業

所
へ

、
新

た
な

居
場

所
や

支
援

方
法

に
つ

い
て

相
談

す
る

。
（モ

ニ
タ

リ
ン

グ
時

）

計
画

相
談

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

時
に

相
談

員
へ

現
状

を
共

有
。

ニ
ー

ズ
の

変
化

が
特

に
見

ら
れ

る
大

地
利

用
者

に
つ

い
て

、
11

月
大

地
担

当
者

ら
と

す
り

合
わ

せ
を

実
施

。
同

時
に

、
ぽ

っ
ち

で
の

活
動

を
成

り
立

た
せ

る
た

め
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（散
歩

・見
守

り
）や

パ
ー

ト
増

員
を

検
討

。
（※

20
22

年
4月

～
実

施
へ

）
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①

各
相

談
員

が
担

当
す

る
ご

利
用

者
に

対
し

て
個

別
の

サ
ー

ビ
ス

メ
ニ

ュ
ー

を
提

案
出

来
る

よ
う

、
相

互
成

長
で

き
る

場
を

作
る

。

結
果 ②

特
定

事
業

所
加

算
Ⅰ

を
目

指
し

、
事

業
所

が
取

得
す

る
加

算
を

明
確

に
す

る
。

結
果 ③

ご
利

用
者

が
不

利
益

を
被

ら
な

い
よ

う
意

識
し

、
国

が
示

す
基

準
に

則
っ

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

。
オ

ア
シ

ス
ご

利
用

者
37

4名
に

対
し

、
国

が
示

す
基

準
に

則
っ

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
く
。

(年
間

1
0
2
2
回

見
込

み
）

安
定

し
た

事
業

所
運

営
の

た
め

に
今

年
度

受
講

予
定

し
て

い
た

研
修

の
う

ち
強

度
行

動
障

害
研

修
が

選
考

か
ら

外
れ

次
年

度
へ

持
越

し
と

な
っ

た
。

機
能

強
化

型
Ⅰ

の
要

件
を

維
持

し
て

い
る

現
状

で
あ

る
た

め
、

オ
ア

シ
ス

新
体

制
で

は
個

別
支

援
を

丁
寧

に
実

施
す

る
こ

と
を

第
一

に
考

え
主

任
相

談
支

援
専

門
員

研
修

の
受

講
に

つ
い

て
は

次
年

度
以

降
で

検
討

し
て

い
き

た
い

。
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

取
得

に
つ

い
て

は
相

談
員

そ
れ

ぞ
れ

が
意

識
高

く
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

20
21

年
3月

ま
で

の
時

限
措

置
で

あ
る

特
定

事
業

所
加

算
Ⅱ

の
体

制
を

維
持

し
つ

つ
、

受
講

要
件

を
満

た
し

た
段

階
で

主
任

相
談

支
援

専
門

員
研

修
の

受
講

・修
了

を
目

指
す

。
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

加
算

等
の

取
得

を
強

化
す

る
。

結
果

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
対
面
の
機
会
は
少
な
い
な
が
ら
も
個
別
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
動
き
や
ケ
ー
ス

会
議
な
ど
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
現
任
職
員
や
副
主
任
に
よ
る
支
援
同
行
も
意
識
的
に
実
施
で
き
て
い
た
。

サ
ー
ビ
ス
更
新
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
件
数
に
つ
い
て
は
、
当
初
目
標
1,
39
6件

に
対
し
実
績
件
数
1,
47
0件

（
10
5％

）
で
達
成
で
き
た
。

・オ
ア

シ
ス

会
議

で
は

、
支

援
報

告
に

偏
ら

ず
支

援
を

通
し

て
知

り
得

た
情

報
を

共
有

す
る

な
ど

有
効

に
活

用
で

き
た

。
副

主
任

に
よ

る
県

や
明

石
市

か
ら

の
通

達
等

、
制

度
に

つ
い

て
情

報
提

供
や

指
導

も
あ

り
意

識
高

く
支

援
力

向
上

に
役

立
て

て
い

た
。

・相
談

部
門

で
あ

る
以

上
事

例
検

討
に

慣
れ

て
お

く
こ

と
や

「事
例

提
供

者
・司

会
・書

記
」な

ど
の

す
べ

て
の

役
割

を
担

う
こ

と
も

必
要

と
い

う
職

員
の

声
か

ら
、

「
気

づ
き

の
事

例
検

討
会

は
毎

月
開

催
へ

」と
な

り
そ

の
目

標
は

達
成

す
る

こ
と

が
出

来
た

。

事
業

所
名

　
（ 

相
談

支
援

事
業

所
オ

ア
シ

ス
 ）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

相
談

者
の

ニ
ー

ズ
に

対
し

フ
ォ

ー
マ

ル
・イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

を
問

わ
ず

調
整

で
き

る
職

員
育

成
を

目
指

し
ま

す
。

す
べ

て
の

ご
利

用
者

に
対

し
、

国
の

示
す

基
準

に
基

づ
い

た
サ

ー
ビ

ス
更

新
・モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
個

別
ケ

ー
ス

に
お

け
る

課
題

整
理

及
び

情
報

提
供

を
行

い
一

人
ひ

と
り

が
豊

か
な

生
活

を
送

る
こ

と
が

出
来

る
よ

う
支

援
し

ま
す

。

具
体

的
な

方
法

・週
1回

オ
ア

シ
ス

会
議

を
開

催
し

、
相

談
員

同
士

で
情

報
交

換
を

行
う

。
個

別
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
妥

当
性

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

サ
ポ

ー
ト

が
出

来
て

い
る

か
、

他
の

手
段

は
あ

る
か

等
を

確
認

す
る

こ
と

で
担

当
相

談
員

の
み

で
完

結
さ

せ
な

い
体

制
を

整
え

る
。

・相
談

部
門

と
し

て
「気

づ
き

の
事

例
検

討
会

」を
2か

月
1回

実
施

す
る

。
・現

任
研

修
修

了
者

が
適

宜
同

行
支

援
を

行
う

。
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結
果 ④

ご
利

用
者

及
び

ご
家

族
等

の
ニ

ー
ズ

に
対

す
る

取
り

組
み

。

結
果

令
和

3年
度

実
績

は
次

の
通

り
。

更
新

件
数

：4
24

件
　

（達
成

率
　

11
3％

）、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
件

数
：1

04
6件

　
（達

成
率

　
10

2％
）

更
新

件
数

の
伸

び
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

の
影

響
に

よ
る

日
中

サ
ー

ビ
ス

の
調

整
が

10
件

を
超

え
た

。

・個
別

ケ
ー

ス
か

ら
見

え
る

共
通

し
た

課
題

か
ら

テ
ー

マ
を

絞
り

、
ご

利
用

者
及

び
ご

家
族

に
向

け
た

学
習

会
を

事
業

所
等

と
連

携
し

開
催

（オ
ン

ラ
イ

ン
も

検
討

）し
て

い
く
。

後
見

制
度

、
年

金
、

介
護

保
険

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
、

将
来

の
暮

ら
し

な
ど

、
様

々
な

不
安

に
対

し
て

学
ん

で
い

た
だ

く
機

会
を

作
る

と
と

も
に

オ
ア

シ
ス

の
役

割
も

知
っ

て
い

た
だ

く
。

直
接

ご
利

用
者

・ご
家

族
に

対
す

る
取

り
組

み
で

は
な

く
、

法
人

内
各

事
業

所
の

現
場

職
員

と
相

互
に

学
び

あ
う

機
会

を
作

る
こ

と
で

、
個

別
ケ

ー
ス

の
対

応
力

・
情

報
共

有
を

密
に

行
う

よ
う

な
動

き
に

繋
げ

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
、

大
地

の
家

と
あ

い
す

を
除

く
事

業
所

と
担

当
職

員
で

「
オ

ア
シ

ス
学

習
会

」
を

実
施

し
た

。
担

当
職

員
が

事
業

所
と

顔
を

合
わ

せ
る

機
会

が
意

図
的

に
生

ま
れ

た
こ

と
で

、
個

別
ケ

ー
ス

の
話

だ
け

で
な

く
そ

こ
の

事
業

所
で

ど
の

よ
う

な
ニ

ー
ズ

が
あ

る
の

か
、

ど
の

よ
う

な
動

き
を

し
て

い
る

の
か

な
ど

の
理

解
促

進
に

繋
が

っ
た

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
就

労
と

生
活

の
両

面
か

ら
個

別
支

援
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
で

き
る

職
員

育
成

。

結
果 ②

明
石

地
域

の
障

害
者

就
労

に
関

わ
る

関
係

機
関

と
の

連
携

強
化

。

・明
石

市
地

域
自

立
支

援
協

議
会

し
ご

と
部

会
の

ワ
ー

キ
ン

グ
に

積
極

的
に

関
わ

っ
て

い
く
。

・教
育

か
ら

雇
用

へ
、

あ
る

い
は

福
祉

か
ら

雇
用

へ
と

い
う

部
分

に
つ

い
て

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拠

点
と

な
る

べ
く
、

明
石

を
取

り
巻

く
学

校
・就

労
系

福
祉

事
業

所
・行

政
機

関
・企

業
等

と
情

報
共

有
で

き
る

仕
組

み
や

学
び

合
え

る
機

会
を

提
供

し
て

い
く
。

結
果

・
職
員
育
成
に
つ
い
て
1名

離
職
者
を
出
し
て
し
ま
う
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

・
昨
年
度
3,
50
0件

を
超
え
た
相
談
件
数
は
令
和
3年

度
2,
83
1
件
と
な
り
例
年
並
み
に
落
ち
着
い
た
と
思
い
ま
す
。

・
定
着
支
援
の
う
ち
事
業
所
訪
問
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
前
で
は
5
0
0
件
近
く
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
3
0
2
件
と
減
少
し
た
状
況

は
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
ま
す
。
た
だ
し
本
年
度
後
半
か
ら
は
徐
々
に
事
業
所
訪
問
も
増
え
て
お
り
次
年
度
は
通
常
の
水
準
に

戻
る
見
通
し
で
す
。

・
就
職
件
数
の
伸
び
悩
み
も
あ
り
目
標
25
件
に
対
し
17
件
で
し
た
。
新
規
相
談
者
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
や
準
備
性
に
課
題

が
あ
り
就
職
に
送
り
出
す
ま
で
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
印
象
で
す
。

・
関
係
機
関
か
ら
の
支
援
要
請
に
つ
い
て
は
、
就
職
に
向
け
た
動
き
よ
り
も
定
着
支
援
の
連
携
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。
企
業
か
ら
の
新
規
相
談
で
も
現
在
働
い
て
い
る
障
害
者
の
職
場
定
着
や
雇
用
管
理
に
関
し
て
支
援
を
求
め
る

も
の
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

・週
1回

の
定

例
会

議
で

は
、

各
支

援
員

の
個

別
ケ

ー
ス

の
動

き
を

報
告

し
「オ

ー
ル

あ
く
と

」を
合

言
葉

に
専

門
職

の
助

言
を

受
け

あ
く
と

と
し

て
の

支
援

の
方

向
性

を
確

認
し

あ
っ

た
。

・気
づ

き
の

事
例

検
討

会
で

は
毎

月
開

催
と

し
、

全
員

が
事

例
提

供
・司

会
・書

記
を

経
験

す
る

こ
と

で
相

談
員

と
し

て
の

ス
キ

ル
維

持
を

図
っ

た
。

・研
修

派
遣

に
つ

い
て

、
就

業
支

援
基

礎
研

修
へ

職
員

派
遣

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
そ

の
他

の
就

労
支

援
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

研
修

は
今

年
度

見
送

っ
た

。

事
業

所
名

　
（ 

 明
石

市
障

害
者

就
労

・生
活

支
援

セ
ン

タ
ー

あ
く
と

 ）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

全
て

の
あ

く
と

職
員

が
、

障
害

種
別

・ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
を

問
わ

ず
障

害
者

の
就

労
と

生
活

を
両

面
か

ら
サ

ポ
ー

ト
で

き
る

事
業

所
を

目
指

し
ま

す
。

相
談

者
の

意
思

を
尊

重
し

な
が

ら
支

援
を

行
い

職
業

生
活

の
継

続
を

支
え

信
頼

さ
れ

る
事

業
所

と
し

て
い

き
ま

す
。

明
石

地
域

の
障

害
者

就
労

の
中

心
的

な
役

割
を

果
た

し
て

い
く
た

め
に

、
個

別
の

ニ
ー

ズ
か

ら
出

て
く
る

共
通

課
題

と
そ

れ
に

対
す

る
必

要
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

チ
ー

ム
全

体
で

創
り

上
げ

障
害

者
が

安
心

し
て

働
き

続
け

ら
れ

る
地

域
づ

く
り

を
行

い
ま

す
。

具
体

的
な

方
法

・ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
妥

当
性

、
社

会
資

源
調

整
、

担
当

者
が

も
つ

情
報

や
気

づ
き

に
つ

い
て

専
門

職
を

含
め

た
全

職
員

間
で

共
通

認
識

を
図

り
、

職
員

個
人

の
ス

キ
ル

に
頼

ら
な

い
支

援
の

か
た

ち
を

作
り

上
げ

て
い

く
た

め
に

週
1
回

の
定

例
会

議
を

開
催

す
る

。
・研

修
の

充
実

。
内

部
研

修
と

し
て

「気
づ

き
の

事
例

検
討

会
」を

2
か

月
に

1
回

実
施

。
就

労
関

係
、

生
活

支
援

関
係

等
の

外
部

研
修

に
職

員
を

派
遣

し
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

図
る

。
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結
果 ③

あ
く
と

登
録

者
の

余
暇

・生
活

相
談

の
充

実
、

ピ
ア

活
動

の
支

援
。

結
果 ④

企
業

・地
域

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
強

化
。

結
果 ⑤

障
害

者
が

安
心

し
て

働
き

続
け

ら
れ

る
地

域
づ

く
り

に
応

じ
た

取
り

組
み

を
検

討
し

て
い

く
。

結
果

・あ
く
と

登
録

者
を

対
象

と
し

た
「あ

く
と

の
集

い
」に

つ
い

て
、

月
に

1
回

（
1
2
月

を
除

く
）
オ

ン
ラ

イ
ン

も
活

用
し

実
施

す
る

。
登

録
者

の
方

が
中

心
に

な
り

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・実

施
が

で
き

る
よ

う
に

支
援

し
、

年
に

1
回

以
上

は
直

接
対

面
で

き
る

内
容

を
取

り
入

れ
る

。
・あ

く
と

登
録

者
の

う
ち

精
神

障
害

者
の

方
を

中
心

に
、

障
害

者
自

身
が

仲
間

と
働

く
う

え
で

の
悩

み
や

心
配

ご
と

を
分

か
ち

合
い

そ
れ

ぞ
れ

の
就

労
生

活
の

ヒ
ン

ト
を

持
ち

帰
る

よ
う

な
語

ら
い

の
場

と
し

て
「
あ

く
と

サ
ロ

ン
」
を

企
画

す
る

。
（
月

に
1
回

平
日

夕
方

）

あ
く
と

に
入

る
様

々
な

相
談

ケ
ー

ス
か

ら
見

え
る

働
く
こ

と
に

関
わ

る
悩

み
や

ニ
ー

ズ
に

対
し

勉
強

会
や

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
す

る
。

地
域

の
課

題
と

あ
く
と

の
支

援
の

関
り

を
発

信
す

る
こ

と
で

、
障

害
者

ご
本

人
・
ご

家
族

・
事

業
主

等
が

安
心

し
て

雇
用

継
続

で
き

る
よ

う
広

報
し

て
い

く
。

・今
年

度
し

ご
と

部
会

の
ワ

ー
キ

ン
グ

活
動

の
動

き
は

な
か

っ
た

。
・今

年
度

か
ら

の
取

り
組

み
と

し
て

、
①

11
月

18
日

（木
）「

明
石

地
域

雇
用

支
援

連
絡

会
（参

加
：2

8団
体

・
3
8
名

）
」
②

1
月

2
0
日

（
木

）
「
第

1
回

雇
用

支
援

検
討

会
（
オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

：1
0団

体
）」

③
3月

17
日

（木
）「

第
2回

雇
用

支
援

検
討

会
（オ

ン
ラ

イ
ン

参
加

：1
3団

体
）」

を
開

催
し

、
雇

用
に

係
る

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
を

開
始

し
て

い
る

。
特

に
「雇

用
支

援
検

討
会

」で
は

、
参

加
者

か
ら

の
課

題
提

供
や

投
げ

か
け

を
受

け
障

害
者

雇
用

や
定

着
に

つ
い

て
学

び
あ

う
機

会
や

連
携

強
化

に
繋

げ
て

い
く
こ

と
を

目
指

し
て

い
る

。

・あ
く
と

の
つ

ど
い

は
、

12
月

と
3月

を
除

き
オ

ン
ラ

イ
ン

で
開

催
。

参
加

者
数

は
1名

～
7名

（平
均

3名
）、

知
的

障
害

の
あ

る
登

録
者

を
中

心
と

し
イ

ン
ト

ロ
ク

イ
ズ

や
し

り
と

り
ゲ

ー
ム

な
ど

で
交

流
を

し
た

。
参

加
者

か
ら

は
Z
O

O
M

に
慣

れ
た

と
い

う
一

方
で

対
面

を
望

む
声

が
聞

か
れ

て
い

る
。

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

が
利

用
で

き
る

登
録

者
は

限
ら

れ
て

お
り

「余
暇

活
動

の
サ

ポ
ー

ト
」と

し
て

別
の

企
画

を
検

討
・実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・あ

く
と

サ
ロ

ン
は

コ
ッ

ト
ン

ベ
ー

ル
を

活
用

さ
せ

て
い

た
だ

き
7月

、
10

月
、

11
月

の
3回

、
感

染
対

策
を

と
り

な
が

ら
開

催
し

た
。

参
加

者
数

は
1
名

～
6
名

（
平

均
2
名

）
。

精
神

障
害

の
あ

る
登

録
者

同
士

で
趣

味
や

仕
事

の
話

を
す

る
、

な
ど

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
過

ご
す

場
と

し
て

継
続

し
た

開
催

を
求

め
ら

れ
て

い
る

。

・コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
集

合
型

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
は

今
年

度
は

難
し

い
と

判
断

し
、

別
の

方
法

も
検

討
し

た
が

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
勉

強
会

を
開

催
す

る
と

こ
ろ

ま
で

は
出

来
な

か
っ

た
。

本
人

・家
族

を
対

象
と

し
た

場
合

、
オ

ン
ラ

イ
ン

よ
り

も
対

面
が

参
加

し
や

す
い

と
思

わ
れ

る
た

め
感

染
対

策
を

と
り

な
が

ら
少

人
数

で
開

催
で

き
る

工
夫

を
し

て
い

き
た

い
。

・明
石

を
中

心
と

し
た

地
域

の
事

業
主

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
の

集
約

、
そ

こ
か

ら
見

え
て

き
た

課
題

に
対

す
る

事
業

主
向

け
の

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

等
に

つ
い

て
明

石
商

工
会

議
所

等
と

協
力

し
実

施
す

る
。

・障
害

者
雇

用
の

普
及

活
動

と
し

て
地

域
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
含

む
様

々
な

団
体

へ
働

き
か

け
て

い
き

な
が

ら
、

多
様

化
す

る
個

別
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
の

協
力

事
業

主
を

開
拓

し
て

い
く
。

・１
１

月
９

日
（火

）令
和

３
年

度
障

害
者

雇
用

啓
発

セ
ミ

ナ
ー

「超
短

時
間

雇
用

と
い

う
新

し
い

働
き

方
」を

開
催

し
た

。
参

加
者

は
４

７
名

（
う

ち
企

業
担

当
者

は
２

７
名

）
で

あ
っ

た
。

明
石

地
域

に
お

け
る

障
碍

者
雇

用
の

拡
大

を
目

指
し

、
明

石
商

工
会

議
所

の
雇

用
開

発
協

会
と

共
催

に
て

企
画

段
階

か
ら

会
議

を
重

ね
当

日
を

迎
え

る
こ

と
が

出
来

た
。

地
域

の
様

々
な

団
体

と
一

緒
に

何
か

を
取

り
組

む
第

一
弾

と
な

り
、

今
後

こ
う

い
っ

た
コ

ラ
ボ

先
を

開
拓

し
て

い
き

た
い

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
意
思
決

定
支
援
の
理
解
を
深
め
る

結
果 ②

利
用
者

自
治
会
の
内
容
の
再
編

結
果

取
り
組

ん
だ
こ
と

・
木
の

根
学
園
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
作
成
　
「
挨
拶
あ
ふ
れ
る
工
房
へ
　
～
ど
ん
な
と
き
も
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
～
」

・
利
用

者
自
治
会
の
取
り
組
み
を
学
園
全
体
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
利
用
者
掲
示
板
を
作
成

・
利
用

者
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
と
題
し
、
ご
利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
た
行
事
の
実
施
（
10
月
：
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　
2月

：
中
止
）

年
間
を

通
じ
て
、
活
発
な
自
治
会
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
自
治
会
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
で
、
意
思
表
出
や
意
思
形
成
に
関
わ
る
ア
プ
ロ
ー

チ
に
つ

い
て
の
難
し
さ
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
次
年
度
に
向
け
て
の
課
題
と
し
た
。

・
利
用
者
様
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
聞
き
取
る
場
と
し
、
ま
た
利
用
者
の
意
思
形
成
・
表
出
の
機
会
と
な
る
よ
う
内
容

を
見
直
す
。
具
体
的
な
部
分
で
は
、
5月

、
10
月
の
計
2回

、
季
節
ご
と
に
行
事
の
企
画
検
討
を
行
い
、
利
用
者
自

治
会
に
も
参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
自
治
会
の
内
容
を
掲
示
物
や
メ
ー
ル
な
ど
を
通
じ
て
学
園
内

で
共
有
し
、
利
用
者
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
の
風
土
化
を
図
る
。

結
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
を
大
き
く
受
け
た
事
業
運
営
と
な
た
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
で
き
る
こ
と
を

着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
専
念
し
、
意
思
決
定
支
援
に
つ
い
て
は
職
場
内
研
修
と
利
用
者
自
治
会
の
運
営
を
通

じ
て
ス
タ
ッ
フ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
年
度
末
に
は
職
員
間
で
個
人
学
習
発
表
会
を
行
い
取
り
組
み
の
成
果

確
認
を
行
っ
た
。
ま
た
、
利
用
者
自
治
会
を
通
じ
て
、
ご
利
用
者
と
共
に
新
た
な
取
り
組
み
や
活
動
を
実
施
で
き

た
こ
と
は
今
後
に
つ
な
が
る
動
き
と
な
っ
た
と
振
り
返
る
。

職
場
内

研
修
と
し
て
、
「
意
思
決
定
支
援
っ
て
な
に
」
、
「
サ
ー
ビ
ス
記
録
の
ポ
イ
ン
ト
」
、
「
当
事
者
（
疑
似
）
体
験
」
、
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
・
モ

ニ
タ
リ

ン
グ
に
つ
い
て
」
、
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
と
シ
ー
ト
の
書
き
方
」
、
「
個
人
学
習
発
表
会
」
を
年
間
を
通
じ
て
実
施
し
た
。
ま
た
、

ご
利
用

者
へ
の
支
援
の
実
践
を
通
じ
て
、
行
動
障
害
を
抱
え
る
方
の
支
援
の
在
り
方
を
見
直
す
機
会
と
な
り
次
年
度
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
と
な
っ

た
。

事
業
所
名
　
（
 明

石
市
立
木
の
根
学
園
）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

「
意
思
決
定
支
援
の
浸
透
」
を
木
の
根
学
園
全
体
の
テ
ー
マ
に
お
き
、
意
思
決
定
支
援
の
理
解
を
深
め
る
研
修
と

実
践
を
行
う
。

顕
在
化
し
て
い
る
「
運
動
不
足
」
に
対
し
て
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
し
、
や
り
が
い

を
持
っ
て
身
体
を
動
か
し
て
い
た
だ
け
る
活
動
提
供
を
行
う
。

地
域
で
の
販
売
活
動
の
場
を
利
用
し
、
木
の
根
学
園
及
び
明
桜
会
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
く
。

具
体

的
な

方
法

・
利
用
者
個
々
（
一
人
）
に
着
目
で
き
る
機
会
を
設
け
、
そ
の
方
の
表
情
や
行
動
、
反
応
を
元
に
本
人
の
思
い
や

願
い
を
捉
え
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
力
を
養
う
。

・
当
事
者
体
験
研
修
を
行
う
。

・
個
別
支
援
計
画
の
手
順
と
書
式
を
変
更
し
、
支
援
計
画
作
成
に
お
い
て
に
本
人
の
意
思
を
く
み
取
る
プ
ロ
セ
ス

を
明
確
に
項
目
に
設
け
る
。
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③
運
動
機

会
の
拡
充

結
果 ④

地
域
へ

の
情
報
発
信

結
果 ⑤

基
本
理

念
を
遵
守
す
る
支
援
体
制

構
築

結
果

年
間
を
通
し
て
各
種
定
期
会
議
・
勉
強
会
・
事
例
検
討
会
の
円
滑
な
実
施

職
員
面
談
の
定
期
・
不
定
期
の
実
施

法
人
内
外
へ
の
研
修
派
遣
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

専
門
職
会
議
（
運
転
員
）

虐
待
防
止
委
員
会
の
実
施

コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
、
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
面
は
多
か
っ
た
が
概
ね
計
画
通
り
の
運
営
と
な
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
導
入
し
た
Eラ

ー
ニ
ン

グ
に
つ

い
て
、
新
任
研
修
や
全
体
研
修
で
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
明
石
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
館
で
の
取
り
組
み
を
学
び
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
日
課
に
導
入
を
す
る
。

・
全
て
の
利
用
者
様
に
館
外
活
動
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
敷
地
内
の
環
境
整
備
を
行
う
。

・
地
域
で
の
販
売
活
動
を
中
心
に
、
動
画
や
広
報
誌
を
使
用
し
て
木
の
根
学
園
及
び
明
桜
会
の
情
報
発
信
を
行

う
。

明
石
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
新
館
で
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
機
会
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
中
止
と
し
た
が
、
学
園
内
の
通
常
の

活
動
で

は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
、
散
策
の
活
動
時
間
を
充
実
さ
せ
、
9月

に
芝
生
広
場
で
ミ
ニ
運
動
会
、
11
月
に
は
障
害
者
運
動
会
の
代
替
え
イ
ベ

ン
ト
「

ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
記
録
会
」
を
実
施
し
た
。

販
売
促

進
会
議
を
通
じ
て
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
参
加
時
の
取
り
組
み
の
検
討
を
重
ね
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
販
売
活
動
は
限
定
的
な

動
き
と

な
っ
た
。

「
み
ん

な
の
給
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
参
加
の
機
会
に
恵
ま
れ
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
参
加
制
限
等
の
あ
る
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
今
後
地
域
の
方
々
の
交

流
と
ご

利
用
者
の
社
会
参
加
の
機
会
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。
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■
チ

ー
ム

優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
・リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
体

制
構

築
に

向
け

て
手

法
を

学
び

法
人

の
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

を
考

え
て

い
く

結
果 ②

・定
期

的
に

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・事
故

事
例

よ
り

検
証

を
行

い
、

対
策

の
共

有
を

行
う

・各
事

業
所

で
安

全
・安

心
な

環
境

整
備

に
対

し
て

の
意

識
向

上
を

行
う

事
業

所
名

　
（ 

  
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

チ
ー

ム
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

の
構

築
に

向
け

て
そ

の
必

要
性

の
理

解
と

、
手

法
等

を
研

修
を

通
し

て
学

び
、

今
後

の
　

 リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
を

検
討

し
て

い
く
。

②
利

用
者

の
方

々
が

安
心

し
て

快
適

に
利

用
で

き
る

環
境

を
作

る
た

め
の

検
証

を
進

め
る

。

具
体

的
な

方
法

・他
法

人
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

体
制

構
築

に
携

わ
っ

た
職

員
の

方
を

講
師

と
し

て
招

き
、

今
後

必
要

と
さ

れ
る

リ
ス

ク
　

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

の
構

築
に

向
け

て
手

法
等

を
学

ぶ
。

　
そ

こ
か

ら
得

た
手

法
を

参
考

に
次

年
度

以
降

の
法

人
体

制
　

を
管

理
者

間
で

検
討

し
て

い
く
。

　
(2

回
/年

)（
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
る

W
eb

研
修

も
検

討
）

・苦
情

報
告

・ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

・事
故

事
例

を
コ

ア
メ

ン
バ

ー
を

中
心

に
検

証
し

分
析

を
行

う
。

ま
た

そ
の

情
報

を
管

理
者

間
で

共
有

す
る

。
　

(w
eb

を
利

用
し

担
当

者
で

共
有

)　
　

5回
/年

・日
々

起
こ

り
え

る
危

険
へ

の
気

づ
き

の
感

性
を

養
う

た
め

に
も

昨
年

同
様

「気
づ

き
の

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」を
実

施
す

る
こ

と
で

職
員

一
人

一
人

の
意

識
付

け
に

繋
げ

る
。

ま
た

、
そ

こ
か

ら
見

え
て

き
た

各
事

業
所

の
取

組
等

を
検

証
す

る
　

1回
/年

・人
、

物
、

環
境

に
つ

い
て

常
に

意
識

し
、

利
用

者
に

と
っ

て
そ

の
人

ら
し

い
生

活
を

維
持

で
き

る
よ

う
模

索
し

て
い

く
　

(随
時

)

結
果

①
6月

に
社

会
福

祉
法

人
一

羊
会

の
職

員
2名

を
お

招
き

し
「リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

の
構

築
に

向
け

そ
の

必
要

性
の

理
解

と
手

法
を

学
ぶ

」と
い

う
テ

ー
マ

で
一

羊
会

の
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
経

緯
と

取
組

み
に

つ
い

て
講

演
を

い
た

だ
き

、
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
な

ど
か

ら
リ

ス
ク

を
分

析
し

対
策

を
立

て
て

い
く
こ

と
の

重
要

性
を

再
認

識
が

で
き

た
。

②
定

期
的

な
「
気

づ
き

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
」を

と
お

し
て

職
員

へ
の

意
識

付
け

と
気

づ
き

に
対

し
て

の
改

善
案

ま
で

を
検

証
で

き
た

こ
と

は
成

果
に

な
っ

た
。

昨
年

度
は

コ
ロ

ナ
の

影
響

も
あ

り
外

部
研

修
が

延
期

と
な

っ
て

い
た

が
、

今
年

度
は

一
羊

会
職

員
様

2名
に

講
師

で
来

て
い

た
だ

き
実

施
に

至
っ

た
。

実
際

の
ケ

ー
ス

を
元

に
要

因
分

析
を

行
え

た
こ

と
が

経
験

と
な

っ
た

。
研

修
で

得
た

こ
と

と
し

て
要

因
分

析
か

ら
手

法
を

生
か

し
対

策
を

行
う

こ
と

が
単

に
事

故
防

止
と

い
う

こ
と

で
は

な
く
「職

員
と

し
て

の
専

門
性

」を
高

め
る

こ
と

に
つ

な
が

る
よ

う
に

次
年

度
に

引
き

継
ぎ

た
い

。
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結
果

・研
修

打
合

せ
も

含
め

7回
の

会
議

を
開

催
し

た
。

ま
ず

事
例

を
カ

テ
ゴ

リ
ー

に
分

け
て

分
析

を
す

る
こ

と
で

振
り

返
り

を
各

事
業

所
で

把
握

し
や

す
く
し

た
。

ま
た

継
続

し
て

行
う

こ
と

で
浸

透
さ

せ
て

い
く
こ

と
を

目
的

と
し

、
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
に

つ
い

て
の

取
り

組
み

を
メ

ン
バ

ー
で

検
討

し
た

。
・気

づ
き

の
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
を

ど
う

生
か

し
て

い
く
か

に
つ

い
て

事
故

状
況

を
カ

テ
ゴ

リ
ー

別
に

分
け

、
各

事
業

所
で

共
有

す
る

機
会

を
作

っ
た

。
・今

年
度

の
経

験
を

元
に

安
全

・安
心

を
元

に
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
と

お
し

て
各

事
業

所
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ツ

ー
ル

と
し

て
利

用
し

て
い

く
必

要
性

を
感

じ
た

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
令

和
４

年
度

4月
採

用
の

新
卒

予
定

者
を

8人
確

保
。

結
果 ②

W
eb

・リ
モ

ー
ト

に
よ

る
採

用
活

動
の

導
入

結
果 ③

内
定

者
向

け
の

イ
ベ

ン
ト

・勉
強

会
の

実
施

チ
ー

ム
名

　
（ 

  
人

材
確

保
チ

ー
ム

 　
）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
令

和
4
年

度
4
月

採
用

の
内

定
者

を
8
人

確
保

す
る

。
②

コ
ロ

ナ
対

策
と

し
て

、
求

職
者

と
の

接
点

を
対

面
式

だ
け

に
囚

わ
れ

ず
、

リ
モ

ー
ト

W
E
B

で
の

説
明

会
・
面

談
を

導
入

し
感

染
状

況
に

応
じ

た
採

用
活

動
を

行
う

。
③

内
定

者
辞

退
を

防
ぐ

た
め

に
、

若
手

職
員

に
よ

る
内

定
後

の
フ

ォ
ロ

ー
体

制
を

整
え

る
。

④
求

職
者

へ
の

広
報

U
P

の
た

め
、

他
業

種
・
他

団
体

と
の

連
携

を
図

り
障

害
福

祉
分

野
以

外
の

求
職

者
と

の
接

点
を

作
る

。

具
体

的
な

方
法

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
感

染
防

止
対

策
を

し
っ

か
り

取
り

な
が

ら
も

、
早

期
活

動
を

心
掛

け
就

職
説

明
会

や
フ

ェ
ア

へ
の

出
展

、
求

職
者

個
々

の
状

況
に

応
じ

た
個

別
の

法
人

説
明

会
や

採
用

試
験

を
実

施
す

る
。

よ
り

身
近

な
若

手
職

員
主

体
に

内
定

後
か

ら
入

職
ま

で
定

期
的

に
、

社
内

報
（
M

O
K
マ

ガ
ジ

ン
・
ブ

ロ
グ

）
の

情
報

提
供

や
イ

ベ
ン

ト
開

催
を

計
画

的
に

行
い

、
辞

退
者

の
減

少
に

努
め

る
。

採
用

活
動

に
お

い
て

は
で

き
る

だ
け

直
接

対
面

に
こ

だ
わ

り
、

開
催

予
定

の
フ

ェ
ア

や
説

明
会

は
人

数
を

絞
り

参
加

し
た

。
法

人
Ｐ

Ｒ
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
と

共
同

に
て

事
業

所
紹

介
や

職
員

紹
介

の
配

信
を

行
い

、
情

報
発

信
を

効
果

的
に

行
う

こ
と

が
出

来
た

。

対
面

の
説

明
会

や
フ

ェ
ア

の
出

展
は

継
続

し
つ

つ
、

希
望

者
に

は
W

e
bを

活
用

し
た

リ
モ

ー
ト

面
談

等
も

活
用

し
、

求
職

者
と

の
接

点
を

多
く
作

る
。

採
用

情
報

や
施

設
紹

介
な

ど
H

P
・S

N
S
・Y

o
u
T
u
be

で
配

信
し

、
コ

ロ
ナ

禍
の

な
か

で
情

報
発

信
に

重
点

を
置

い
て

広
報

に
努

め
る

。

結
果

令
和
４
年
４
月
採
用
新
卒
者
は
７
名
と
な
っ
た
。

永
続
的
な
人
材
確
保
を
目
的
に
チ
ー
ム
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
、
個
々
の
強
み
を
活
か
し
た
役
割
分
担
を
行
っ
た
こ
と
で
今
後
の
採

用
活
動
の
土
台
つ
く
り
の
1
年
と
な
っ
た
。
毎
月
コ
ア
会
議
を
実
施
し
、
新
た
に
内
定
者
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
の
開
催
や
求
職
サ
イ
ト

の
変
更
な
ど
の
取
り
組
み
に
着
手
で
き
た
一
方
で
、
担
当
の
割
り
振
り
に
し
た
こ
と
で
、
内
定
者
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

入
職
ま
で
の
関
係
性
構
築
が
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
入
職
直
前
の
内
定
辞
退
者
が
出
て
お
り
、
目
標
よ
り
1
名
減
の
新
卒
者
確
保
と

な
っ
た
。
次
年
度
は
チ
ー
ム
体
制
の
強
化
を
行
い
つ
つ
、
就
活
生
・
内
定
者
と
の
密
な
関
係
作
り
に
努
め
、
目
標
数
の
内
定
者
の
確
保

に
努
め
て
い
く
。

早
期

活
動

に
よ

り
６

月
ま

で
に

６
名

の
内

定
者

、
１

０
月

に
は

１
０

名
の

内
定

者
を

確
保

で
き

た
。

そ
の

後
内

定
辞

退
者

は
３

名
、

こ
の

う
ち

１
名

は
３

月
末

の
入

職
直

前
に

内
定

辞
退

の
連

絡
を

受
け

る
こ

と
と

な
っ

た
。
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結
果 ④

他
団

体
と

共
催

で
の

採
用

イ
ベ

ン
ト

の
実

施

結
果

障
害

福
祉

に
関

わ
ら

ず
、

福
祉

に
興

味
の

あ
る

求
職

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

高
齢

介
護

サ
ー

ビ
ス

の
法

人
と

共
催

で
合

同
就

職
見

学
会

を
実

施
し

一
人

で
も

多
く
の

方
に

法
人

施
設

で
働

く
魅

力
を

伝
え

て
い

く
。

企
画

案
と

し
て

は
、

「特
養

清
華

苑
と

の
合

同
就

職
説

明
会

」の
開

催
を

目
指

し
て

い
た

が
、

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
見

送
り

と
な

っ
た

。
一

方
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
人

材
支

援
総

合
コ

ー
ナ

ー
を

活
用

し
、

介
護

・医
療

・保
育

の
面

接
会

や
イ

メ
ー

ジ
動

画
の

放
映

に
も

エ
ン

ト
リ

ー
し

、
福

祉
の

枠
に

と
ら

わ
れ

な
い

求
職

者
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
試

み
た

。
こ

れ
は

定
期

的
な

参
加

に
よ

る
長

期
戦

略
の

一
つ

に
し

て
お

く
の

が
良

い
と

考
え

て
い

る
。

内
定

者
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

従
来

の
ス

タ
イ

ル
で

の
開

催
が

困
難

と
判

断
し

今
年

度
新

た
な

取
り

組
み

と
し

て
「
オ

ン
ラ

イ
ン

内
定

者
懇

親
会

」
を

企
画

・
実

施
す

る
こ

と
が

出
来

た
。

定
期

的
な

内
定

者
へ

の
連

絡
時

に
お

い
て

は
Ｍ

Ｏ
Ｋ

マ
ガ

ジ
ン

を
発

送
し

法
人

の
想

い
や

そ
こ

で
働

く
職

員
に

関
す

る
情

報
提

供
を

行
っ

た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①

新
任

研
修

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

（1
～

3
年

）
O

J
T
担

当
者

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
内

容
充

実

結
果 ②

新
任

研
修

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

更
新

結
果

O
J
T
担

当
者

と
育

成
を

進
め

て
い

く
上

で
出

て
き

た
課

題
を

元
に

新
任

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

項
目

の
更

新
を

行
っ

た
。

O
J
T
制

度
を

経
験

し
た

職
員

で
チ

ー
ム

構
成

を
行

い
、

新
任

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
の

項
目

を
見

直
し

を
行

い
、

よ
り

活
用

し
や

す
い

振
り

返
り

ツ
ー

ル
に

す
る

。

結
果

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
導
入
初
年
度
、
各
階
層
に
応
じ
た
研
修
体
制
の
整
備
と
実
施
を
進
め
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
対
面
予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
更
し
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
た
。
こ
の
動
き
に
よ
り
、
法

人
育
成
体
制
の
副
次
的
な
狙
い
と
し
て
い
た
事
業
所
間
の
交
流
な
ど
一
体
感
、
繋
が
り
を
育
む
点
で
は
課
題
を
感

じ
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対
峙
す
る
職
員
の
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
向
上
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
は
成
果
で
あ
っ
た
。

1年
目

の
研

修
に

つ
い

て
は

、
O

J
T
担

当
者

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

を
実

施
し

、
各

事
業

所
の

O
J
T
運

営
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

っ
た

。
2年

目
の

研
修

に
つ

い
て

は
、

オ
ン

ラ
イ

ン
に

切
り

替
え

、
E
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

障
害

福
祉

サ
ー

ビ
ス

の
基

礎
理

解
を

深
め

る
機

会
と

「自
己

覚
知

」を
テ

ー
マ

に
し

た
研

修
会

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
入

職
し

て
か

ら
こ

れ
ま

で
を

振
り

返
り

、
各

自
の

今
後

の
目

標
設

定
を

行
う

機
会

と
な

っ
た

。
3年

目
研

修
に

つ
い

て
も

オ
ン

ラ
イ

ン
で

対
応

。
１

つ
は

E
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

て
「権

利
擁

護
」「

虐
待

防
止

」に
つ

い
て

の
研

修
会

の
実

施
。

2つ
目

は
、

次
年

度
以

降
に

は
後

輩
の

育
成

を
担

当
す

る
こ

と
を

見
据

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
O

J
T
の

理
解

を
深

め
る

研
修

を
実

施
し

た
。

チ
ー

ム
名

　
（ 

育
成

・キ
ャ

リ
ア

ア
ッ

プ
チ

ー
ム

 ）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

制
度

に
沿

っ
た

研
修

体
系

の
構

築
す

る
・新

人
職

員
に

対
し

て
の

Ｏ
Ｊ
Ｔ

の
計

画
・管

理
と

フ
ォ

ロ
ー

体
制

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
・よ

り
考

課
制

度
を

職
員

個
々

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
に

繋
げ

ら
れ

る
よ

う
に

検
討

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
現

状
に

即
し

た
人

事
評

価
の

項
目

見
直

し
と

評
価

基
準

の
作

成

具
体

的
な

方
法

O
J
T
制

度
の

流
れ

が
浸

透
し

て
き

て
お

り
、

定
着

し
た

対
応

と
な

っ
て

き
て

い
る

。
年

度
単

位
の

対
応

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
こ

れ
ま

で
の

実
績

を
活

か
す

内
容

に
を

実
践

す
る

。
過

去
に

出
て

き
た

課
題

や
解

決
方

法
な

ど
整

理
を

行
い

、
O

J
T

担
当

者
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
で

共
有

を
図

り
、

よ
り

効
果

的
な

新
任

研
修

を
実

施
す

る
。
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③
役

職
者

の
研

修
体

制

結
果 ④

人
事

評
価

の
項

目
・評

価
基

準
の

見
直

し

結
果 ④

管
理

者
・役

職
者

評
価

の
評

価
基

準
作

成

結
果

運
営

企
画

室
が

中
心

に
な

り
、

新
設

さ
れ

た
役

職
者

評
価

の
評

価
（行

動
）基

準
を

作
成

す
る

。

役
職

者
評

価
を

通
じ

て
見

え
た

対
象

者
の

役
割

理
解

の
違

い
、

担
当

事
業

種
別

の
特

性
な

ど
を

鑑
み

、
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
導

入
初

年
度

で
の

評
価

基
準

作
成

は
見

送
っ

た
。

今
後

法
人

評
価

の
実

績
を

蓄
積

し
、

検
証

し
な

が
ら

慎
重

に
取

り
組

ん
で

い
く
課

題
と

す
る

。

法
人

役
職

者
研

修
会

、
並

び
に

副
主

任
・主

任
の

職
務

遂
行

に
基

づ
く
勉

強
会

を
実

施
す

る
。

副
主

任
に

関
し

て
は

、
S
V

を
活

用
し

年
間

を
通

じ
て

職
務

に
お

け
る

役
割

理
解

を
深

め
、

思
考

整
理

や
ア

プ
ロ

ー
チ

方
法

を
学

び
各

現
場

で
の

実
践

に
繋

げ
る

。
ま

た
、

主
任

に
関

し
て

は
経

営
に

関
す

る
学

び
の

機
会

を
作

る
。

人
事

評
価

検
討

委
員

会
を

設
置

し
、

現
状

に
即

し
た

一
般

支
援

員
の

項
目

見
直

し
と

評
価

（行
動

）基
準

目
安

を
作

成
す

る
。

職
員

一
人

一
人

が
自

身
の

目
標

や
課

題
を

明
確

に
し

て
業

務
に

取
り

組
ん

で
も

ら
え

る
仕

組
み

を
作

る
。

副
主

任
勉

強
会

に
つ

い
て

、
外

部
S
V

を
活

用
し

　
中

間
管

理
指

導
職

の
役

割
、

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
技

術
、

課
題

抽
出

力
、

具
体

的
な

行
動

計
画

の
作

成
力

を
向

上
す

る
た

め
全

体
研

修
と

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
と

個
別

セ
ッ

シ
ョ

ン
を

年
間

を
通

じ
て

実
施

し
た

。
対

象
者

の
キ

ャ
リ

ア
、

担
当

部
署

等
を

考
慮

し
た

個
別

対
応

を
行

っ
た

。
こ

の
取

り
組

み
の

締
め

く
く
り

と
し

て
、

成
果

確
認

と
事

業
所

間
の

取
り

組
み

の
シ

ェ
ア

を
目

的
と

し
た

実
践

発
表

会
を

年
度

末
に

予
定

し
て

い
た

が
法

人
内

の
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

の
発

生
状

況
を

踏
ま

え
中

止
と

し
た

。
主

任
に

つ
い

て
は

、
10

月
27

日
の

経
営

会
議

に
管

理
者

と
共

に
参

加
し

事
業

収
支

な
ど

経
営

に
関

す
る

基
礎

知
識

を
深

め
た

。
ま

た
、

12
月

4日
に

は
法

人
管

理
者

・
主

任
研

修
会

を
実

施
。

明
桜

会
理

事
　

兼
　

明
石

市
社

会
福

祉
協

議
会

副
理

事
長

　
山

下
氏

を
講

師
に

迎
え

、
専

門
職

と
し

て
の

原
点

回
帰

、
多

機
関

協
働

の
支

援
体

制
の

構
築

、
後

継
者

の
育

成
、

管
理

者
と

し
て

の
視

点
と

明
桜

会
が

今
後

挑
む

課
題

に
つ

い
て

学
び

と
振

り
返

り
を

行
っ

た
。

評
価

者
と

被
評

価
者

で
構

成
し

た
委

員
会

を
立

ち
上

げ
、

一
般

支
援

員
の

人
事

評
価

項
目

の
見

直
し

と
基

準
作

り
を

進
め

た
。

委
員

会
で

協
議

検
討

を
経

て
素

案
を

作
り

、
年

内
に

各
事

業
所

の
協

力
を

得
て

試
行

実
施

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

こ
の

試
行

実
施

で
挙

が
っ

て
き

た
意

見
も

踏
ま

え
、

再
調

整
を

行
い

令
和

4年
度

導
入

を
目

指
す

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
グ

ル
ー

プ
単

位
に

よ
る

主
体

的
な

研
修

の
組

み
立

て
か

ら
実

施
・成

果
発

表
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
学

ぶ
。

結
果 ②

全
員

を
対

象
に

し
た

支
援

力
向

上
演

習

結
果 ③

各
グ

ル
ー

プ
の

総
括

報
告

会
の

実
施

結
果

1月
に

各
グ

ル
ー

プ
で

ま
と

め
た

成
果

物
を

相
互

に
確

認
し

、
学

び
合

う
た

め
に

全
体

発
表

会
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

成
果

物
は

法
人

内
各

事
業

所
へ

も
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

全
体

研
修

会
の

内
容

と
し

て
は

①
聞

く
力

や
伝

え
る

力
に

つ
い

て
の

講
義

や
演

習
を

基
に

、
実

践
的

な
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
に

つ
い

て
も

学
ん

だ
。

②
稲

松
先

生
の

講
義

・演
習

後
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

キ
ン

グ
で

大
事

な
ポ

イ
ン

ト
等

を
整

理
し

た
。

研
修

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
感

想
等

を
集

約
し

た
が

参
加

メ
ン

バ
ー

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

研
修

会
で

あ
っ

た
の

で
前

向
き

な
感

想
が

多
く
、

参
加

者
は

そ
れ

ぞ
れ

に
成

果
を

実
感

出
来

た
。

1月
初

旬
に

は
各

グ
ル

ー
プ

の
成

果
物

は
ほ

ぼ
完

成
し

て
い

た
が

、
継

続
し

て
い

た
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

全
体

発
表

会
は

延
期

と
な

っ
て

い
る

。
た

だ
、

出
来

れ
ば

コ
ロ

ナ
が

落
ち

着
い

た
段

階
で

再
度

成
果

物
に

つ
い

て
の

発
表

会
や

法
人

内
各

事
業

所
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

は
実

施
し

た
い

。

外
部

講
師

（稲
松

先
生

）を
招

い
て

今
年

度
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

キ
ン

グ
に

関
連

す
る

テ
ー

マ
「聞

く
力

・伝
え

る
力

か
ら

フ
ァ

シ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
へ

」と
言

う
設

定
で

全
体

研
修

会
（講

義
・演

習
）を

実
施

す
る

。

結
果

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
を
行
い
な
が
ら
の
活
動
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
制
限
が
あ
っ
た
が
出
来
う
る
形
態

で
活
動
を
実
施
し
た
。
3グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、
テ
ー
マ
ご
と
の
自
主
的
な
ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
最
終
的
に
各
グ

ル
ー
プ
の
成
果
物
を
制
作
す
る
が
出
来
た
。
た
だ
、
全
体
発
表
を
通
じ
た
成
果
に
つ
い
て
の
相
互
学
習
や
、
成
果

物
の
現
場
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
等
の
実
践
的
研
修
に
繋
げ
る
事
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
実
施
出
来
て
い
な

い
。
出
来
れ
ば
次
年
度
当
初
に
実
施
し
た
い
。

年
間

を
通

じ
て

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
を

受
け

て
、

W
E
B

中
心

の
活

動
と

な
っ

た
が

、
最

終
的

に
は

各
グ

ル
ー

プ
（障

害
理

解
・相

談
支

援
・指

導
技

術
）そ

れ
ぞ

れ
に

成
果

物
と

し
て

研
修

成
果

を
纏

め
る

こ
と

が
出

来
た

。
た

だ
、

参
加

メ
ン

バ
ー

個
々

の
研

修
成

果
と

し
て

は
評

価
が

分
か

れ
、

個
々

の
差

異
は

あ
る

も
の

の
そ

れ
ぞ

れ
の

学
び

は
実

感
で

き
て

い
る

。

チ
ー

ム
名

　
（ 

  
  
支

援
力

向
上

チ
ー

ム
  
　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

法
人

内
各

事
業

所
の

支
援

力
向

上
の

た
め

、
核

と
な

る
リ

ー
ダ

ー
・中

堅
層

職
員

の
年

間
を

通
じ

た
研

修
・演

習
を

行
う

。

具
体

的
な

方
法

今
年

度
の

研
修

対
象

者
を

3グ
ル

ー
プ

（障
害

理
解

・相
談

支
援

・指
導

技
術

）に
分

け
て

、
各

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
研

修
テ

ー
マ

・研
修

方
法

・ス
ケ

ジ
ュ

ー
リ

ン
グ

等
を

グ
ル

ー
プ

毎
に

検
討

し
年

間
を

通
じ

て
ワ

ー
キ

ン
グ

を
行

う
。

各
グ

ル
ー

プ
内

で
の

役
割

分
担

や
メ

ン
バ

ー
間

の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
や

責
任

感
も

育
み

な
が

ら
取

り
組

む
。

最
終

的
に

は
各

グ
ル

ー
プ

で
研

修
成

果
を

成
果

物
と

し
て

ま
と

め
る

。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
S
N

S
強

化
チ

ー
ム

で
、

イ
ン

ス
タ

・
Y
o
uT

ub
eの

企
画

・運
用

を
行

う
。

結
果 ②

研
修

を
通

し
て

、
地

域
と

の
繋

が
り

方
・広

報
の

基
礎

を
学

ぶ
。

結
果 ③

法
人

祭
の

検
討

を
行

い
、

R
４

年
度

開
催

に
向

け
て

動
き

を
つ

く
る

。
（地

域
に

向
け

た
法

人
全

体
の

イ
ベ

ン
ト

）

事
業

所
名

　
（ 

 広
報

発
信

チ
ー

ム
  
　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

①
S
N

S
を

活
用

し
、

明
桜

会
を

広
く
周

知
・フ

ァ
ン

の
拡

大
を

行
う

。
②

地
域

に
向

け
た

広
報

活
動

の
基

盤
づ

く
り

を
行

い
、

各
事

業
所

の
広

報
力

を
上

げ
る

。
③

法
人

祭
復

活
に

向
け

て
、

企
画

・準
備

を
行

う
。

具
体

的
な

方
法

・若
手

を
中

心
に

チ
ー

ム
編

成
。

年
３

回
、

ア
ク

セ
ス

解
析

を
も

と
に

企
画

会
議

を
実

施
。

フ
ォ

ロ
ア

ー
・登

録
者

数
の

U
P

・
配

信
動

画
再

生
回

数
増

加
の

た
め

の
取

り
組

み
を

行
う

。
　

強
化

月
間

や
テ

ー
マ

を
絞

っ
た

投
稿

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
す

る
。

・ブ
ロ

グ
の

運
用

に
関

し
て

は
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
作

成
し

各
事

業
所

で
運

用
で

き
る

よ
う

に
働

き
か

け
て

い
く
。

ま
た

月
に

1
度

の
ア

ク
セ

ス
解

析
を

提
示

し
、

傾
向

と
対

策
を

周
知

。

・前
期

：チ
ー

ム
を

立
ち

上
げ

、
コ

ア
メ

ン
バ

ー
で

企
画

会
議

を
実

施
。

内
容

・場
所

・規
模

・集
客

・広
報

の
方

法
な

ど
を

検
討

す
る

。
・後

期
：さ

ら
に

メ
ン

バ
ー

を
増

や
し

、
準

備
チ

ー
ム

を
つ

く
る

。
役

割
分

担
を

行
い

な
が

ら
、

企
画

を
進

め
て

い
く
。

年
2回

の
開

催
予

定
を

年
1回

に
変

更
し

計
画

を
進

め
る

形
に

し
た

が
、

結
果

的
に

は
年

度
内

の
実

施
に

は
至

ら
な

か
っ

た
。

W
E
B

研
修

の
企

画
と

、
そ

れ
に

適
し

た
講

師
の

選
定

に
も

苦
慮

し
た

。
開

催
時

期
の

設
定

や
企

画
・計

画
の

甘
さ

を
露

呈
す

る
結

果
と

な
っ

た
。

・年
２

回
、

W
E
B

広
報

研
修

を
実

施
。

　
内

容
①

社
会

福
祉

法
人

が
行

う
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

、
具

体
的

な
事

例
か

ら
学

び
各

事
業

所
で

活
か

す
。

　
内

容
②

チ
ラ

シ
作

成
の

基
礎

を
学

び
、

各
事

業
所

の
広

報
力

を
上

げ
る

。

結
果

チ
ー
ム
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
結
果
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
積
極
的
な
広
報
活
動
に
は
至

ら
ず
、
既
存
の
SN
S媒

体
を
活
用
す
る
程
度
に
留
ま
っ
た
。
時
世
に
応
じ
た
広
報
活
動
に
苦
慮
し
た
面
も
あ
っ
た

が
、
創
意
工
夫
を
行
う
必
要
も
あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
る
。
ブ
ロ
グ
等
の
各
事
業
所
の
発
信
に
関
し
て
も
牽
引
す

る
動
き
が
取
れ
ず
、
停
滞
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

強
化

を
図

る
動

き
に

は
至

ら
ず

継
続

的
な

取
り

組
み

も
行

え
な

か
っ

た
。

牽
引

す
る

動
き

を
示

さ
な

か
っ

た
事

も
あ

り
、

各
事

業
所

の
運

用
に

任
せ

る
形

と
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
結

果
、

新
し

い
取

り
組

み
や

目
立

っ
た

効
果

を
生

み
出

す
事

は
出

来
な

か
っ

た
。
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結
果

法
人

祭
自

体
の

復
活

時
期

は
時

期
早

々
と

判
断

。
コ

ロ
ナ

の
終

息
や

各
事

業
所

が
行

う
地

域
活

動
等

を
見

極
め

、
改

め
て

検
討

す
る

判
断

を
行

っ
た

。
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①
　
地
域
と
の
交
流
機
会
を
つ
く
り
、
広
く
明
桜
会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
。

　
②
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
実
施
の
動
き
を
つ
く
る
。

　
③
　
法
人
全
体
で
、
発
信
に
取
り
組
む
風
土
づ
く
り
。
　
（情
報
共
有
/ス
タ
ッ
フ
の
関
わ
り
し
ろ
を
つ
く
り
帰
属
意
識
を

高
め
る
）

コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
状
況
も
あ
り
地
域
と
の
積
極
的
な
交
流
機
会
を
持
ち
づ
ら
く
、
既
存
の
大
久
保
駅
前
自
治
会
や

お
お
く
ぼ
ま
ち
協
の
活
動
へ
の
参
加
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
強
度
行
動
障
害

の
あ
る
方
を
対
象
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
建
設
費
用
と
し
て
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
募
っ
た
ほ
う
が
賢
明
で
あ
る
と
判

断
し
、
具
体
的
な
動
き
が
で
き
る
ま
で
は
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

社
内
報
や
ブ
ロ
グ
等
を
通
じ
て
、
法
人
内
の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
法
人
の
取
組
に
対
し
て
広
く
興

味
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
取
材
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
と
し
て
い
ろ
ん
な
事
業
所
の
ス
タ
ッ
フ
に
協
力
を

い
た
だ
く
よ
う
に
し
た
。

優
先
度

目
標
達
成
の
た
め
に
実
施
す
る
事

具
体
的
な
方
法

①
移
動
販
売
車
の
活
用
と
、
自
治
会
・ま
ち

協
の
活
動
へ
の
参
加

●
「コ
ッ
ト
ン
ワ
ゴ
ン
（仮
）」
移
動
販
売
車
を
使
用
し
、
役
場
や
ス
ー
パ
ー
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
で
出
店
　
（月
２

回
　
土
曜
日
）ク
ッ
キ
ー
販
売
+コ
ー
ヒ
ー
配
布
を
行
い
、
利
用
者
と
と
も
に
地
域
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
。

●
大
久
保
自
治
会
の
活
動
に
参
加
し
、
清
掃
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
交
流
を
図
る
。

●
大
久
保
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
か
ら
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
拾
い
法
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
整
理
し
交
流
・貢
献

活
動
に
つ
な
げ
る
。

結
果 ②

パ
ン
フ
や
「ミ
ニ
広
報
誌
」を
広
く
配
布

●
広
報
誌
の
作
成
・配
布
（年
6回
）　
身
近
な
情
報
か
ら
福
祉
（明
桜
会
）を
知
っ
て
も
ら
う
。

＜
内
容
＞
元
気
に
な
る
秘
訣
や
地
域
の
情
報
を
中
心
に
、
気
軽
に
読
め
る
も
の
。
地
域
へ
取
材
に
行
き
、
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
す
る
。

●
移
動
販
売
時
、
ま
た
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で
配
布
・設
置
を
依
頼
し
広
め
る
。

●
各
事
業
所
の
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
広
報
の
状
況
を
把
握
し
、
協
働
で
広
報
活
動
に
取
り
組
む
。

結
果

事
業
所
名
　
（　
　
P
R
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
　
）

今
年
度
の
最
重
点
目
標
　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
実
施
に
至
ら
ず
。

結
果

移
動
販
売
車
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
状
況
も
あ
り
見
送
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
、
内
容
含
め
再
検
討
を
行
う
。

自
治
会
の
活
動
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
に
よ
り
職
員
の
み
で
実
施
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
ご
利
用
者
と
共
に
参
加
し
た
。

ま
ち
協
の
活
動
に
つ
い
て
は
「ま
ち
づ
く
り
計
画
書
」の
作
成
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
り
、
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
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③
後
援
会
活
動
へ
の
賛
同
者
を
増
や
し
、

新
し
い
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
の
た
め

の
応
援
の
輪
を
広
げ
る

●
法
人
全
体
で
、
後
援
会
活
動
・ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
浸
透
を
図
る
。

・各
事
業
所
に
て
勉
強
会
を
実
施
し
、
後
援
会
の
必
要
性
を
共
有
す
る
。

・コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
を
作
成
し
、
理
解
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

・コ
ア
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
。

結
果 ④

社
内
報
「M
O
K
マ
ガ
ジ
ン
」発
行
し
、
職

員
、
利
用
者
・保
護
者
、
後
援
会
員
へ
届

け
る

●
社
内
報
「M
マ
ガ
」の
作
成
・配
布
（年
4回
）

＜
目
的
＞
法
人
内
の
情
報
共
有
・法
人
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
浸
透
・社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
。
後
援
会
員

の
応
援
意
欲
を
高
め
る
。

・「
そ
の
人
の
望
む
く
ら
し
」「
地
域
」を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
各
事
業
所
の
取
り
組
み
や
事
業
の
進
捗
、
管
理
者
の
コ
ト

バ
等
を
掲
載
。

・各
事
業
所
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
姿
や
考
え
方
（魅
力
）、
チ
ー
ム
の
取
り
組
み
等
を
掲
載
。

結
果 ⑤

Y
o
uT
ub
e「
明
桜
会
チ
ャ
ン
ネ
ル
」配
信

●
広
報
発
信
（S
N
S
強
化
）チ
ー
ム
と
連
携
し
な
が
ら
動
画
企
画
。

・内
部
効
果
・・
・他
事
業
所
の
こ
と
、
取
り
組
み
や
ス
タ
ッ
フ
を
知
る
。

・外
部
効
果
・・
・フ
ァ
ン
づ
く
り
、
人
材
確
保
、
利
用
者
獲
得
、
保
護
者
が
事
業
所
の
様
子
を
知
る
。

●
企
画
ご
と
に
、
対
象
ス
タ
ッ
フ
（管
理
者
）へ
依
頼
・撮
影
・編
集
・配
信
。

結
果

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
も
あ
り
、
事
業
所
間
の
行
き
来
が
難
し
く
企
画
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
社
会
福
祉
法
人
向
け
の
S
N
S
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
、
今
後

の
企
画
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
は
、
後
援
会
に
つ
い
て
法
人
内
で
共
通
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
後
援
会
特
集
号
」の
発
行
準
備
を
行
っ
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
「明
桜

会
サ
ポ
ー
タ
ー
」の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
。

コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
を
制
作
す
る
前
段
階
と
し
て
、
「明
桜
会
の
う
た
」制
作
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
状
況
も
あ
り
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ

日
程
が
ず
れ
込
み
、
年
度
内
に
完
成
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
が
、
次
年
度
の
取
組
み
と
し
て
、
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
・コ
ン
セ
プ
ト
ム
ー
ビ
ー
制
作
に
つ
な
げ
る
段
階
ま

で
到
達
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
強
度
行
動
障
害
の
方
を
対
象
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
動
き
が
具
体
的
に
な
っ
た
段
階
で
進
め
る
こ
と
と
し
、
そ
れ

ま
で
は
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

計
画
通
り
に
遂
行
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
職
員
向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
今
後
の
企
画
を
立
て
て
い
く
事
と
し
た
。
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優
先

度
目

標
達

成
の

た
め

に
実

施
す

る
事

①
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

・非
常

災
害

対
策

計
画

を
早

期
完

成
し

、
そ

の
周

知
に

努
め

る

結
果 ②

防
火

管
理

者
の

業
務

の
整

備

結
果 ③

緊
急

時
の

連
絡

体
制

の
整

備

結
果

〇
ア

ル
ソ

ッ
ク

安
否

確
認

サ
ー

ビ
ス

登
録

者
整

備
と

運
用

訓
練

、
管

理
者

間
L
IN

E
の

積
極

的
活

用
〇

各
事

業
所

に
お

い
て

、
緊

急
時

持
出

台
帳

の
更

新
（役

職
者

）

防
火

管
理

者
に

対
す

る
研

修
会

に
て

、
非

常
災

害
対

策
計

画
の

説
明

と
各

事
業

所
で

の
更

新
依

頼
を

行
な

っ
て

い
る

。
法

人
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
非

常
災

害
対

策
計

画
の

説
明

時
に

、
各

事
業

所
に

お
い

て
の

災
害

へ
の

備
え

や
発

災
時

の
対

応
に

つ
い

て
の

周
知

を
図

っ
た

。
防

災
担

当
者

で
各

事
業

所
に

訪
問

し
、

防
火

管
理

者
を

含
め

防
災

対
策

を
確

認
し

た
上

で
の

実
践

を
予

定
し

て
い

た
が

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

事
業

所
訪

問
が

で
き

ず
、

ま
た

リ
モ

ー
ト

で
は

説
明

が
し

づ
ら

い
こ

と
か

ら
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

な
い

。

6月
に

ア
ル

ソ
ッ

ク
登

録
者

を
整

備
。

年
2回

の
運

用
訓

練
を

行
う

。
管

理
者

間
の

L
IN

E
に

つ
い

て
は

積
極

的
に

活
用

で
き

て
い

る
。

ま
た

、
防

火
管

理
者

に
緊

急
時

持
出

台
帳

の
説

明
と

更
新

の
依

頼
を

行
っ

て
い

る
。

〇
防

火
管

理
者

が
行

う
主

な
業

務
の

整
理

を
行

う
。

　
・防

災
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

を
用

い
た

毎
月

の
防

災
チ

ェ
ッ

ク
（各

事
業

所
管

理
者

に
提

出
）

　
・非

常
災

害
対

策
計

画
の

更
新

　
・各

事
業

所
職

員
を

対
象

と
し

た
防

災
研

修
の

実
施

　
・各

事
業

所
利

用
者

を
対

象
と

し
た

防
災

研
修

の
実

施
〇

防
災

担
当

が
各

事
業

所
へ

巡
回

又
は

リ
モ

ー
ト

な
ど

に
よ

り
フ

ォ
ロ

ー
し

て
い

く

結
果

法
人

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

各
事

業
所

で
の

非
常

災
害

対
策

計
画

を
作

成
し

、
管

理
者

及
び

防
火

管
理

者
へ

の
周

知
を

行
な

っ
て

い
る

。
周

知
と

説
明

は
行

な
っ

た
も

の
の

、
そ

れ
ら

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
軸

と
し

た
各

事
業

所
の

防
災

体
制

の
構

築
と

実
際

の
運

用
へ

の
徹

底
に

つ
い

て
の

動
き

は
取

れ
ず

に
終

わ
っ

て
い

る
。

し
か

し
同

時
に

法
人

の
業

務
継

続
計

画
（B

C
P

）の
作

成
に

着
手

し
は

じ
め

、
素

案
を

作
成

し
て

い
る

。

4月
に

法
人

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

完
成

し
、

同
月

に
管

理
者

を
対

象
と

し
た

法
人

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

説
明

を
行

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、
6
月

に
各

事
業

所
の

防
火

管
理

者
又

は
そ

れ
に

準
ず

る
職

員
を

対
象

と
し

た
研

修
会

を
実

施
。

法
人

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

説
明

を
行

な
い

、
防

災
へ

の
意

識
を

高
め

る
と

と
も

に
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
つ

い
て

の
周

知
を

図
っ

て
い

る
。

チ
ー

ム
名

　
（ 

  
  
  
  
 防

災
チ

ー
ム

  
  
  
  
  
 　

）

今
年

度
の

最
重

点
目

標
　

〇
法

人
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
非

常
災

害
対

策
計

画
を

早
期

に
完

成
し

、
そ

れ
を

基
に

防
火

管
理

者
を

主
と

し
た

各
事

業
所

防
災

体
制

の
構

築
を

図
る

。

具
体

的
な

方
法

〇
6月

ま
で

に
完

成
を

目
指

す
。

〇
管

理
者

会
議

に
お

い
て

防
災

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

を
図

る
。

非
常

災
害

対
策

計
画

に
基

づ
き

防
災

対
策

を
各

事
業

所
防

火
管

理
者

を
主

に
実

践
し

て
い

け
る

様
に

働
き

掛
け

る
。

〇
各

事
業

所
防

火
管

理
者

に
防

災
マ

ニ
ュ

ア
ル

、
並

び
に

各
事

業
所

非
常

災
害

対
策

計
画

の
周

知
を

図
り

、
防

火
管

理
者

が
主

と
な

り
事

業
所

の
防

災
対

策
を

実
践

し
て

い
け

る
よ

う
フ

ォ
ロ

ー
す

る
。
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